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は
じ
め
に

肉
体
か
ら
魂
が
抜
け
出
す
な
ん
て
こ
と
、
果
た
し
て
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。

普
通
の
人
に
は
信
じ
ら
れ
な
い
こ
と
だ
ろ
う
。
実
際
に
抜
け
出
し
て
い
る

の
か
ど
う
か
は
、
科
学
的
に
確
認
す
る
方
法
は
な
い
が
、
本
人
に
と
っ
て

は
肉
体
と
魂
に
ず
れ
が
生
じ
た
り
、
天
井
か
ら
自
身
の
肉
体
を
観
察
し
た

り
、
壁
を
す
り
抜
け
る
と
い
っ
た
感
覚
が
あ
る
。
し
か
も
、
夢
と
は
思
え

な
い
ほ
ど
の
実
感
を
伴
っ
て
。

こ
う
し
た
現
象
を
、
超
心
理
学
者
の
ロ
バ
ー
ト
・
モ
ン
ロ
ー

Robert
M

onroe

は
、
「
体
外
離
脱
」O

utofBody
Experience

と
呼
ん
で
い
る
。

こ
う
し
た
体
験
に
遭
遇
し
た
モ
ン
ロ
ー
は
、
最
初
は
戸
惑
い
な
が
ら
も
、

そ
う
ぐ
う

東
洋
の
宗
教
、
イ
ン
ド
の
ヨ
ー
ガ
な
ど
で
は
、
決
し
て
珍
し
く
な
い
現
象
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で
あ
る
こ
と
を
知
っ
た
。
元
は
睡
眠
学
習
の
研
究
を
し
て
い
た
こ
と
も
あ

り
、「
体
外
離
脱
」
を
第
三
者
に
も
体
験
さ
せ
る
方
法
を
探
究
す
る
た
め
、

モ
ン
ロ
ー
研
究
所The

M
onroe

Institute

を
設
立
し
た
。

ロ
バ
ー
ト
・
モ
ン
ロ
ー
は
生
涯
に
三
冊
の
書
物
を
書
い
て
い
る
。
『
体

外
へ
の
旅
』Journeys

O
ut

of
the

Body

、
『
魂
の
体
外
旅
行
』Far

Journeys

、
『
究
極
の
旅
』U

ltim
ate

Journey

で
あ
る
。
モ
ン
ロ
ー
研
究

所
で
続
け
ら
れ
た
「
体
外
離
脱
」
の
研
究
で
は
、
左
右
の
耳
か
ら
異
な
る

周
波
数
の
音
を
聴
か
せ
る
こ
と
で
、
そ
の
周
波
数
の
差
に
当
た
る
う
な
り

を
脳
内
に
生
じ
さ
せ
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
左
右
の
脳
が
同
期
し
た
全
脳
状

態
を
、
「
ヘ
ミ
シ
ン
ク
」H

em
i-Sync

と
呼
ん
だ
の
で
あ
る
。

「
体
外
離
脱
」
の
実
験
で
は
、
ロ
バ
ー
ト
・
モ
ン
ロ
ー
の
他
に
、
多
く
の

協
力
者
に
「
ヘ
ミ
シ
ン
ク
」
に
導
く
音
声
を
聴
か
せ
、
そ
れ
が
誰
に
で
も
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起
こ
り
う
る
現
象
で
あ
る
こ
と
を
立
証
し
た
。
モ
ン
ロ
ー
に
よ
る
実
験
の

最
大
の
貢
献
者
が
、
『
宇
宙
へ
の
体
外
離
脱
』Cosm

ic
Journeys

を
書
い

た
ロ
ザ
リ
ン
ド
・
Ａ
・
マ
ク
ナ
イ
トRosarind

A
.

M
cK

night

で
あ
る
。

彼
女
と
モ
ン
ロ
ー
の
実
験
の
多
く
は
、
一
般
人
向
け
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し

て
開
発
さ
れ
た
《
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
・
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
》G

atew
ay

Experience

に
生
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

僕
自
身
も
若
い
頃
か
ら
「
臨
死
体
験
」
や
、
そ
れ
に
つ
い
て
書
か
れ
た

『
チ
ベ
ッ
ト
の
死
者
の
書
』
な
ど
に
関
心
を
持
ち
、
実
際
に
チ
ベ
ッ
ト
を

旅
し
た
り
も
し
た
。
蔵
密
気
功
と
い
う
チ
ベ
ッ
ト
密
教
を
中
国
人
向
け
に

簡
略
化
し
た
修
行
を
続
け
る
う
ち
に
、
「
体
外
離
脱
」
を
幾
度
か
体
験
し

た
。
そ
こ
か
ら
、
モ
ン
ロ
ー
や
ヘ
ミ
シ
ン
ク
、
《
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
・
エ
ク
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ス
ペ
リ
エ
ン
ス
》
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
た
。
な
お
、
「
体
外
離
脱
」
に
特

化
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
は
《
体
外
へ
の
旅

(

サ
ポ
ー
ト
用

H
em

i-Sync
シ
リ
ー
ズ)

》H
em

i-Sync
SupportforJourneys

O
utofthe

Body

が
あ
り
、
モ
ン
ロ
ー
の
著
書
『
体
外
へ
の
旅
』
で
説
か
れ
た
瞑
想

を
、
体
験
す
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

晩
年
の
ロ
バ
ー
ト
・
モ
ン
ロ
ー
は
、
妻
ナ
ン
シ
ー
を
不
治
の
病
で
失
う

こ
と
と
な
っ
た
。
そ
れ
が
死
後
の
生
に
関
す
る
探
究
に
向
か
わ
せ
た
。
肉

体
を
失
い
な
が
ら
も
物
質
世
界
に
囚
わ
れ
た
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
、
特
定

と
ら

23

の
宗
教
な
ど
、
固
定
観
念
に
執
着
し
た
「
信
念
体
系
領
域
」
で
あ
る
「
フ

ォ
ー
カ
ス

」
か
ら
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
、
死
後
の
魂
が
休
ら
う
「
公
園
」

24

26

と
呼
ば
れ
る
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
な
ど
は
、
《
ゴ
ー
イ
ン
グ
・
ホ
ー
ム
》

27

G
oing

H
om

e

と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
結
実
し
た
。
死
後
の
世
界
に
つ
い

- 5 -

て
は
、
晩
年
の
モ
ン
ロ
ー
の
許
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
た
ブ
ル
ー
ス
・

も
と

モ
ー
エ
ンBruce

M
oen

の
『
死
後
探
索
』Exploring

the
A

fterlife
の
シ

リ
ー
ズ
が
詳
し
い
。

モ
ン
ロ
ー
研
究
所
に
は
、
精
神
の
可
能
性
を
探
究
す
る
研
究
者
が
集
ま

っ
て
い
る
。
人
間
の
念
力
や
具
現
化
の
能
力
に
関
し
て
は
、
ジ
ョ
ー
・
ギ

ャ
レ
ン
バ
ガ
ー
博
士Joseph

G
allenberger,

Ph
.

D
.

が
、
『
富
と
成
功

の
秘
訣
』Inner

V
egas

の
中
で
、
具
体
的
な
能
力
開
発
に
つ
い
て
説
明

し
て
い
る
。
ま
た
、
ヘ
ミ
シ
ン
ク
全
般
の
応
用
に
関
し
て
は
、
ロ
ナ
ル
ド

・
ラ
ッ
セ
ルRonald

Russell

編
著
の
『
全
脳
革
命
』Focusing

the
w

hole
brain

が
詳
し
い
。

本
書
の
前
半
で
は
、
ロ
バ
ー
ト
・
モ
ン
ロ
ー
や
ロ
ザ
リ
ン
ド
・
Ａ
・
マ
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ク
ナ
イ
ト
、
ブ
ル
ー
ス
・
モ
ー
エ
ン
、
ジ
ョ
ー
・
ギ
ャ
レ
ン
バ
ガ
ー
博
士
、

ロ
ナ
ル
ド
・
ラ
ッ
セ
ル
の
著
作
を
紹
介
し
た
上
で
、
《
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
・

エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
》
を
体
験
す
る
上
で
参
考
に
な
る
《H

em
i-Sync

に

よ
る
チ
ャ
ク
ラ
瞑
想

日
本
語
版
》Chakra

M
editation

w
ith

H
em

i-Sync

と
《
ヘ
ミ
シ
ン
ク
に
よ
る
具
現
化

日
本
語
版
》
、
《
パ
テ
ィ
・
サ
マ
ー

ズ
の
動
物
た
ち
と
話
そ
う
》Com

m
unicating

w
ith

A
nim

als

に
つ
い
て

概
説
し
た
。
後
半
で
は
《
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
・
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
》
と
、

「
体
外
離
脱
」
に
特
化
し
た
《
体
外
へ
の
旅(

サ
ポ
ー
ト
用H

em
i-Sync

シ
リ
ー
ズ)

》
、
続
篇
と
も
言
う
べ
き
《
ゴ
ー
イ
ン
グ
・
ホ
ー
ム
》G

oing
H

om
e

Series(Subject)

に
つ
い
て
、
自
分
自
身
で
体
験
し
、
思
考
し
た

こ
と
に
つ
い
て
ま
と
め
た
。
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二
〇
一
七
年
三
月
二
十
七
日

髙
野
敦
志

今
回
の
増
補
で
は
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ブ
ー
ル
マ
ンW

illiam
Buhlm

an

の
『
肉
体
を
超
え
た
冒
険
』A

dventures
Beyond

the
Body

や
邦
訳
の

な
い"A

dventures
in

the
A

fterlife""The
Secretofthe

Soul"

な
ど
、
死

後
の
世
界
の
構
造
を
説
い
た
本
、John

K
reiter"O

ut
O

f
Body

Experiences,
Q

uickly
A

nd
N

aturally"

の
よ
う
な
「
体
外
離
脱
」
の
実

践
書
の
紹
介
を
加
え
た
。
ま
た
、
《H

em
i-Sync

で
心
と
体
の
若
返
り
》

Positively
A

geless
w

ith
H

em
i-Sync

《
体
外
離
脱
テ
ク
ニ
ッ
ク
》

O
ut-of-Body

Techniques

《
イ
ン
ト
ゥ
・
ザ
・
ラ
イ
ト
》Into

the
Light



- 8 -

な
ど
の
ヘ
ミ
シ
ン
ク
の
瞑
想
法
に
つ
い
て
も
、
平
易
な
も
の
か
ら
旧
版
の

中
に
組
み
込
む
こ
と
に
し
た
。

二
〇
一
九
年
二
月
十
一
日

髙
野
敦
志

今
回
は
日
本
語
版
の
《
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
・
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
》
で

W
ave

Ⅶ
「
ボ
イ
ジ
ャ
ー
」
が
発
売
さ
れ
た
の
に
合
わ
せ
て
、
実
際
に
自

分
が
感
じ
た
印
象
を
記
し
た
。
死
後
の
世
界
は
未
知
の
領
域
で
は
あ
る
が
、

仮
に
存
在
す
る
と
す
れ
ば
、
擬
似
的
に
体
験
し
て
お
く
こ
と
に
は
意
味
が

あ
る
。
繰
り
返
し
練
習
を
続
け
て
い
く
こ
と
で
、
生
の
彼
方
へ
の
理
解
も

- 9 -

深
ま
っ
て
い
く
も
の
と
思
わ
れ
る
。

二
〇
一
九
年
九
月
十
六
日

髙
野
敦
志
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ロ
バ
ー
ト
・
モ
ン
ロ
ー
の
『
体
外
へ
の
旅
』

ヨ
ー
ガ
や
道
教
の
修
行
を
し
て
い
る
と
、
肉
体
か
ら
魂
が
抜
け
出
た
よ

う
な
感
覚
を
得
る
と
い
う
。
ま
た
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
で
は
肉
体
と
は
異
な

る
「
微
細
身
」
と
い
う
も
の
を
想
定
す
る
。
人
間
の
な
し
た
行
為
は
業
（
カ

ご
う

ル
マ
）
と
な
っ
て
「
阿
頼
耶
識
」
に
蓄
積
し
、
輪
廻
の
原
因
に
な
る
と
も

ア

ー

ラ

ヤ

し

き

り

ん

ね

言
わ
れ
て
い
る
。

ロ
バ
ー
ト
・
モ
ン
ロ
ー
は
、
東
洋
的
な
修
行
を
す
る
こ
と
な
く
、
「
体

外
離
脱
」
の
感
覚
を
得
た
。
最
初
モ
ン
ロ
ー
は
、
自
分
が
死
に
つ
つ
あ
る

の
で
は
な
い
か
と
、
恐
怖
に
襲
わ
れ
た
と
い
う
。
ま
た
、
意
識
が
肉
体
か

ら
離
脱
し
た
後
、
男
の
息
を
耳
も
と
に
感
じ
て
、
同
性
愛
者
の
霊
に
迫
ら

れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
り
し
た
。
実
は
息
を
出
し
て
い
た
の

- 11 -

は
、
モ
ン
ロ
ー
自
身
の
肉
体
だ
っ
た
。

「
体
外
離
脱
」
の
経
験
を
重
ね
る
う
ち
に
、
モ
ン
ロ
ー
は
離
脱
し
た
「
第

二
の
体
」
を
、
思
考
に
よ
る
磁
場
の
よ
う
な
も
の
で
な
い
か
と
考
え
る
よ

う
に
な
る
。
「
第
二
の
体
」
は
磁
場
を
抜
け
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
幽
霊

捕
獲
装
置
も
作
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
、
冗
談
交
じ
り
で
述
べ
て
い
る
。

こ
の
段
階
で
の
モ
ン
ロ
ー
は
、
脳
波
誘
導
の
方
法
で
あ
る
「
ヘ
ミ
シ
ン

ク
」
を
考
案
し
て
い
な
い
。
ま
た
、
そ
れ
を
利
用
し
て
霊
的
な
進
化
を
目

指
す
《
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
・
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
》
も
、
ま
だ
開
発
し
て
い

な
い
。
と
は
い
え
、
「
体
外
離
脱
」
の
間
に
遭
遇
し
た
、
不
快
な
存
在
と

の
戦
い
な
ど
か
ら
、
「
レ
ゾ
ナ
ン
ト
・
エ
ナ
ジ
ー
・
バ
ル
ー
ン
」
や
「
エ

ネ
ル
ギ
ー
・
バ
ー
・
ツ
ー
ル
」
と
い
っ
た
、
霊
的
な
防
御
に
必
要
な
道
具
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の
作
成
を
思
い
つ
い
た
の
で
は
な
い
か
。

モ
ン
ロ
ー
は
「
体
外
離
脱
」
に
関
し
て
、
訪
れ
る
場
所
を
三
つ
に
大
別

し
て
い
る
。
「
ロ
ー
カ
ル
Ⅰ
」
は
肉
体
が
生
き
て
い
る
の
と
同
じ
世
界
。

モ
ン
ロ
ー
は
「
体
外
離
脱
」
し
た
後
、
知
人
の
も
と
に

赴

き
、
相
手
の

お
も
む

体
を
つ
ね
る
実
験
を
す
る
。
モ
ン
ロ
ー
の
主
張
が
正
し
け
れ
ば
、
同
じ
時

間
に
相
手
の
女
性
は
、
目
に
見
え
な
い
存
在
に
思
い
っ
き
り
つ
ね
ら
れ
る

痛
み
を
感
じ
た
と
証
言
し
て
い
る
。
こ
れ
が
「
体
外
離
脱
」
が
単
な
る
幻

覚
で
は
な
い
と
い
う
証
拠
の
一
つ
に
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

「
ロ
ー
カ
ル
Ⅱ
」
は
非
物
質
的
世
界
で
、
過
去
と
現
在
と
未
来
が
重
な
っ

た
世
界
だ
と
い
う
。
そ
こ
は
死
後
に
「
第
二
の
体
」
が
向
か
う
と
こ
ろ
で

あ
る
。「
体
外
離
脱
」
し
た
モ
ン
ロ
ー
は
、
そ
こ
で
亡
き
父
と
再
会
す
る
。

肉
体
が
死
ん
で
も
、
死
後
は
生
前
の
記
憶
に
従
っ
て
、
「
ロ
ー
カ
ル
Ⅱ
」

- 13 -

に
留
ま
る
と
モ
ン
ロ
ー
は
考
え
て
い
る
。
現
実
に
そ
っ
く
り
な
死
後
の
世

界
。
生
前
が
幸
福
か
否
か
が
、
死
後
の
状
態
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
だ
。
生

い
な

前
に
自
己
の
精
神
世
界
を
築
い
た
作
家
な
ど
は
、
そ
こ
に
長
く
留
ま
る
と

い
う
。

「
ロ
ー
カ
ル
Ⅲ
」
は
現
実
の
世
界
と
似
て
い
て
、
ち
ょ
っ
と
異
な
る
世
界
。

モ
ン
ロ
ー
は
反
物
質
に
よ
っ
て
出
来
て
い
る
世
界
と
考
え
て
い
る
。
量
子

力
学
が
想
定
す
る
「
平
行
宇
宙
」
の
よ
う
な
世
界
か
も
し
れ
な
い
。

モ
ン
ロ
ー
は
「
体
外
離
脱
」
の
方
法
も
紹
介
し
て
い
る
。
リ
ラ
ッ
ク
ス

し
て
、
肉
体
の
感
覚
を
な
く
し
た
後
に
、
「
第
二
の
体
」
が
上
昇
し
て
い

く
と
イ
メ
ー
ジ
す
る
方
法
。
い
ま
一
つ
が
「
第
二
の
体
」
を
回
転
さ
せ
る

こ
と
で
、
肉
体
か
ら
離
脱
す
る
方
法
。
そ
の
際
に
振
動
が
来
る
と
い
う
が
、

こ
れ
は
ヨ
ー
ガ
で
い
う
ク
ン
ダ
リ
ー
ニ
の
覚
醒
と
関
係
が
あ
る
の
で
は
な
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い
か
。
「
第
二
の
体
」
が
性
欲
を
感
じ
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
セ
ッ
ク
ス

・
ヨ
ー
ガ
を
行
う
タ
ン
ト
ラ
と
の
関
連
も
推
測
さ
れ
る
。

- 15 -

ロ
バ
ー
ト
・
モ
ン
ロ
ー
の
『
魂
の
体
外
旅
行
』

ロ
バ
ー
ト
・
モ
ン
ロ
ー
が
書
い
た
本
三
冊
の
う
ち
の
二
冊
目
で
あ
る
。

「
体
外
離
脱
」
に
至
る
経
緯
や
、
そ
れ
に
関
す
る
基
礎
的
な
研
究
は
一
冊

目
の
『
体
外
へ
の
旅
』
に
詳
し
い
。
著
者
と
似
た
よ
う
な
体
験
を
し
た
人

が
、
そ
の
何
た
る
か
を
知
り
た
い
場
合
に
は
、
本
書
を
手
に
取
る
前
に
、

ぜ
ひ
『
体
外
へ
の
旅
』
を
読
ま
れ
る
と
い
い
。

本
書
は
第
Ⅰ
部
の
「
近
距
離
到
達
」
と
第
Ⅱ
部
の
「
遠
距
離
到
達
」
、

そ
れ
に
付
録
か
ら
成
る
。
第
Ⅰ
部
で
は
「
ヘ
ミ
シ
ン
ク
」
の
理
論
や
、《
ゲ

ー
ト
ウ
ェ
イ
・
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
》
の
開
発
過
程
が
語
ら
れ
る
。
「
体

外
離
脱
」
を
促
す
た
め
に
考
案
さ
れ
た
脳
波
誘
導
シ
ス
テ
ム
「
ヘ
ミ
シ
ン

ク
」
が
、
ス
ト
レ
ス
解
消
や
集
中
力
ア
ッ
プ
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
効
果
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が
認
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
点
や
、
《
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
・
エ
ク
ス
ペ
リ

エ
ン
ス
》
が
、
多
く
の
モ
ニ
タ
ー
の
協
力
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
っ
た

か
が
分
か
る
。

第
Ⅱ
部
で
は
、
地
球
外
の
生
命
体
と
の
コ
ン
タ
ク
ト
が
語
ら
れ
る
。
こ

れ
が
真
実
で
あ
る
か
、
夢
や
集
団
幻
覚
の
一
種
で
あ
る
か
は
不
明
で
あ
る
。

信
じ
る
か
信
じ
な
い
か
は
別
と
し
て
、
Ｓ
Ｆ
の
一
種
だ
と
割
切
っ
て
読
む

こ
と
も
で
き
る
。
小
松
左
京
の
『
果
し
な
き
流
れ
の
果
に
』
で
も
読
ん
で

い
る
よ
う
な
感
覚
で
あ
る
。

『
体
外
へ
の
旅
』
で
は
、
肉
体
か
ら
の
「
体
外
離
脱
」
が
テ
ー
マ
だ
っ
た

が
、
本
書
の
第
Ⅱ
部
「
遠
距
離
到
達
」
で
は
、「
肉
体
」
ば
か
り
で
な
く
、

「
第
二
の
体
」
も
離
脱
す
る
対
象
だ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。「
第

二
の
体
」
に
抜
け
出
し
た
だ
け
で
は
、
地
球
や
非
物
質
的
な
世
界
、
反
物
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質
で
で
き
た
「
平
行
宇
宙
」
の
よ
う
な
世
界
に
は
行
け
て
も
、
宇
宙
の
真

実
に
は
到
達
で
き
な
い
。
そ
れ
を
探
究
す
る
に
は
、
「
第
二
の
体
」
で
す

ら
抜
け
出
す
必
要
が
あ
る
と
い
う
。
ち
な
み
に
、
「
微
細
身
」
が
「
第
二

の
体
」
だ
と
し
す
る
と
、
「
第
二
の
体
」
を
抜
け
出
し
た
の
は
、
ヨ
ー
ガ

で
言
う
「
原
因
身
」
の
こ
と
な
の
だ
ろ
う
か
。

そ
こ
で
モ
ン
ロ
ー
は
、
他
の
知
的
生
命
体
（
イ
ン
ス
ペ
ッ
ク
）
と
出
会

い
、
様
々
な
智
慧
を
得
る
わ
け
だ
が
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
は
「
言

ち

え

語
」
で
は
な
く
、
「
非
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」
が
用
い
ら
れ
る
と

し
て
い
る
。

相
手
に
伝
え
た
い
こ
と
を
、
イ
メ
ー
ジ
で
送
信
し
、
相
手
か
ら
得
た
イ

メ
ー
ジ
を
「
言
語
」
に
翻
訳
す
る
こ
と
で
、
知
的
生
命
体
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
は
成
立
す
る
。
人
間
と
動
物
が
行
う
「
非
言
語
コ
ミ
ュ
ニ
ケ



- 18 -

ー
シ
ョ
ン
」
を
さ
ら
に
複
雑
化
し
た
も
の
で
、
「
面
白
が
る
」
を
表
す
た

め
に
「
回
転
す
る
」
イ
メ
ー
ジ
が
伝
え
ら
れ
る
と
い
っ
た
形
が
取
ら
れ
る
。

モ
ン
ロ
ー
は
そ
れ
を
英
語
に
訳
し
、
さ
ら
に
日
本
語
に
訳
さ
れ
た
文
を
読

む
わ
け
だ
か
ら
、
注
釈
を
見
な
が
ら
で
な
い
と
、
意
味
が
よ
く
伝
わ
ら
な

い
文
が
多
い
。

こ
の
本
を
Ｓ
Ｆ
と
し
て
楽
し
め
る
人
が
い
る
の
は
、
宇
宙
人
と
思
わ
れ

る
他
の
生
命
体
と
の
対
話
が
多
く
引
用
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
う

し
た
対
話
を
も
と
に
、「
太
陽
系
を
超
え
た
銀
河
系
内
の
意
識
の
広
が
り
」

を
表
す
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
や
、
銀
河
系
を
超
え
た
銀
河
系
近
傍
の
意
識

42

の
広
が
り
」
を
表
す
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
を
想
定
し
て
い
っ
た
の
だ
ろ
う
。

49

そ
も
そ
も
、
市
販
の
《
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
・
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
》
で
体

験
可
能
な
の
は
、
「
こ
の
世
と
あ
の
世
の
架
け
橋
の
領
域
」
で
あ
る｢

フ
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ォ
ー
カ
ス

」
ま
で
で
あ
る
。
《
ゴ
ー
イ
ン
グ
・
ホ
ー
ム
》
と
い
う
プ
ロ

21

グ
ラ
ム
を
用
い
れ
ば
、
「
輪
廻
の
中
継
点
」
を
示
す
「
フ
ォ
ー
カ
ス

｣27

ま
で
は
体
験
で
き
る
そ
う
だ
が
。

「
近
距
離
到
達
」
ま
で
は
科
学
的
に
解
明
し
よ
う
と
い
う
意
欲
が
感
じ
ら

れ
た
が
、「
遠
距
離
到
達
」
に
関
し
て
は
、
も
は
や
宗
教
の
世
界
で
あ
る
。

そ
れ
が
真
実
で
あ
る
か
ど
う
か
は
、
第
三
者
に
は
確
認
し
よ
う
が
な
い
か

ら
で
あ
る
。
ロ
バ
ー
ト
・
モ
ン
ロ
ー
の
宗
教
体
験
を
受
け
容
れ
る
か
ど
う

か
で
あ
る
。
そ
の
世
界
を
体
験
せ
ず
に
の
ぞ
き
見
る
に
は
、
『
魂
の
体
外

旅
行
』
は
最
適
な
の
だ
ろ
う
。

ロ
バ
ー
ト
・
モ
ン
ロ
ー
は
「
体
外
離
脱
」
を
体
験
し
て
、
宇
宙
の
真
理

に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
学
ぶ
。
知
的
生
命
体
に
は
人
間
と
し
て
生
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ま
れ
た
者
と
、
一
度
も
肉
体
を
持
っ
た
こ
と
が
な
い
者
が
存
在
す
る
ら
し

い
こ
と
。
死
後
に
「
第
二
の
体
」
を
持
っ
て
い
る
の
は
、
人
間
だ
け
で
は

な
く
、
猫
な
ど
の
ペ
ッ
ト
も
同
じ
で
あ
る
こ
と
。

輪
廻
を
肯
定
し
て
お
り
、
男
女
の
い
ず
れ
に
生
ま
れ
る
か
選
択
し
て
い

る
こ
と
。
死
ん
で
も
自
身
の
死
を
自
覚
し
な
い
者
や
、
肉
体
を
失
い
な
が

ら
も
、
想
像
力
に
よ
っ
て
、
生
前
と
同
じ
世
界
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
楽
し
ん

で
い
る
者
も
い
る
と
い
う
。
イ
メ
ー
ジ
に
よ
っ
て
鳥
に
な
っ
て
空
を
飛
ん

だ
り
、
魚
に
な
っ
て
水
中
を
泳
い
だ
り
、
他
の
肉
体
に
入
り
込
む
こ
と
も

可
能
だ
と
し
て
い
る
。

「
体
外
離
脱
」
し
た
「
第
二
の
体
」
が
、
肉
体
と
同
じ
イ
メ
ー
ジ
で
服
を

着
て
い
た
り
す
る
の
は
、
「
第
二
の
体
」
が
記
憶
し
て
い
る
か
ら
だ
と
い

う
。
た
だ
し
、
「
第
二
の
体
」
の
ま
ま
肉
体
か
ら
長
い
間
離
れ
る
と
、
記

- 21 -

憶
が
弱
ま
っ
て
「
第
二
の
体
」
の
形
が
崩
れ
て
し
ま
う
。
そ
れ
を
防
ぐ
方

法
が
、
「
第
二
の
体
」
か
ら
さ
ら
に
「
体
外
離
脱
」
し
て
、
純
粋
な
エ
ネ

ル
ギ
ー
体
と
し
て
移
動
す
る
こ
と
だ
と
い
う
。

モ
ン
ロ
ー
は
紀
元
三
千
年
頃
の
地
球
も
旅
し
た
と
主
張
し
て
い
る
。
日

本
列
島
に
は
農
地
が
広
が
っ
て
い
る
が
、
道
路
も
建
物
も
都
市
ら
し
い
も

の
は
何
も
見
当
た
ら
な
い
。
空
気
は
澄
み
き
っ
て
お
り
、
人
の
姿
が
全
く

見
当
た
ら
な
い
。
こ
の
頃
に
は
、
福
島
第
一
原
発
の
放
射
能
漏
れ
は
収
束

し
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。
破
滅
的
な
事
態
が
人
間
の
大
多
数
を
淘
汰
し
て

と

う

た

し
ま
っ
た
の
か
。
破
局
噴
火
が
人
造
物
を
焼
き
払
っ
た
後
、
自
然
が
復
活

し
た
の
だ
ろ
う
か
。

人
間
が
姿
を
消
し
た
の
は
日
本
ば
か
り
で
は
な
い
。
人
口
が
爆
発
し
て

い
た
は
ず
の
中
国
は
、
森
林
が
広
が
っ
て
い
て
、
そ
の
合
間
に
草
の
生
え
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た
開
拓
地
が
広
が
っ
て
い
る
。
中
東
に
は
砂
漠
地
帯
が
続
い
て
い
る
が
、

石
油
の
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
も
消
え
て
し
ま
っ
て
い
る
。
モ
ン
ロ
ー
は
ア
メ
リ

カ
も
訪
れ
た
の
だ
が
、
合
衆
国
と
い
う
国
は
存
在
し
て
お
ら
ず
、
懐
か
し

い
土
地
か
ら
家
並
み
や
ハ
イ
ウ
ェ
イ
も
な
く
な
っ
て
い
る
。
何
が
あ
っ
た

の
か
は
不
明
だ
が
、
人
間
が
破
壊
し
た
自
然
は
見
事
に
回
復
し
、
少
数
の

人
間
だ
け
が
生
き
残
っ
て
い
る
。

遠
い
未
来
の
進
化
し
た
人
間
の
こ
と
を
、
モ
ン
ロ
ー
は
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン

プ
ラ
ス
」
と
名
づ
け
た
が
、「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ス
」
ま
た
は
「H

-Plus

」

と
呼
ば
れ
る
モ
ン
ロ
ー
研
究
所
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
進
化
し
た
人
間
の
能

力
を
現
代
の
人
間
が
獲
得
す
る
た
め
の
、
ヘ
ミ
シ
ン
ク
と
言
葉
に
よ
る
誘

導
瞑
想
で
あ
る
。
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ロ
バ
ー
ト
・
モ
ン
ロ
ー
の
『
究
極
の
旅
』

「
体
外
離
脱
」
の
経
験
者
ロ
バ
ー
ト
・
モ
ン
ロ
ー
が
書
い
た
三
冊
の
本
の

う
ち
の
最
後
で
、
モ
ン
ロ
ー
の
世
界
観
の
全
貌
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
。
自

分
と
い
う
存
在
は
何
度
も
転

生
を
繰
り
返
す
。
現
世
の
自
分
は
そ
の
一

て
ん
し
ょ
う

部
に
過
ぎ
ず
、
前
世
と
現
世
の
す
べ
て
の
自
分
を
合
わ
せ
た
も
の
が
、
自

分
の
全
体
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

宇
宙
の
知
的
生
命
体
（
イ
ン
ス
ペ
ッ
ク
）
に
つ
い
て
、
モ
ン
ロ
ー
は
人

類
だ
っ
た
も
の
と
、
人
類
と
は
異
質
な
も
の
に
大
別
す
る
。
人
間
が
接
触

す
べ
き
な
の
は
前
者
だ
と
い
う
。
現
世
や
死
後
の
自
分
を
助
け
て
く
れ
る

存
在
は
、
前
世
の
自
分
で
あ
っ
た
り
、
か
つ
て
の
知
人
で
あ
っ
た
り
す
る
。

人
と
人
を
つ
な
ぐ
も
の
は
愛
で
あ
り
、
そ
れ
が
肉
体
の
死
後
に
も
存
続
す
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る
。モ

ン
ロ
ー
は
知
的
生
命
体
と
旅
を
す
る
と
き
、
物
質
的
世
界
と
非
物
質

的
世
界
の
境
に
い
る
Ｈ
バ
ン
ド
騒
音
（
ノ
イ
ズ
）
を
通
り
過
ぎ
て
い
く
。

人
間
か
ら
発
す
る
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ
れ
て
い
な
い
思
念
波
が
ピ
ー
ク
と
な

っ
て
お
り
、
そ
こ
を
越
え
て
い
く
と
、
物
質
界
の
影
響
は
減
衰
す
る
と
い

う
。
知
的
生
命
体
に
連
れ
ら
れ
て
、
モ
ン
ロ
ー
は
自
分
自
身
の
故
郷
を
訪

れ
る
。

そ
こ
で
は
宇
宙
空
間
で
光
を
放
つ
雲
が
回
転
し
て
、
音
楽
が
響
く
中
、

同
じ
ゲ
ー
ム
が
繰
り
返
さ
れ
て
い
る
。
宇
宙
そ
の
も
の
が
生
命
な
の
だ
ろ

う
。
そ
の
単
調
さ
に
耐
え
ら
れ
ず
、
モ
ン
ロ
ー
は
旅
に
出
た
こ
と
を
思
い

出
す
。
こ
の
記
述
を
読
み
な
が
ら
、
僕
は
マ
ッ
ク
ス
・
コ
ル
バ
ッ
チ
ョ

M
ax

Corbacho

の
《BreathStream

》
と
い
う
ア
ル
バ
ム
を
思
い
浮
か
べ
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た
。
「
呼
吸
の
流
れ
」
と
い
う
意
味
で
、
宇
宙
が
生
命
を
持
っ
て
息
し
て

い
る
さ
ま
を
、
音
楽
化
し
た
よ
う
な
作
品
で
あ
る
。

人
間
は
故
郷
を
旅
立
ち
、
非
物
質
的
世
界
を
離
れ
て
こ
の
世
に
誕
生
す

る
。
そ
れ
は
物
質
的
世
界
で
学
習
し
、
霊
的
に
進
化
す
る
た
め
で
あ
る
と

い
う
。
人
生
と
い
う
も
の
は
そ
の
た
め
の
学
習
期
間
で
あ
っ
て
、
肉
体
を

捨
て
た
後
に
そ
の
成
果
を
携
え
て
い
く
ら
し
い
。
自
殺
し
た
場
合
に
は
、

地
球
に
留
ま
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
り
、
死
の
瞬
間
の
苦
痛
を
感
じ

続
け
る
こ
と
に
な
る
。

モ
ン
ロ
ー
の
世
界
観
で
は
、
「
自
分
」
と
い
う
の
は
現
在
の
自
分
だ
け

で
は
な
い
。
前
世
と
来
世
を
含
め
た
す
べ
て
の
自
分
が
本
来
の
自
分
で
あ

る
。
モ
ン
ロ
ー
は
自
分
の
集
合
体
を
「
向
こ
う
の
自
分
」
（IT

,I-
There)

と
呼
ぶ
。
時
空
に
は
Ｍ
フ
ィ
ー
ル
ド
と
い
う
非
物
質
的
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
場
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が
あ
る
。
思
念
や
感
情
は
Ｍ
の
振
動
で
あ
り
、
「
向
こ
う
の
自
分
」
は
Ｍ

の
み
で
で
き
て
い
る
。
Ｍ
は
望
ま
し
く
な
い
思
念
放
射
の
場
合
も
あ
る
の

で
、
受
信
を
遮
断
す
る
必
要
も
あ
る
と
い
う
。
自
分
が
転
生
を
繰
り
返
す

の
は
、
真
実
に
近
づ
く
上
で
何
か
が
足
り
な
い
た
め
で
あ
る
。
そ
の
す
べ

て
を
知
る
た
め
に
転
生
す
る
。
前
世
は
動
物
だ
っ
た
の
に
、
現
世
は
人
間

に
な
っ
た
と
い
う
の
は
、
霊
的
に
進
化
し
た
と
い
う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。

仏
教
で
は
「
六
道
輪
廻
」
と
い
う
こ
と
を
言
う
。
た
と
え
現
世
は
人
間

で
も
、
悪
業
を
積
む
と
地
獄
や
畜
生
道
に
堕
ち
る
と
教
え
て
い
る
。
し
か

あ
く
ご
う

し
、
モ
ン
ロ
ー
の
世
界
観
で
は
、
罰
を
与
え
る
た
め
に
来
世
で
苦
し
め
ら

れ
る
と
い
う
の
で
は
な
い
よ
う
だ
。
「
地
獄
道
」
や
「
餓
鬼
道
」
「
修
羅

し

ゅ

ら

道
」
な
ど
は
、
来
世
で
は
な
く
死
の
瞬
間
の
意
識
が
死
後
も
持
続
し
て
い

る
の
だ
ろ
う
。
殺
人
な
ど
の
罪
を
犯
し
た
り
、
自
殺
を
し
た
り
、
餓
死
な

- 27 -

ど
非
常
に
苦
し
い
死
に
方
を
し
た
場
合
、
自
分
が
死
ん
だ
こ
と
に
気
づ
か

ず
、
ま
だ
生
き
て
い
る
と
思
っ
て
苦
し
み
続
け
る
。
自
分
は
死
ん
だ
ん
だ

と
悟
っ
て
、
上
空
に
助
け
を
求
め
れ
ば
い
い
の
に
。

「
畜
生
道
」
は
モ
ン
ロ
ー
に
言
わ
せ
れ
ば
、
進
化
過
程
に
あ
る
生
物
で
、

ま
だ
人
間
の
レ
ベ
ル
に
達
し
て
い
な
い
も
の
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
ペ
ッ

ト
な
ど
は
人
間
の
そ
ば
で
生
き
る
こ
と
で
、
来
世
に
人
間
と
し
て
生
ま
れ

る
可
能
性
が
あ
る
。
人
間
が
来
世
に
動
物
へ
レ
ベ
ル
ダ
ウ
ン
す
る
こ
と
は

な
い
ら
し
い
。
人
間
と
な
っ
た
自
分
に
は
、
無
数
の
「
向
こ
う
の
自
分
」

が
い
て
、
救
い
を
求
め
る
現
在
の
自
分
を
助
け
て
く
れ
て
い
る
わ
け
だ
か

ら
。
た
だ
、
そ
の
声
を
無
視
し
て
い
れ
ば
、
誤
っ
た
人
生
に
迷
い
込
む
と

い
う
こ
と
は
あ
り
う
る
。

六
道
で
は
あ
と
、
「
人
間
道
」
以
外
に
「
天
道
」
が
あ
る
わ
け
だ
が
、
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人
間
よ
り
進
化
し
た
別
の
知
的
生
命
体
と
い
う
こ
と
に
な
る
の
か
？

物

質
的
世
界
で
は
、
人
間
以
外
の
知
的
生
命
体
は
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
が
、

非
物
質
的
世
界
で
は
遭
遇
す
る
機
会
が
多
い
と
い
う
。
そ
れ
は
非
物
質
的

世
界
で
は
、
時
間
や
空
間
が
存
在
せ
ず
に
、
思
っ
た
瞬
間
に
移
動
で
き
る

こ
と
に
よ
る
の
だ
ろ
う
。

死
者
が
物
質
的
世
界
を
離
れ
て
も
、
転
生
可
能
な
レ
ベ
ル
に
移
行
す
る

の
は
容
易
で
は
な
い
。
生
前
に
欲
望
に
囚
わ
れ
て
い
た
り
、
突
然
の
死
で

自
身
の
死
が
自
覚
で
き
な
い
場
合
、
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
と
い
う
囚
わ
れ

23

の
状
態
か
ら
脱
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
ま
た
、
特
定
の
宗
教
を
盲
信
し

て
い
る
場
合
な
ど
は
、
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
か
ら
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
の

24

26

信
念
体
系
領
域
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
そ
こ
を
脱
し
た
魂
は
、
「
フ
ォ
ー

カ
ス

」
で
生
前
と
同
様
の
環
境
を
創
造
し
て
し
ば
ら
く
そ
こ
に
と
ど
ま

27

- 29 -

る
。
「
体
外
離
脱
」
し
て
訪
れ
た
者
は
、
そ
こ
が
あ
ま
り
に
リ
ア
ル
に
知

覚
さ
れ
る
。
そ
の
環
境
を
作
っ
た
の
は
、
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
に
到
達
し

27

た
魂
な
の
だ
と
い
う
。
な
ぜ
そ
ん
な
こ
と
が
可
能
か
と
い
う
と
、
人
間
は

創
造
主
の
一
部
だ
か
ら
だ
と
い
う
こ
と
だ
。

こ
う
し
た
非
物
質
的
世
界
は
、
物
質
的
世
界
と
ど
の
よ
う
な
接
点
を
持

っ
て
い
る
の
か
。
Ｈ
バ
ン
ド
騒
音
の
内
側
の
Ｍ
フ
ィ
ー
ル
ド
に
あ
る
と
い

う
。
地
球
を
取
り
巻
く
宇
宙
空
間
を
指
す
の
だ
ろ
う
か
？

「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
に
留
ま
っ
た
後
、
ま
た
人
間
と
し
て
転
生
し
た
り
、

27

そ
の
先
の
宇
宙
意
識
に
進
む
こ
と
に
な
る
。
完
全
に
な
る
と
い
う
の
は
、

「
始
め
も
な
い
、
終
わ
り
も
な
い
」
「
善
は
な
い
、
悪
も
な
い
」
「
結
合

は
な
い
、
分
割
も
な
い
」
状
態
だ
と
い
う
。
ま
る
で
『
般
若
心
経
』
の

は
ん
に
ゃ
し
ん
ぎ
ょ
う

「
不

生

不
滅
」
「
不
垢
不

浄

」
「
不
増
不
減
」
の
世
界
で
あ
る
。
天
文

ふ

し
ょ
う

ふ

め
つ

ふ

く

ふ

じ
ょ
う
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学
者
が
言
う
ビ
ッ
ク
バ
ン
も
、
物
質
的
な
現
象
と
と
ら
え
る
べ
き
で
は
な

い
よ
う
だ
。
さ
ら
に
、
時
空
の
彼
方
の
創
造
主
か
ら
放
出
さ
れ
る
エ
ネ
ル

ギ
ー
が
、
ホ
ロ
グ
ラ
ム
の
よ
う
に
時
空
を
維
持
し
て
い
る
こ
と
が
示
唆
さ

れ
て
い
る
。

ち
な
み
に
、
「
フ
ォ
ー
カ
ス
」focus

と
い
う
語
に
は
、
「
焦
点
」
と
い

う
意
味
が
あ
る
。
創
造
主
か
ら
放
出
さ
れ
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
、
幻
像
の
「
焦

点
」
を
結
ぶ
「
グ
レ
ー
ド
」
（
等
級
）
を
表
す
の
で
は
な
い
か
と
、
最
近

思
う
よ
う
に
な
っ
た
。
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ロ
ザ
リ
ン
ド
・
Ａ
・
マ
ク
ナ
イ
ト
の
『
宇
宙
へ
の
体
外
離
脱
』

ロ
バ
ー
ト
・
モ
ン
ロ
ー
は
、
左
右
か
ら
異
な
る
周
波
数
の
音
を
聴
か
せ
、

脳
波
お
よ
び
精
神
状
態
を
誘
導
す
る
ヘ
ミ
シ
ン
ク
と
い
う
方
法
を
確
立
し

た
。
モ
ン
ロ
ー
は
『
体
外
へ
の
旅
』
『
魂
の
体
外
旅
行
』
『
究
極
の
旅
』

の
三
冊
の
著
作
を
残
し
た
。
ま
た
、
一
般
人
に
も
「
体
外
離
脱
」
な
ど
を

追
体
験
さ
せ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
《
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
・
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
》

も
残
し
て
い
る
。
こ
れ
は
Ｃ
Ｄ
の
形
で
販
売
さ
れ
て
お
り
、
日
本
語
版
も

出
て
い
る
か
ら
、
実
際
に
挑
戦
さ
れ
て
い
る
方
も
お
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

ロ
ザ
リ
ン
ド
・
Ａ
・
マ
ク
ナ
イ
トRosarind

A
.

M
cK

night

の
『
宇

宙
へ
の
体
外
離
脱
』Cosm

ic
Journey

は
、
《
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
・
エ
ク
ス

ペ
リ
エ
ン
ス
》
に
組
み
込
ま
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
、
ど
の
よ
う
な
背
景
か
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ら
編
成
さ
れ
た
か
を
知
る
上
で
大
い
に
役
立
つ
。
内
容
の
形
か
ら
見
る
と
、

モ
ン
ロ
ー
の
『
魂
の
体
外
旅
行
』
に
近
い
。

モ
ン
ロ
ー
の
著
作
は
驚
異
的
な
出
来
事
が
、
次
々
に
展
開
す
る
の
で
、

Ｓ
Ｆ
小
説
を
読
む
よ
う
な
興
奮
を
覚
え
る
反
面
、
モ
ン
ロ
ー
の
世
界
観
を

全
体
像
で
つ
か
む
の
は
容
易
で
は
な
い
。
モ
ン
ロ
ー
と
と
も
に
精
神
世
界

を
探
究
し
た
マ
ク
ナ
イ
ト
の
同
書
は
、
モ
ン
ロ
ー
の
死
後
に
ま
と
め
ら
れ

た
だ
け
あ
っ
て
、
モ
ン
ロ
ー
の
世
界
観
を
よ
く
整
理
し
て
ま
と
め
て
い
る
。

ま
た
、
モ
ン
ロ
ー
と
の
対
話
で
構
成
さ
れ
て
い
る
の
で
、
臨
場
感
も
あ
っ

て
ぐ
い
ぐ
い
惹
き
つ
け
ら
れ
る
。

ひ

ロ
バ
ー
ト
・
モ
ン
ロ
ー
の
世
界
観
を
、
も
し
一
冊
で
知
る
と
し
た
ら
、

モ
ン
ロ
ー
自
身
の
著
作
よ
り
も
ふ
さ
わ
し
い
。
《
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
・
エ
ク

ス
ペ
リ
エ
ン
ス
》
に
出
て
く
る
「
ア
フ
ァ
メ
ー
シ
ョ
ン
」
や
「
レ
ゾ
ナ
ン

- 33 -

ト
・
エ
ナ
ジ
ー
・
バ
ル
ー
ン
」
が
、
「
体
外
離
脱
」
時
の
肉
体
を
守
る
た

め
に
必
要
で
あ
る
点
や
、
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
バ
ー
・
ツ
ー
ル
」
な
ど
に
よ

っ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
補
充
し
た
り
、
体
力
を
回
復
さ
せ
る
方
法
な
ど
も
、

ど
の
よ
う
な
試
行
か
ら
生
ま
れ
た
か
が
よ
く
分
か
る
。

ロ
バ
ー
ト
・
モ
ン
ロ
ー
が
言
う
「
フ
ォ
ー
カ
ス

｣

は
時
間
が
存
在
し

15

な
い
状
態
だ
と
説
明
さ
れ
る
が
、
外
的
な
宇
宙
や
時
間
・
空
間
そ
の
も
の

が
、
魂
の
生
み
出
し
た
幻
想
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
。
こ
の
辺
は
大
乗
仏
教

唯
識
派
の
主
張
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
。
す
べ
て
は
「
阿
頼
耶
識
」
の
現
れ

だ
と
い
う
。
実
は
宇
宙
と
い
う
幻
想
は
、
自
身
の
内
部
に
し
か
な
い
と
い

う
。
内
的
な
宇
宙
を
自
身
の
外
部
に
投
影
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
と
い
う

こ
と
だ
ろ
う
。

「
体
外
離
脱
」
と
い
う
表
現
も
正
確
で
は
な
く
、
意
識
レ
ベ
ル
で
知
覚
す
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る
次
元
を
変
え
て
い
る
と
い
う
。
「
フ
ェ
ー
ジ
ン
グ
」fading

と
い
う
用

語
で
説
明
さ
れ
る
よ
う
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
次
元
に
、
意
識
が
出
た
り
入
っ

た
り
し
て
い
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

《
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
・
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
》
に
続
く
《
ゴ
ー
イ
ン
グ
・
ホ

ー
ム
》
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
は
、
誘
導
的
な
瞑
想
で
雲
の
上
を
飛
翔
し

た
り
、
宇
宙
空
間
に
出
て
、
地
球
や
月
を
抱
え
て
し
ま
っ
た
り
と
い
っ
た

こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
を
す
る
わ
け
だ
が
、
こ
れ
は
魂
が
内
的
宇
宙
を
旅
し
て

い
る
か
ら
こ
そ
、
可
能
な
の
で
あ
る
。

こ
ん
な
こ
と
を
言
っ
た
ら
、
現
代
社
会
で
は
狂
人
扱
い
さ
れ
か
ね
な
い
。

し
か
し
、
ロ
バ
ー
ト
・
モ
ン
ロ
ー
の
世
界
観
で
は
、
妄
想
と
さ
れ
る
瞑
想

の
世
界
が
真
実
で
、
物
質
的
な
現
実
が
幻
想
と
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ

- 35 -

は
古
代
イ
ン
ド
人
が
考
え
た
宇
宙
観
に
通
じ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

今
述
べ
て
き
た
こ
と
以
外
に
も
、
興
味
深
い
記
述
は
多
々
あ
っ
た
。
た

と
え
ば
、
マ
ク
ナ
イ
ト
の
魂
が
野
生
動
物
の
肉
体
に
入
っ
て
、
そ
の
感
覚

を
伝
え
て
き
た
こ
と
。
ま
た
、
ペ
ッ
ト
の
動
物
が
人
間
と
暮
ら
す
の
は
、

ペ
ッ
ト
自
身
が
霊
的
に
進
化
す
る
た
め
だ
な
ど
。
健
康
の
た
め
に
は
、
生

き
て
い
る
食
べ
物
を
と
る
べ
き
だ
と
い
う
ア
ド
バ
イ
ス
。
も
っ
と
も
避
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
自
殺
で
あ
る
こ
と
な
ど
。

内
な
る
自
己
と
の
出
会
い
を
目
指
さ
な
い
宗
教
は
、
人
間
が
作
っ
た
偽

り
の
宗
教
で
あ
る
。
既
存
の
教
義
に
縛
ら
れ
る
こ
と
は
、
か
え
っ
て
魂
の

解
放
を
妨
げ
る
。
「
求
め
よ
、
さ
ら
ば
与
え
ら
れ
ん
」
と
い
う
聖
書
の
言

葉
の
よ
う
に
、
真
摯
に
救
い
を
求
め
れ
ば
、
ヘ
ル
パ
ー
に
助
け
ら
れ
る
の

し

ん

し

で
、
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
な
ど
が
述
べ
ら
れ
て
い
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る
。
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ブ
ル
ー
ス
・
モ
ー
エ
ン
の
『
死
後
探
索
』
に
関
し
て

ロ
バ
ー
ト
・
モ
ン
ロ
ー
は
生
前
、
ヘ
ミ
シ
ン
ク
を
用
い
て
、
「
体
外
離

脱
」
を
第
三
者
が
体
験
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
た
。
「
ゲ
ー
ト
ウ
ェ

イ
・
ヴ
ォ
エ
ッ
ジ
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
、
そ
れ
が
Ｃ
Ｄ
の
形
で
市
販
さ

れ
て
い
る
《
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
・
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
》
の
元
と
な
っ
た
。

ロ
バ
ー
ト
・
モ
ン
ロ
ー
は
晩
年
、
最
愛
の
妻
ナ
ン
シ
ー
に
先
立
た
れ
た
。

亡
き
妻
の
魂
と
の
再
会
を
求
め
る
強
い
思
い
が
、
ロ
バ
ー
ト
・
モ
ン
ロ
ー

に
死
後
の
世
界
を
探
究
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
う
。

そ
れ
が
ど
ん
な
も
の
か
を
知
る
に
は
、
《
ゴ
ー
イ
ン
グ
・
ホ
ー
ム
》
と

い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体
験
す
れ
ば
い
い
。
こ
れ
も
Ｃ
Ｄ
の
形
で
販
売
さ
れ

て
い
る
。
た
だ
、
自
分
一
人
で
は
不
安
な
場
合
は
、
モ
ン
ロ
ー
研
究
所
の



- 38 -

セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
す
る
こ
と
も
で
き
る
。
「
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
」
と
呼
ば
れ

る
も
の
で
、
死
後
の
世
界
の
探
究
と
、
囚
わ
れ
の
状
態
に
あ
る
死
者
の
魂

の
救
済
（
リ
ト
リ
ー
バ
ル
）
を
行
う
と
い
う
。
そ
れ
が
ど
ん
な
も
の
か
知

り
た
い
場
合
は
、
ブ
ル
ー
ス
・
モ
ー
エ
ンBruce

M
oen

の
『
死
後
探
索
』

Exploring
the

A
fterlife

を
読
め
ば
い
い
。

死
後
の
世
界
に
人
は
な
ぜ
惹
か
れ
る
か
。
自
分
の
死
が
近
づ
い
て
い
る

の
を
感
じ
る
か
ら
か
、
ま
た
は
、
身
近
な
人
を
亡
く
し
た
か
ら
だ
ろ
う
。

『
死
後
探
索
』
の
世
界
で
語
ら
れ
た
こ
と
が
、
真
実
で
あ
る
か
ど
う
か
は

判
断
で
き
な
い
。
死
後
の
世
界
に
つ
い
て
の
印
象
を
集
め
た
も
の
で
は
な

い
か
、
と
い
う
疑
い
が
生
じ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。

近
世
ま
で
の
日
本
人
に
と
っ
て
、
死
後
の
世
界
の
探
索
は
ご
く
身
近
な
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こ
と
だ
っ
た
。
白
楽
天
の
『
長
恨
歌
』
に
は
、
楊
貴
妃
の
魂
を
道
士
に
探

ち
ょ
う
ご
ん
か

よ
う

き

ひ

ら
せ
る
話
が
出
て
く
る
。
天
理
教
の
教
祖
中
山
み
き
は
、
修
験
者
が
加
持

台
（
よ
り
ま
し
）
と
し
て
、
霊
魂
を
乗
り
移
ら
せ
た
こ
と
か
ら
、
神
が
か

り
の
体
験
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
恐
山
の
イ
タ
コ
は
、
死
者
の
魂
を
自

身
に
乗
り
移
ら
せ
て
、
死
者
の
言
葉
を
語
っ
て
い
る
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
。

モ
ン
ロ
ー
研
究
所
で
行
わ
れ
て
い
る
「
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
」
の
リ
ト
リ
ー
バ

ル
と
は
、
死
者
の
魂
の
救
出
を
行
う
こ
と
で
、
道
士
や
加
持
台
、
イ
タ
コ

の
よ
う
な
変
性
意
識
を
、
ヘ
ミ
シ
ン
ク
と
い
う
技
術
で
体
験
さ
せ
て
い
る

の
だ
ろ
う
。

こ
れ
は
本
来
、
宗
教
家
が
行
う
こ
と
で
あ
る
。
仮
に
そ
う
し
た
体
験
が

真
実
で
あ
っ
た
と
し
て
も
、
死
後
の
世
界
で
囚
わ
れ
た
魂
の
苦
悩
を
、
全

身
で
引
き
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
？

心
理
療
法
を
行
っ
て
い
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る
医
師
は
、
患
者
の
悩
み
を
自
身
の
も
の
と
し
て
引
き
受
け
る
こ
と
で
、

患
者
を
治
癒
の
方
向
へ
と
導
く
。
そ
れ
は
一
つ
誤
れ
ば
、
医
師
自
身
を
患

者
の
狂
気
に
巻
き
込
む
危
険
を
は
ら
ん
で
い
る
。
だ
か
ら
、
《
ゲ
ー
ト
ウ

ェ
イ
・
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
》
で
物
質
を
超
え
る
精
神
の
力
に
気
づ
い
た

人
間
で
あ
っ
て
も
、
死
後
の
世
界
に
安
易
に
近
づ
く
の
は
危
険
な
の
で
は

な
い
か
。

た
だ
、
モ
ー
エ
ン
の
『
死
後
探
索
Ⅰ
』
に
収
録
さ
れ
た
「
死
者
と
コ
ン

タ
ク
ト
す
る
た
め
の
手
引
き
」
は
、
身
近
な
人
を
失
い
つ
つ
あ
る
人
、
失

っ
て
し
ま
っ
た
人
の
魂
を
癒
す
効
果
が
期
待
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
す

で
に
鬼
籍
に
入
っ
た
人
に
、
死
に
つ
つ
あ
る
者
の
導
き
を
願
う
方
法
な
ど

も
説
か
れ
て
い
る
。

か
つ
て
、
入
院
し
て
い
る
父
の
気
を
紛
ら
わ
す
た
め
、
受
付
時
間
が
終
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わ
っ
た
病
院
の
待
合
室
に
、
車
椅
子
で
連
れ
て
い
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

そ
の
と
き
、
父
は
「
か
あ
さ
ん
、
か
あ
さ
ん
」
と
い
う
言
葉
を
口
に
し
た
。

父
の
亡
き
母
、
僕
の
祖
母
が
現
れ
た
と
い
う
の
だ
。
ま
た
、
父
の
死
期
が

迫
っ
た
頃
、
し
き
り
に
「
姉
貴
が
迎
え
に
来
た
」
と
い
う
言
葉
を
口
に
し

て
い
た
。
父
の
姉
、
僕
の
伯
母
は
数
年
前
に
亡
く
な
っ
て
い
た
。
だ
か
ら
、

お
迎
え
が
来
る
と
い
う
の
も
、
人
間
の
魂
に
と
っ
て
は
真
実
な
の
か
も
し

れ
な
い
。
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ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ブ
ー
ル
マ
ン
の
『
肉
体
を
超
え
た
冒
険
』

体
外
離
脱
の
体
験
者
と
し
て
は
、
ロ
バ
ー
ト
・
モ
ン
ロ
ー
が
有
名
で
あ

る
。
モ
ン
ロ
ー
は
自
己
の
体
験
を
三
冊
の
書
物
に
著
し
て
い
る
。
ま
た
、

体
外
離
脱
を
意
図
的
に
引
き
起
こ
す
た
め
の
、
ヘ
ミ
シ
ン
ク
と
呼
ば
れ
る

脳
波
誘
導
と
、
言
葉
に
よ
る
誘
導
瞑
想
を
組
み
合
わ
せ
た
シ
ス
テ
ム
を
構

築
し
た
。
そ
れ
は
《
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
・
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
》
と
い
う
形

で
結
実
し
た
。
日
本
語
版
も
販
売
さ
れ
て
お
り
、
モ
ン
ロ
ー
研
究
所
で
販

売
さ
れ
て
い
る
個
別
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
体
験
す
る
場
合
で
も
、
《
ゲ
ー
ト

ウ
ェ
イ
・
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
》
を
体
験
し
て
お
く
こ
と
で
、
よ
り
深
い

体
験
が
も
た
ら
さ
れ
る
。

さ
て
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ブ
ル
ー
マ
ンW

illiam
Buhlm

an

が
開
発
し
た
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モ
ン
ロ
ー
研
究
所
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
《
ハ
イ
ヤ
ー
セ
ル
フ
へ
の
帰
還
》

D
estination:

H
igher

Self!

が
あ
る
。
こ
れ
は
光
の
イ
メ
ー
ジ
を
用
い
る

こ
と
で
、
体
外
離
脱
や
死
の
受
容
を
行
う
も
の
で
あ
る
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て
、
キ
リ
ス
ト
教
圏
の
人
間
を
対
象
に
す
る

も
の
だ
と
い
う
書
き
込
み
を
見
た
。
確
か
に
自
他
へ
の
「
許
し
」
を
求
め

る
ア
フ
ァ
メ
ー
シ
ョ
ン
（
記
憶
に
と
ど
め
る
べ
き
言
葉
・
陀
羅
尼
）
に
は

だ

ら

に

そ
の
印
象
も
あ
る
が
、
貪
り
や
怒
り
、
愚
か
さ
を
捨
て
る
こ
と
は
仏
教
の

基
本
で
も
あ
る
。
光
の
中
に
自
我
を
融
合
さ
せ
る
瞑
想
は
、
浄
土
経
典
の

『
観
無
量
寿
経
』
に
も
説
か
れ
て
い
る
。
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
カ
ギ
ュ
派
の

か
ん
む
り
ょ
う
じ
ゅ
き
ょ
う

『
ナ
ー
ロ
ー
の
六
法
』
の
一
つ
「
ミ
ラ
ム
（
夢
）
」
も
、
光
の
中
に
幻
想

を
溶
か
し
込
む
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
か
ら
、
特
定
の
宗
教
だ
け
に
根
ざ

し
た
も
の
で
は
な
い
。
「
信
念
体
系
」
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
は
、
か
え
っ
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て
真
の
解
放
か
ら
遠
ざ
か
る
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。

《
ハ
イ
ヤ
ー
セ
ル
フ
へ
の
帰
還
》
は
、
変
性
意
識
へ
の
誘
導
が
巧
み
だ
と

感
じ
た
。
し
か
も
、
波
に
身
を
任
せ
る
こ
と
で
、
形
に
対
す
る
執
着
を
捨

て
、
光
の
中
に
融
合
し
て
い
く
瞑
想
は
、
聴
い
て
い
て
快
い
も
の
で
あ
る
。

た
だ
、
Ｃ
Ｄ
の
解
説
を
読
む
だ
け
で
は
、
こ
の
瞑
想
が
体
外
離
脱
に
ど
う

役
立
つ
か
、
い
ま
一
つ
分
か
ら
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
た
め
に
も
、

『
肉
体
を
超
え
た
冒
険
』A

dventures
Beyond

the
Body

は
必
読
で
あ

る
と
感
じ
た
。

ロ
バ
ー
ト
・
モ
ン
ロ
ー
の
著
作
は
、
Ｓ
Ｆ
で
も
読
ん
で
い
る
よ
う
な
面

白
さ
が
あ
る
が
、
体
外
離
脱
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
簡
単
な
説
明
し
か
さ

れ
て
い
な
い
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ブ
ル
ー
マ
ン
の
同
書
ほ
ど
、
体
外
離
脱
の
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具
体
的
な
方
法
と
、
非
物
理
的
世
界
に
つ
い
て
詳
し
く
論
じ
て
い
る
本
は

な
い
だ
ろ
う
。

体
外
離
脱
を
す
る
た
め
の
方
法
と
し
て
、
特
に
有
効
な
も
の
と
し
て
視

覚
化
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
現
実
に
存
在
す
る
部
屋
を
、
目
に
見
え
る
ま

で
詳
細
に
脳
裏
に
再
現
す
る
の
で
あ
る
。
次
に
、
非
物
理
的
な
身
体
で
部

屋
を
出
る
と
想
像
し
、
イ
メ
ー
ジ
の
中
で
行
動
す
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、
ア
フ
ァ
メ
ー
シ
ョ
ン
の
重
要
性
も
説
か
れ
て
い
る
。
寝
る
前
に

「
私
は
体
外
離
脱
す
る
」
と
繰
り
返
し
宣
言
す
る
。
現
れ
た
イ
メ
ー
ジ
が

不
鮮
明
だ
っ
た
ら
、
「
ク
リ
ア
ー
」
と
唱
え
る
こ
と
で
、
霧
が
晴
れ
た
よ

と
な

う
に
く
っ
き
り
見
え
る
よ
う
に
な
る
。
肉
体
を
意
識
し
て
し
ま
う
と
、
肉

体
に
引
き
戻
さ
れ
て
し
ま
う
の
で
、
と
に
か
く
、
イ
メ
ー
ジ
の
世
界
に
没

入
す
る
よ
う
に
す
る
。
体
験
し
た
こ
と
を
記
憶
す
る
た
め
に
も
、
ア
フ
ァ
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メ
ー
シ
ョ
ン
は
有
効
で
あ
る
。

体
外
離
脱
し
て
体
験
す
る
世
界
に
は
、
第
一
の
非
物
理
的
次
元
と
第
二

以
上
の
非
物
理
的
次
元
が
あ
る
。
第
一
の
非
物
理
的
次
元
は
、
平
行
宇
宙

の
よ
う
な
も
の
で
、
物
理
的
現
実
と
そ
っ
く
り
だ
が
、
部
分
的
に
異
な
っ

て
い
る
。
そ
れ
は
物
理
的
次
元
に
住
む
人
間
の
意
識
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た

か
ら
だ
と
い
う
。
体
外
離
脱
と
は
、
非
物
理
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
体
の
周
波

数
を
上
げ
て
い
く
こ
と
で
、
併
存
す
る
上
の
次
元
に
移
動
す
る
こ
と
で
あ

る
。
す
る
と
、
光
の
ト
ン
ネ
ル
が
現
れ
、
内
側
の
高
次
元
の
世
界
に
移
動

で
き
る
。
高
次
元
の
世
界
と
は
、
よ
り
希
薄
な
光
の
世
界
の
こ
と
ら
し
い
。

そ
れ
以
外
に
も
、
数
々
の
瞑
想
法
が
説
か
れ
て
い
る
の
で
、
《
ハ
イ
ヤ

ー
セ
ル
フ
へ
の
帰
還
》
を
聴
く
前
に
は
ぜ
ひ
一
読
す
べ
き
だ
ろ
う
。
ウ
ィ
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リ
ア
ム
・
ブ
ー
ル
マ
ン
の
ヘ
ミ
シ
ン
ク
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
は
、
『
体
外
離

脱
テ
ク
ニ
ッ
ク
』O

ut-of-Body
Techniques

も
あ
り
、
す
で
に
日
本
語

版
が
販
売
さ
れ
て
い
る
か
ら
、《
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
・
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
》

で
体
外
離
脱
で
き
な
か
っ
た
方
は
、
ぜ
ひ
試
し
て
み
る
と
い
い
だ
ろ
う
。

な
お
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ブ
ル
ー
マ
ン
の
原
著
な
ど
に
関
す
る
情
報
は
、

こ
の
リ
ン
ク
か
ら
参
照
で
き
る
。

http://www.astralinfo.org/
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W
illiam

Buhlm
an

の"A
dventures

in
the

A
fterlife"

『
肉
体
を
超
え
た
冒
険
』
で
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ブ
ル
ー
マ
ン
に
関
心
を
持

っ
た
僕
は
、
未
邦
訳
の
本
書
を
読
ん
で
み
た
。K

indle

の
お
か
げ
で
、
日

本
語
に
近
い
速
度
で
読
み
進
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
癖
の
な
い
英
語
な
の

で
、
大
学
生
程
度
の
英
語
力
が
あ
れ
ば
読
み
通
せ
る
だ
ろ
う
。

本
書
は
二
部
構
成
と
な
っ
て
い
る
。
前
半
はFrank

Brooks

と
い
う
虚

構
の
人
物
に
よ
る
死
後
体
験
の
物
語
で
あ
る
。Rum

i

と
い
う
知
的
生
命

体
に
導
か
れ
て
、
死
後
のFrank
が
霊
的
に
進
化
し
て
い
く
さ
ま
は
、
ゲ

ー
テG

oethe

の
『
フ
ァ
ウ
ス
ト
』Faust

を
読
ん
で
い
る
よ
う
な
印
象
を

受
け
る
。

若
く
し
て
癌
に
冒
さ
れ
て
、
妻
と
幼
い
娘
を
残
し
て
死
ん
だFrank

は
、
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現
世
に
よ
く
似
た
世
界
を
訪
れ
る
。
こ
こ
に
は
死
ん
だ
母
や
お
ば
も
住
み
、

懐
か
し
い
実
家
で
母
と
の
再
会
を
喜
ぶ
。
そ
こ
に
は
教
会
も
あ
っ
て
、
こ

の
世
と
同
じ
よ
う
に
神
へ
の
祈
り
が
捧
げ
ら
れ
て
い
る
。Frank

は
自
分

が
死
ん
だ
こ
と
に
気
づ
い
て
お
り
、
コ
ピ
ー
の
よ
う
な
世
界
が
天
国
で
は

な
い
こ
と
を
悟
る
。
亡
き
父
の
姿
は
な
く
、
キ
リ
ス
ト
の
姿
も
な
い
。
そ

こ
は
死
者
の
共
同
体
が
形
作
っ
た
信
念
体
系
領
域
だ
っ
た
の
で
あ
る
。『
聖

書
』
へ
の
疑
念
を
示
し
たFrank

は
、
異
端
者
と
し
て
扱
わ
れ
、
母
の
住

むFirstH
eaven

を
去
る
こ
と
に
な
る
。

Frank

は
ア
ス
ト
ラ
ル
界
で
も
周
波
数
が
高
いSecond

H
eaven

を
旅

す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
の
間
に
前
世
の
自
分
が
何
を
し
て
き
た
か
を
知
る
。

ド
イ
ツ
軍
の
兵
士
と
し
て
進
軍
し
て
い
た
り
、
家
庭
内
暴
力
で
母
が
父
に

暴
力
を
振
る
わ
れ
て
、
息
も
絶
え
絶
え
に
な
っ
て
い
る
さ
ま
を
見
た
り
。
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人
間
は
転
生
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
教
訓
を
得
て
、
霊
的
に

進
化
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
を
、Rum

i

に
よ
っ
て
教
え
ら
れ
た
り
す
る

る
。肉

体
を
捨
て
たFrank

で
は
あ
る
が
、
さ
ら
に
ア
ス
ト
ラ
ル
体
も
捨
て

去
り
、
第
二
の
死
を
経
験
す
る
こ
と
で
、Third

H
eaven

に
当
た
る
思
念

応
答
の
次
元
に
達
す
る
。
そ
こ
で
は
思
う
が
ま
ま
に
創
造
す
る
力
を
獲
得

す
る
。
そ
れ
か
ら
数
世
代
の
時
間
が
流
れ
、Frank

は
さ
ら
な
る
探
究
の

た
め
に
、
人
間
と
し
て
転
生
す
る
こ
と
に
な
る
。

後
半
はFrank

が
体
験
し
た
死
後
の
世
界
を
、
改
め
て
解
き
明
か
し
て

い
る
。
す
で
に
『
肉
体
を
超
え
た
冒
険
』
を
読
ん
で
い
る
人
に
と
っ
て
は
、

馴
染
み
の
世
界
観
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
宇
宙
そ
の
も
の
の
構
造
が
図
示
さ
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れ
て
い
る
。

実
際
に
目
に
見
え
る
世
界
は
、
低
周
波
で
濃
密
な
物
質
世
界
で
あ
る
。

人
間
は
自
己
の
霊
的
な
進
化
の
た
め
に
、
物
質
世
界
に
生
ま
れ
た
の
だ
と

い
う
。
た
だ
、
物
質
世
界
も
本
来
は
、
人
間
の
精
神
が
具
現
化
し
た
も
の

で
あ
る
こ
と
を
、
こ
の
世
に
生
ま
れ
た
時
点
で
忘
れ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

人
間
が
夢
を
見
た
り
、
体
外
離
脱
し
て
い
る
と
き
に
ま
ず
訪
れ
る
の
は
、

非
物
質
的
な
平
行
宇
宙
の
世
界
で
あ
る
。
こ
れ
は
物
質
世
界
に
住
む
人
間

の
精
神
に
よ
っ
て
形
作
ら
れ
て
お
り
、
現
実
と
そ
っ
く
り
で
は
あ
る
が
、

ど
こ
か
違
っ
て
い
た
り
す
る
。
ま
た
、
個
人
的
な
意
識
に
依
存
す
る
場
合

は
形
が
変
化
す
る
が
、
集
合
的
な
意
識
に
依
存
す
る
場
合
は
、
形
が
変
化

し
に
く
い
。

そ
の
内
側
に
死
者
が
住
む
ア
ス
ト
ラ
ル
界
が
存
在
す
る
。
無
数
の
信
念
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体
系
領
域
が
存
在
す
る
。
既
存
の
宗
教
を
信
じ
込
ん
で
い
る
た
め
に
、
自

分
で
探
究
す
る
こ
と
を
知
ら
な
い
者
が
多
い
。
ア
ス
ト
ラ
ル
体
を
捨
て
て

第
二
の
死
を
経
験
す
る
こ
と
で
、
思
念
応
答
の
次
元
に
達
し
、
変
幻
自
在

の
光
の
存
在
、
ハ
イ
ヤ
ー
セ
ル
フ
と
一
つ
に
な
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

で
は
、
そ
う
し
た
純
粋
な
魂
、
ハ
イ
ヤ
ー
セ
ル
フ
に
達
す
る
に
は
ど
う

す
れ
ば
い
い
か
。
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ブ
ル
ー
マ
ン
が
モ
ン
ロ
ー
研
究
所
か
ら

出
し
て
い
る
《
ハ
イ
ヤ
ー
セ
ル
フ
へ
の
帰
還
》
を
聞
い
て
、
自
身
が
光
と

一
体
に
な
る
瞑
想
を
す
れ
ば
い
い
だ
ろ
う
。
自
他
に
対
す
る
許
し
を
行
い
、

こ
の
世
に
対
す
る
執
着
を
断
ち
切
る
こ
と
が
肝
要
と
な
る
。
『
チ
ベ
ッ
ト

の
死
者
の
書
』
で
説
か
れ
る
、
ク
リ
ア
ー
ラ
イ
ト
と
の
一
体
化
は
、
ブ
ル

ー
マ
ン
の
考
え
と
軌
を
一
に
す
る
。
仏
教
徒
や
ヒ
ン
ズ
ー
教
徒
の
よ
う
に
、

き

い
つ

死
後
の
魂
に
導
き
を
行
い
、
火
葬
に
付
す
こ
と
で
肉
体
に
対
す
る
執
着
を
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断
つ
こ
と
が
、
死
後
の
霊
的
な
進
化
に
は
有
効
だ
と
さ
れ
る
。
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W
illiam

Buhlm
an

の"The
Secretofthe

Soul"
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ブ
ル
ー
マ
ン
の
本
で
読
ん
だ
の
は
、
こ
れ
が
三
冊
目
で

あ
る
。
ま
だ
邦
訳
さ
れ
て
い
な
い
。
前
半
に
引
用
さ
れ
て
い
る
の
は
、
多

数
の
読
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
体
外
離
脱
の
体
験
談
で
あ
る
。
こ
れ
ほ
ど
の

例
を
見
れ
ば
、
そ
れ
が
ご
く
普
通
の
人
に
も
起
こ
り
う
る
現
象
で
あ
る
の

が
分
か
る
。
日
本
で
言
う
「
金
縛
り
」
の
状
態
も
、
体
は
眠
っ
て
い
て
精

神
は
目
覚
め
て
い
る
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
の
状
態
で
あ
る
。

10

そ
の
際
に
、
う
な
る
よ
う
な
音
や
、
ラ
ッ
パ
の
鳴
る
音
、
人
の
話
し
声

な
ど
が
聞
こ
え
る
こ
と
が
多
い
。
身
動
き
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
助
け
を

求
め
て
叫
ぼ
う
と
し
て
も
声
に
な
ら
ず
、
鳴
り
物
と
と
も
に
何
か
の
存
在

を
感
じ
た
ら
、
日
本
人
な
ら
心
霊
現
象
だ
と
思
う
だ
ろ
う
し
、
西
洋
人
な
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ら
宇
宙
人
が
誘
拐
し
に
き
た
と
思
う
か
も
し
れ
な
い
。

目
に
見
え
る
宇
宙
は
全
体
の
１
％
に
過
ぎ
ず
、
残
り
は
非
物
質
的
な
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
次
元
が
、
幾
層
も
重
な
っ
て
存
在
し
て
い
る
の
だ
と
い
う
。

に
わ
か
に
は
信
じ
が
た
い
か
も
し
れ
な
い
が
、
体
外
離
脱
を
体
験
し
た
人

間
に
は
、
ブ
ル
ー
マ
ン
の
説
明
が
単
な
る
空
想
の
産
物
だ
と
は
思
え
な
い

の
だ
。

ブ
ル
ー
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
人
間
の
体
は
次
の
よ
う
な
重
層
的
な
構
造
に

な
っ
て
い
る
。
肉
体
の
内
側
に
「
チ
ャ
ク
ラ
体
」
と
呼
ば
れ
る
第
１
エ
ネ

ル
ギ
ー
体
、
次
が
「
ア
ス
ト
ラ
ル
体
」
ま
た
は
「
感
情
体
」
と
呼
ば
れ
る

第
２
エ
ネ
ル
ギ
ー
体
、
さ
ら
に
、
「
思
考
エ
ネ
ル
ギ
ー
体
」
と
呼
ば
れ
る

第
３
エ
ネ
ル
ギ
ー
体
、「
潜
在
意
識
」
と
呼
ば
れ
る
第
４
エ
ネ
ル
ギ
ー
体
、

中
核
に
は
「
魂
」
と
呼
ば
れ
る
純
粋
な
覚
醒
意
識
が
あ
る
。
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体
外
離
脱
の
際
に
、
う
な
る
よ
う
な
音
が
聞
こ
え
る
の
は
、
チ
ャ
ク
ラ

を
通
っ
て
内
側
の
層
か
ら
、
肉
体
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
流
入
し
て
い
る
か
ら

だ
と
い
う
。
イ
ン
ド
人
が
「
プ
ラ
ー
ナ
」
、
中
国
人
が
「
気
」
と
呼
ぶ
エ

ネ
ル
ギ
ー
も
、
よ
り
希
薄
で
高
周
波
の
世
界
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
、
濃
密
で

低
周
波
の
物
質
世
界
に
流
れ
込
ん
だ
も
の
ら
し
い
。
ヨ
ー
ガ
に
お
け
る
ク

ン
ダ
リ
ー
ニ
の
上
昇
も
、
同
じ
原
理
で
発
生
す
る
の
だ
と
い
う
。
僕
の
場

合
、「
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
バ
ー
・
ツ
ー
ル
」
を
心
臓
の
チ
ャ
ク
ラ
に
当
て
て
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
流
入
を
促
し
た
こ
と
で
、
非
物
質
的
な
次
元
に
移
動
し
た

よ
う
な
感
覚
を
得
た
。

普
通
、
人
間
は
肉
体
が
死
ん
だ
ら
お
し
ま
い
と
考
え
る
。
と
こ
ろ
が
、

ブ
ル
ー
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
物
質
世
界
に
生
ま
れ
る
の
は
、
魂
の
成
長
の
た

め
で
あ
っ
て
、
大
多
数
の
魂
は
肉
体
を
持
っ
て
い
な
い
の
だ
と
い
う
。「
金
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縛
り
」
の
状
態
で
人
の
姿
が
見
え
れ
ば
、
「
幽
霊
が
出
た
」
と
大
騒
ぎ
す

る
が
、
そ
れ
は
非
物
質
的
な
次
元
に
存
在
す
る
生
命
体
が
、
我
々
の
目
に

見
え
る
形
で
仮
に
姿
を
現
し
た
に
過
ぎ
な
い
。

体
外
離
脱
の
際
に
、
さ
ま
よ
っ
た
死
者
の
魂
に
出
く
わ
す
こ
と
が
あ
る

が
、
大
半
は
無
害
な
存
在
だ
と
い
う
。
何
か
尋
ね
ら
れ
た
場
合
は
、
天
上

に
光
を
求
め
て
、
魂
の
本
源
で
あ
る
「
ハ
イ
ア
ー
・
セ
ル
フ
」
に
回
帰
す

る
よ
う
に
勧
め
れ
ば
い
い
そ
う
だ
。
非
物
質
的
な
次
元
で
は
、
考
え
た
こ

と
が
す
ぐ
さ
ま
具
現
化
す
る
の
で
、
身
を
守
る
た
め
に
自
ら
を
、
光
の
発

す
る
「
レ
ゾ
ナ
ン
ト
・
エ
ナ
ジ
ー
・
バ
ル
ー
ン
」
で
包
ん
だ
り
、
「
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
バ
ー
・
ツ
ー
ル
」
を
武
器
に
変
え
た
り
、
相
手
に
対
し
て
無
償

の
愛
を
抱
い
た
り
す
る
方
法
が
あ
る
よ
う
だ
。

僕
自
身
も
何
度
か
体
外
離
脱
を
経
験
し
、
「
明
晰
夢
」
も
見
た
り
し
た
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が
、
ブ
ル
ー
マ
ン
に
よ
れ
ば
、
そ
れ
は
「
ア
ス
ト
ラ
ル
体
」
（
感
情
体
）

を
体
験
し
た
に
過
ぎ
な
い
こ
と
に
な
る
。
し
か
も
、
体
外
離
脱
し
て
い
る

際
に
見
て
い
る
の
は
、
物
質
世
界
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
物
質
の
下
部
構

造
で
あ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
の
で
、
現
実
の
世
界
に
似
て
い
て
も
、
現
実
と

同
じ
だ
と
は
限
ら
な
い
。

人
間
の
多
く
は
死
ぬ
と
、
現
実
と
そ
っ
く
り
な
世
界
（
信
念
体
系
領
域
）

に
赴
く
。
そ
こ
は
と
ら
わ
れ
の
世
界
で
あ
り
、
周
波
数
の
よ
り
低
い
次
元

で
あ
る
。
「
ハ
イ
ア
ー
・
セ
ル
フ
」
を
求
め
て
、
魂
の
本
源
に
た
ど
り
着

け
ば
、
自
在
に
変
容
す
る
力
を
持
つ
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
た
め
に
も
、

生
き
て
い
る
う
ち
か
ら
、
物
や
形
に
対
す
る
執
着
を
捨
て
、
す
べ
て
の
存

在
と
自
分
自
身
を
許
す
こ
と
が
必
要
だ
と
い
う
。
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John
K

reiter

の"O
ut

O
f

Body
Experiences,

Q
uickly

A
nd

N
aturally"

「
体
外
離
脱
」
と
い
う
現
象
に
つ
い
て
、
分
か
り
や
す
く
実
践
的
に
解
説

し
た
本
。
邦
訳
さ
れ
て
い
な
い
。
「
体
外
離
脱
」
を
体
験
す
る
た
め
の
具

体
的
方
法
や
、
そ
の
原
理
に
つ
い
て
も
説
明
さ
れ
て
い
る
。

本
書
で
は
「
分
身
」
を
作
る
方
法
と
、
「
夢
想
」
を
利
用
す
る
方
法
が

説
か
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
「
今
、
こ
こ
」
に
い
る
感
覚
に
意
識
を
集
中
す

る
。
次
に
意
識
を
内
側
に
向
け
る
。
ダ
イ
ヤ
ル
を
回
す
よ
う
に
し
て
、
意

識
の
周
波
数
を
高
く
す
る
の
で
あ
る
。
肉
体
か
ら
「
分
身
」
が
抜
け
出
て

い
く
さ
ま
を
想
像
す
る
。

次
に
、
「
分
身
」
を
移
動
さ
せ
て
、
周
囲
に
何
が
見
え
、
ど
ん
な
音
が
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す
る
か
観
察
す
る
。
こ
の
訓
練
を
繰
り
返
す
う
ち
に
、
「
分
身
」
は
単
な

る
想
像
で
は
な
く
な
る
。
慣
れ
て
き
た
ら
、
自
分
が
行
き
た
い
場
所
に
「
分

身
」
で
移
動
す
れ
ば
い
い
。

こ
れ
に
よ
っ
て
、
自
宅
の
周
囲
か
ら
、
か
つ
て
訪
れ
た
場
所
、
果
て
は

宇
宙
空
間
な
ど
に
も
移
動
可
能
と
な
る
と
い
う
。
た
だ
し
、
火
星
な
ど
に

移
動
し
て
も
、
文
明
の
痕
跡
は
ほ
と
ん
ど
見
つ
か
ら
な
い
だ
ろ
う
。
と
こ

ろ
が
、
意
識
の
周
波
数
を
変
え
る
と
、
異
星
人
の
都
市
も
見
え
て
く
る
ら

し
い
。
そ
の
技
術
を
高
め
る
た
め
に
は
、
自
宅
で
「
体
外
離
脱
」
し
た
段

階
で
、
意
識
の
周
波
数
を
変
え
る
技
術
を
高
め
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
自

宅
が
ま
っ
た
く
異
な
る
場
所
に
変
わ
り
、
新
た
な
「
今
、
こ
こ
」
に
な
る

ま
で
。
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「
夢
想
」
を
利
用
す
る
方
法
は
、
よ
り
簡
単
で
あ
る
が
コ
ツ
も
必
要
で
あ

る
。
「
夢
想
」
に
耽
る
と
、
人
に
よ
っ
て
は
混
乱
し
た
イ
メ
ー
ジ
が
、
ラ

ン
ダ
ム
に
意
識
を
よ
ぎ
る
よ
う
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
「
夢
想
」
に
長
け

た

た
人
間
は
、
「
夢
想
」
に
よ
っ
て
主
観
的
な
領
域
に
入
り
、
そ
の
世
界
で

見
た
り
聞
い
た
り
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
「
夢
想
」
が
深
ま
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
「
明
晰
夢
」
の
状
態
に
移
行
す
る
の
だ
ろ
う
。
「
分
身
」
に
よ
る

移
動
を
経
ず
に
、
行
き
た
い
場
所
を
視
覚
化
し
て
、
直
接
そ
の
世
界
を
体

験
す
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

た
だ
、
夢
の
状
態
に
陥
る
と
、
目
覚
め
た
と
き
に
、
夢
の
中
で
何
を
し

て
い
た
か
思
い
出
せ
な
く
な
る
。
そ
れ
を
防
ぐ
に
は
「
分
身
」
を
作
っ
て

お
く
か
、
さ
も
な
け
れ
ば
、
夢
見
て
い
る
間
、
体
験
し
て
い
る
こ
と
を
口

で
唱
え
て
い
る
必
要
が
あ
る
。
誰
か
に
そ
の
言
葉
を
書
き
取
っ
て
も
ら
う
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か
、
録
音
機
を
利
用
す
る
と
い
う
方
法
も
あ
る
。
た
だ
、
肉
体
が
麻
痺
し

て
声
を
出
せ
な
く
な
っ
た
場
合
は
、
心
の
中
で
体
験
し
て
い
る
こ
と
を
唱

え
た
上
で
、
覚
醒
後
に
そ
れ
を
書
き
取
っ
た
り
、
録
音
機
に
向
か
っ
て
話

せ
ば
い
い
。

さ
て
、
内
な
る
領
域
を
旅
し
て
い
る
間
は
、
思
っ
た
こ
と
が
す
ぐ
に
具

現
化
し
て
し
ま
う
。
そ
の
た
め
に
、
感
情
を
統
御
す
る
こ
と
が
ぜ
ひ
と
も

必
要
で
あ
る
。
感
情
は
外
部
に
投
射
さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
あ
る
か
ら
、

投
射
を
防
ぐ
た
め
に
自
身
に
引
き
つ
け
て
お
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。

内
な
る
世
界
を
旅
す
る
間
、
時
間
は
「
強
さ
」
に
よ
っ
て
、
空
間
は
周

波
数
の
変
調
に
よ
っ
て
理
解
さ
れ
る
。
力
が
強
い
ほ
ど
時
間
は
長
く
感
じ

ら
れ
る
。
あ
ら
ゆ
る
時
間
、
過
去
、
現
在
、
未
来
は
同
時
に
現
在
に
お
い
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て
存
在
す
る
。
一
方
、
大
宇
宙
で
さ
え
、
砂
粒
の
中
に
収
ま
る
。
と
い
う

の
も
、
あ
ら
ゆ
る
存
在
は
遍
在
し
て
お
り
、
あ
る
部
分
は
ホ
ロ
グ
ラ
ム
の

よ
う
に
全
体
と
つ
な
が
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
宇
宙
に
は
さ
ま
ざ
ま
な

可
能
性
が
実
現
し
た
次
元
が
あ
る
。
人
間
が
存
在
し
て
い
る
世
界
と
、
人

間
が
存
在
し
な
か
っ
た
世
界
も
あ
る
。
こ
れ
は
「
平
行
宇
宙
」
の
存
在
を

暗
示
し
、
そ
の
間
を
移
動
す
る
こ
と
が
可
能
だ
と
い
う
こ
と
を
意
味
し
て

い
る
の
か
。

こ
こ
で
説
か
れ
て
い
る
こ
と
が
正
し
い
と
仮
定
す
る
と
、
物
質
世
界
で

直
線
的
時
間
の
中
で
生
き
て
い
る
と
感
じ
る
我
々
は
、
空
間
の
中
か
ら
一

つ
の
可
能
性
を
選
択
し
た
上
で
、
時
間
が
直
線
的
に
進
む
と
い
う
幻
想
の

中
で
生
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
死
後
に
は
空
間
が
ホ
ロ
グ
ラ
ム

の
よ
う
に
つ
な
が
り
、
時
間
で
さ
え
も
永
遠
の
現
在
と
し
て
つ
な
が
っ
て
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い
る
世
界
に
投
げ
出
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
か
。
「
体
外
離
脱
」
は
死
後
の

世
界
を
先
取
り
し
て
体
験
す
る
こ
と
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
、
肉
体
が
ベ

ッ
ド
の
中
に
あ
り
な
が
ら
、
「
分
身
」
が
火
星
を
訪
れ
る
よ
う
な
こ
と
も

可
能
に
な
る
と
い
う
の
だ
ろ
う
。

世
界
と
は
何
か
と
い
う
問
い
に
対
し
、
古
代
イ
ン
ド
人
な
ら
魂
が
見
て

い
る
幻
と
答
え
る
だ
ろ
う
。
そ
う
し
た
世
界
観
に
立
た
な
け
れ
ば
、
こ
こ

で
説
か
れ
て
い
る
時
空
に
関
す
る
説
明
を
理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

本
書
に
は
「
体
外
離
脱
」
の
際
に
、
ど
の
よ
う
な
存
在
に
出
会
う
か
、

ど
の
よ
う
に
身
を
守
る
べ
き
か
な
ど
も
説
か
れ
て
い
る
。
大
学
生
レ
ベ
ル

の
読
解
力
が
あ
れ
ば
読
め
る
英
語
な
の
で
、
実
践
を
試
み
る
場
合
は
、
ぜ

ひ
原
文
に
当
た
っ
て
も
ら
い
た
い
。
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ジ
ョ
ー
・
ギ
ャ
レ
ン
バ
ー
ガ
ー
の
『
富
と
成
功
の
秘
訣
』

ヘ
ミ
シ
ン
ク
の
Ｃ
Ｄ
は
、
音
楽
に
脳
波
誘
導
の
信
号
を
埋
め
込
ん
だ
「
メ

タ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」
と
、
言
葉
に
よ
る
誘
導
瞑
想
に
脳
波
誘
導
の
信
号
を

組
み
合
わ
せ
た
「
マ
イ
ン
ド
フ
ー
ド
」
、
そ
の
効
果
を
日
常
生
活
で
も
生

か
す
た
め
の
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ス
」
（
Ｈ
プ
ラ
ス
）
に
大
別
さ
れ
る
。

そ
の
う
ち
、
「
マ
イ
ン
ド
フ
ー
ド
」
の
人
気
タ
イ
ト
ル
の
一
つ
が
、
《
ヘ

ミ
シ
ン
ク
に
よ
る
具
現
化
》
で
あ
る
。
実
際
に
効
果
を
感
じ
た
僕
は
、
監

修
者
の
ジ
ョ
ー
・
ギ
ャ
レ
ン
バ
ー
ガ
ー
博
士
の
同
書
を
読
ん
で
み
た
。

念
力
な
ど
超
心
理
学
に
関
連
す
る
研
究
と
し
て
は
、
ジ
ョ
ゼ
フ
・
バ
ン

ク
ス
・
ラ
イ
ンJoseph

Banks
Rhine

の
カ
ー
ド
の
透
視
実
験
な
ど
が
有

名
で
あ
る
。
ジ
ョ
ー
・
ギ
ャ
レ
ン
バ
ー
ガ
ー
博
士
は
、
そ
れ
を
カ
ジ
ノ
に
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お
け
る
ギ
ャ
ン
ブ
ル
に
応
用
し
て
い
る
。
博
士
が
な
ぜ
念
力
な
ど
、
非
科

学
的
と
さ
れ
る
分
野
に
関
心
を
持
っ
た
の
か
。
そ
れ
は
若
い
頃
、
バ
イ
ク

の
事
故
に
遭
い
、
臨
死
体
験
と
「
体
外
離
脱
」
を
経
験
し
て
い
る
こ
と
、

実
の
兄
を
自
殺
で
失
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
関
係
し
て
い
る
。

実
験
の
方
法
と
し
て
は
、
モ
ン
ロ
ー
研
究
所
の
ヘ
ミ
シ
ン
ク
に
よ
る
瞑

想
法
を
取
り
入
れ
て
い
る
。
「
マ
イ
ン
ド
フ
ー
ド
」
で
は
、
波
の
音
と
誘

導
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
や
信
号
し
か
聞
こ
え
な
い
こ
と
が
多
い
が
、
博
士
は
「
メ

タ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」
の
方
法
も
併
用
す
る
こ
と
で
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
、
信
号
、

音
楽
を
組
み
合
わ
せ
、
快
く
瞑
想
す
る
方
法
を
採
用
し
て
い
る
。
ま
た
、

市
販
さ
れ
て
い
る
「
メ
タ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」
の
多
く
が
、
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
と
い
う
、
肉
体
は
眠
っ
て
い
る
が
、
意
識
は
覚
醒
し
て
い
る
状
態
に

10誘
導
す
る
信
号
し
か
埋
め
込
ま
れ
て
い
な
い
の
に
対
し
、
意
識
が
肉
体
を
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超
え
て
拡
大
し
た
「
フ
ォ
ー
カ
ス

｣

や
、
時
間
の
存
在
し
な
い
状
態
、

12

具
現
化
を
促
す
創
造
的
な
意
識
状
態
で
あ
る
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
、
こ
の

15

世
と
あ
の
世
の
境
界
で
、
高
次
の
自
己
か
ら
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
や
す
い

「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
、
さ
ら
に
は
、
解
放
さ
れ
た
死
者
の
意
識
、
世
界
を

21

変
え
る
ク
リ
エ
ー
テ
ィ
ブ
な
状
態
で
あ
る
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
に
導
く
信

27

号
を
、
音
楽
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
組
み
込
ん
で
い
る
と
い
う
。

カ
ジ
ノ
の
ギ
ャ
ン
ブ
ル
で
好
成
績
を
得
る
に
は
、
肉
体
的
に
リ
ラ
ッ
ク

ス
し
た
状
態
で
、
参
加
者
が
団
結
し
、
か
つ
、
外
部
か
ら
の
妨
害
を
排
除

す
る
こ
と
で
、
偶
然
の
結
果
に
影
響
を
与
え
る
念
力
が
発
揮
で
き
る
と
い

う
。
同
書
の
大
半
は
ギ
ャ
ン
ブ
ル
で
い
か
に
勝
つ
か
と
い
う
記
述
で
あ
る
。

こ
こ
で
、
一
つ
の
疑
問
が
湧
い
た
。
魔
術
な
ど
で
念
力
を
行
使
す
る
際
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に
、
誓
願
さ
せ
ら
れ
る
の
が
、
自
身
の
利
益
の
た
め
に
は
行
わ
な
い
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
念
力
で
ギ
ャ
ン
ブ
ル
す
る
な
ど
、
も
っ
て
の
ほ
か
と
い

う
こ
と
に
な
る
。
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
誓
願
を
さ
せ
ら
れ
る
の
か
。
た
と
え

ば
、
お
金
が
ほ
し
い
と
い
う
理
由
で
祈
る
と
、
家
族
が
事
故
に
遭
っ
て
生

命
保
険
が
下
り
る
と
い
っ
た
、
不
本
意
な
結
果
を
招
き
か
ね
な
い
こ
と
。

当
人
の
倫
理
観
が
乱
れ
て
、
不
幸
を
招
き
や
す
く
な
る
こ
と
な
ど
が
考
え

ら
れ
る
。

博
士
に
よ
れ
ば
、
念
力
に
は
プ
ラ
ス
と
マ
イ
ナ
ス
の
方
向
性
が
あ
る
の

で
、
不
安
を
抱
く
と
悪
い
結
果
を
招
き
寄
せ
て
し
ま
う
と
い
う
。
そ
れ
を

防
ぐ
に
は
、
ハ
ー
ト
を
開
く
こ
と
、
自
分
だ
け
の
利
益
で
は
な
く
、
他
者

の
利
益
を
願
う
と
い
う
こ
と
で
、
参
加
者
に
意
識
の
団
結
を
促
す
と
い
う

わ
け
で
あ
る
。
大
乗
仏
教
で
は
利
他
行
が
重
視
さ
れ
る
が
、
他
者
の
幸
せ

り
た
ぎ
ょ
う

- 69 -

を
願
う
と
い
う
こ
と
が
、
自
身
に
幸
せ
を
招
く
こ
と
を
教
え
て
い
る
。「
情

け
は
人
の
た
め
な
ら
ず
」
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
ハ
ー
ト
の
チ
ャ
ク
ラ
が

覚
醒
す
る
こ
と
が
、
自
他
に
幸
運
を
も
た
ら
す
鍵
に
な
る
と
い
う
。

同
書
を
読
ま
れ
た
方
は
、
延
々
と
続
く
カ
ジ
ノ
の
記
述
に
辟
易
さ
れ
る

へ
き
え
き

か
も
し
れ
な
い
。
た
だ
、
ギ
ャ
ン
ブ
ル
で
勝
つ
念
力
と
、
他
者
を
癒
す
ヒ

ー
リ
ン
グ
の
力
は
同
じ
で
あ
る
ら
し
い
。
カ
ジ
ノ
の
参
加
者
が
サ
ー
ク
ル

を
作
り
、
中
央
へ
体
調
不
良
な
人
に
入
っ
て
も
ら
い
、
病
が
癒
え
る
イ
メ

ー
ジ
を
集
団
で
行
う
こ
と
で
、
症
状
が
改
善
し
た
例
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て

い
る
。
巻
末
に
述
べ
ら
れ
た
博
士
に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ス
は
、
精
神
の
力
で

現
実
を
変
え
る
た
め
の
金
言
で
あ
り
、
カ
ジ
ノ
の
記
述
に
辟
易
さ
れ
た
場

き
ん
げ
ん

合
で
も
、
こ
こ
だ
け
は
熟
読
さ
れ
る
こ
と
を
お
勧
め
す
る
。
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ロ
ナ
ル
ド
・
ラ
ッ
セ
ル
編
著
『
全
脳
革
命
』
に
関
し
て

ロ
バ
ー
ト
・
モ
ン
ロ
ー
と
言
え
ば
、
「
体
外
離
脱
」
と
い
う
神
秘
的
な

体
験
と
、
そ
れ
を
第
三
者
に
も
追
体
験
さ
せ
る
音
響
技
術
の
開
発
者
と
い

っ
た
イ
メ
ー
ジ
が
強
い
。
日
本
で
は
い
ま
だ
に
疑
似
科
学
か
、
新
興
宗
教

の
よ
う
に
考
え
る
人
が
多
い
の
で
は
な
い
か
。
本
書
は
多
分
野
に
わ
た
る

専
門
家
の
意
見
を
ま
と
め
た
も
の
で
、
ロ
パ
ー
ト
・
モ
ン
ロ
ー
が
ヘ
ミ
シ

ン
ク
と
名
づ
け
た
音
響
技
術
の
謎
を
、
具
体
的
な
形
で
解
き
明
か
し
て
く

れ
る
。

ヘ
ミ
シ
ン
ク
は
バ
イ
ノ
ー
ラ
ル･
ビ
ー
ト
と
い
う
技
術
が
基
礎
に
あ
り
、

左
右
の
耳
か
ら
異
な
る
周
波
数
の
音
声
を
流
し
て
、
そ
の
周
波
数
の
差
に

当
た
る
周
波
数
を
、
脳
内
に
生
じ
さ
せ
る
技
術
で
あ
る
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
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左
右
の
脳
が
同
時
に
働
く
全
脳
状
態
に
移
行
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
周
波

数
の
差
を
調
整
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
集
中
力
を
高
め
た
り
、
想
像
力
を

高
め
た
り
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
て
不
眠
を
解
消
さ
せ
た
り
、
宗
教
的
と
も

言
え
る
精
神
の
変
容
ま
で
も
た
ら
し
て
く
れ
る
の
で
あ
る
。

ヘ
ミ
シ
ン
ク
を
大
別
す
る
と
、
「
マ
イ
ン
ド
フ
ー
ド
」
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン

プ
ラ
ス
」
「
メ
タ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」
の
三
種
類
と
な
る
。
「
マ
イ
ン
ド
フ

ー
ド
」
は
《
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
・
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
》
に
代
表
さ
れ
る
よ

う
な
、
ヘ
ミ
シ
ン
ク
と
言
葉
に
よ
る
誘
導
に
よ
る
瞑
想
で
あ
る
。
「
ヒ
ュ

ー
マ
ン
プ
ラ
ス
」
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
状
態
で
、
ヘ
ミ
シ
ン
ク
と
言
葉
に

よ
る
誘
導
瞑
想
を
行
う
点
で
は
、「
マ
イ
ン
ド
フ
ー
ド
」
と
似
て
い
る
が
、

音
声
を
聴
い
て
い
な
い
と
き
で
も
、
そ
の
状
態
を
再
現
す
る
た
め
の
「
機

能
コ
マ
ン
ド
」
を
習
得
す
る
こ
と
を
目
指
す
。
こ
れ
は
《
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ



- 72 -

・
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
》
で
も
、
一
部
取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。

当
初
、
僕
は
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ス
」
に
つ
い
て
懐
疑
的
だ
っ
た
が
、

《
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
・
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
》
で
練
習
し
て
か
ら
、
そ
の
効

能
を
実
感
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
呪
文
み
た
い
で
非
科
学
的
だ
と
い
う
の

じ
ゅ
も
ん

は
、
先
入
観
に
過
ぎ
な
か
っ
た
の
だ
。
秘
密
仏
教
で
は
印
を
結
ん
で
真
言

や
陀
羅
尼
を
唱
え
る
が
、
そ
の
形
や
言
葉
を
真
似
る
だ
け
で
は
、
全
く
意

味
が
な
い
わ
け
だ
が
、
変
性
意
識
を
喚
起
す
る
た
め
に
行
う
と
い
う
点
で

は
、「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ス
」
と
同
様
の
機
能
を
担
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ス
」
の
場
合
、
ヘ
ミ
シ
ン
ク
と
い
う
音
声
技
術
を
伴

っ
て
い
る
か
ら
、
独
習
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ス
」
（
Ｈ
プ
ラ
ス
）
は
、
英
語
版
で
は
多
数
販
売
さ
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れ
て
い
る
が
、
日
本
語
版
で
は
《
情
報
に
ア
ク
セ
ス
す
る
》
《
エ
ネ
ル
ギ

ー
に
ア
ク
セ
ス
す
る
》
な
ど
わ
ず
か
し
か
な
い
。「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ス
」

の
タ
イ
ト
ル
が
、
日
本
語
版
で
少
な
い
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
そ
の
原
因

の
一
つ
と
し
て
は
、
脳
の
血
流
を
増
や
し
た
り
、
免
疫
機
能
を
高
め
た
り

と
い
っ
た
、
健
康
を
促
進
す
る
効
能
を
謳
っ
た
タ
イ
ト
ル
が
多
い
か
ら
だ

と
考
え
ら
れ
る
。
薬
事
法
に
抵
触
す
る
恐
れ
が
あ
る
か
ら
か
も
し
れ
な
い
。

三
つ
目
の
「
メ
タ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」
は
、
一
流
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
ア

ル
バ
ム
に
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
効
果
の
あ
る
ヘ
ミ
シ
ン
ク
の
信
号
が
埋
め
込
ま

れ
て
い
る
。
言
葉
に
よ
る
誘
導
が
な
い
た
め
、
言
語
に
よ
る
誘
導
が
苦
手

な
子
供
か
ら
、
高
齢
者
、
さ
ら
に
動
物
ま
で
効
果
が
期
待
で
き
る
。
音
楽

を
鑑
賞
し
な
が
ら
、
集
中
力
を
高
め
た
り
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
り
、
不
眠

を
解
消
で
き
た
り
す
る
の
で
あ
る
。
一
般
向
け
な
の
で
、
精
神
的
に
深
い
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体
験
を
し
た
い
場
合
は
、
《
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
・
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
》
で

訓
練
す
る
と
い
い
だ
ろ
う
。
《
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
・
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
》

を
習
得
し
て
し
ま
え
ば
、
「
メ
タ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」
を
聴
く
だ
け
で
、
精

神
的
に
深
い
体
験
が
で
き
る
し
、
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ス
」
を
習
得
し
て

し
ま
え
ば
、
ヘ
ミ
シ
ン
ク
の
信
号
が
埋
め
込
ま
れ
て
い
な
い
ア
ル
バ
ム
で

も
、「
メ
タ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」
を
聴
い
て
い
る
よ
う
な
感
覚
が
味
わ
え
る
。

音
と
自
分
が
一
体
化
す
る
感
覚
が
。

ヘ
ミ
シ
ン
ク
の
応
用
範
囲
は
広
く
、
ヨ
ー
ガ
や
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
と
併

用
す
れ
ば
、
格
段
の
相
乗
作
用
が
期
待
で
き
る
と
い
う
。
そ
の
場
合
、「
メ

タ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」
が
ふ
さ
わ
し
い
。
集
中
力
が
な
い
子
供
や
、
介
護
施

設
の
老
人
な
ど
で
も
プ
ラ
ス
の
効
果
が
期
待
で
き
る
。
た
だ
、
音
楽
の
好

み
に
は
差
が
あ
る
の
で
、
本
人
が
好
き
な
メ
ロ
デ
ィ
ー
に
合
っ
た
「
メ
タ
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ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」
を
聴
か
せ
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
た
だ
し
、
ヘ
ミ
シ

ン
ク
の
効
果
が
な
い
人
や
、
て
ん
か
ん
な
ど
の
発
作
を
起
こ
す
人
も
い
る

の
で
、
万
人
向
け
で
は
な
い
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
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《
ヘ
ミ
シ
ン
ク
に
よ
る
具
現
化
》

ヘ
ミ
シ
ン
ク
の
「
マ
イ
ン
ド
フ
ー
ド
」
の
中
で
、
特
に
人
気
が
あ
る
の

は
、
ジ
ョ
ー
ギ
ャ
レ
ン
バ
ガ
ー
博
士
の
《
ヘ
ミ
シ
ン
ク
に
よ
る
具
現
化
》

の
日
本
語
版
で
あ
る
。
全
脳
状
態
で
あ
る
ヘ
ミ
シ
ン
ク
を
促
す
音
を
バ
ッ

ク
に
、
心
に
思
う
こ
と
を
い
か
に
形
あ
る
も
の
に
す
る
か
、
と
い
う
原
理

が
語
ら
れ
る
。
ま
ず
、
頑
丈
な
「
変
換
ボ
ッ
ク
ス
」
を
想
像
し
て
、
「
具

現
化
」
を
妨
げ
る
問
題
を
詰
め
込
ん
で
、
聖
な
る
力
で
浄
化
す
る
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
訓
練
を
行
う
。

な
ぜ
心
に
思
っ
た
こ
と
が
実
現
す
る
の
か
。
そ
れ
は
自
分
が
強
く
望
み
、

自
分
と
関
係
す
る
人
も
、
同
じ
よ
う
に
実
現
を
望
ん
で
い
る
か
ら
だ
ろ
う
。

で
は
、
な
ぜ
他
人
と
自
分
が
同
じ
こ
と
を
望
む
よ
う
に
な
る
か
。
そ
れ
は
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「
愛
」
の
力
に
よ
っ
て
、
自
分
が
他
人
の
幸
福
を
望
ん
で
い
る
か
ら
だ
と

い
っ
た
感
じ
で
あ
る
。
要
す
る
に
、
他
人
を
幸
せ
に
す
る
こ
と
が
自
分
の

幸
せ
で
あ
り
、
自
分
の
し
た
い
こ
と
が
、
自
分
が
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

使
命
な
ら
、
具
現
化
す
る
可
能
性
は
高
く
な
る
。

そ
の
際
に
、
Ｃ
・
Ｇ
・
ユ
ン
グCarlG

ustav
Jung

が
語
る
「
共
時
性
」

synchronicity

の
よ
う
な
原
理
が
働
く
の
だ
ろ
う
か
。
自
分
が
実
現
を
強

く
望
ん
で
い
る
と
、
可
能
性
が
あ
る
も
の
の
う
ち
、
望
ま
し
い
も
の
が
、

「
偶
然
の
一
致
」
と
い
う
形
で
「
具
現
化
」
す
る
の
か
。
量
子
物
理
学
に

お
け
る
「
不
確
定
性
原
理
」
が
働
い
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
し
、
た
だ

単
純
に
、
周
囲
に
い
る
人
間
が
影
響
を
受
け
て
、
自
分
を
手
助
け
し
て
く

れ
る
だ
け
な
の
か
も
し
れ
な
い
が
。
「
天
は
自
ら
助
く
る
者
を
助
く
」
と

サ
ミ
ュ
エ
ル
・
ス
マ
イ
ル
ズSam

uelSm
iles

は
述
べ
て
い
る
。
ま
た
「
求
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め
よ
。
さ
ら
ば
与
え
ら
れ
ん
」
と
聖
書
の
「
マ
タ
イ
伝
」
で
説
か
れ
て
い

る
よ
う
な
天
佑
が
、
「
具
現
化
」
に
お
い
て
起
こ
る
ら
し
い
。

て
ん
ゆ
う

な
お
、
《
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
・
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
》
を
体
験
さ
れ
た
方

な
ら
お
気
づ
き
だ
ろ
う
が
、
こ
の
ア
ル
バ
ム
は
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
、
時

15

間
が
な
く
た
だ
存
在
す
る
と
い
う
状
態
、
具
現
化
を
促
す
創
造
的
な
意
識

状
態
に
誘
導
し
て
い
る
ら
し
い
。
Ｃ
Ｄ

枚
の
《
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
・
エ
ク

18

ス
ペ
リ
エ
ン
ス
》
を
体
験
す
る
決
心
が
つ
か
な
い
場
合
、
ヘ
ミ
シ
ン
ク
に

よ
る
変
性
意
識
が
す
ぐ
に
体
験
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
《
ヘ
ミ
シ

ン
ク
に
よ
る
具
現
化
》
を
試
し
て
み
る
の
も
い
い
だ
ろ
う
。
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《
ヘ
ミ
シ
ン
ク
に
よ
る
チ
ャ
ク
ラ
瞑
想
》

チ
ャ
ク
ラ
と
は
生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
集
ま
る
と
こ
ろ
で
、
そ
こ
に
精
神

を
集
中
す
る
こ
と
で
、
潜
在
能
力
が
開
発
さ
れ
る
と
言
わ
れ
る
。
坐
禅
で

意
識
を
集
中
す
る
丹
田
も
、
密
教
で
月
輪
を
瞑
想
す
る
胸
も
、
浄
土
教
で

が
ち
り
ん

観
想
す
る
額
の
白

毫
も
、
チ
ャ
ク
ラ
が
潜
ん
で
い
る
位
置
で
あ
る
。
仏

び
ゃ
く
ご
う

像
の
頭
頂
が
盛
り
上
が
っ
た
肉
髻
も
、
身
体
に
潜
む
ク
ン
ダ
リ
ー
ニ
と
い

に
く
け
い

う
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
、
頭
頂
に
上
昇
し
た
た
め
で
あ
る
。
日
本
の
仏
教
で
は

こ
と
さ
ら
、
チ
ャ
ク
ラ
に
は
言
及
し
な
い
が
、
ヨ
ー
ガ
や
チ
ベ
ッ
ト
仏
教

で
は
積
極
的
に
チ
ャ
ク
ラ
の
開
発
を
行
う
。

チ
ャ
ク
ラ
を
開
花
さ
せ
る
音
楽
と
し
て
は
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
ハ
ル
パ

ー
ンSteven-H

alpern

の
《
ス
ペ
ク
ト
ラ
ム
・

ス
イ
ー
ト
》Spectrum
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Suite

が
有
名
だ
が
、
僕
自
身
が
試
し
た
と
こ
ろ
で
は
、
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・

ゴ
ー
ル
ド
マ
ンJonathan

G
oldm

an

の
《
チ
ャ
ク
ラ
チ
ャ
ン
ツ
》Chakra

Chants
の
方
が
効
果
が
高
い
。

チ
ャ
ク
ラ
を
開
発
す
る
ア
ル
バ
ム
は
、
モ
ン
ロ
ー
研
究
所
か
ら
も
発
売

さ
れ
て
い
る
。
ヘ
ミ
シ
ン
ク
を
利
用
し
た
Ｃ
Ｄ
が
３
種
類
出
て
お
り
、
い

ず
れ
を
購
入
す
る
か
迷
っ
て
い
る
方
も
お
ら
れ
る
だ
ろ
う
か
ら
、
僕
自
身

の
感
想
を
以
下
に
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。
チ
ャ
ク
ラ
に
つ
い
て
知
識
が
浅

か
っ
た
り
、
Ｃ
Ｄ
１
枚
で
集
中
的
に
瞑
想
し
た
い
場
合
は
、
《H

em
i-Sync

に
よ
る
チ
ャ
ク
ラ
瞑
想

日
本
語
版
》
を
購
入
す
る
と
い
い
。
チ
ャ
ク
ラ

の
位
置
、
色
と
匂
い
な
ど
の
属
性
、
チ
ャ
ク
ラ
が
開
い
た
場
合
に
も
た
ら

さ
れ
る
能
力
が
述
べ
ら
れ
る
。

ヘ
ミ
シ
ン
ク
の
信
号
に
よ
っ
て
左
右
の
脳
波
が
同
調
し
、
意
識
が
外
に
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開
い
た
状
態
で
聴
く
こ
と
に
よ
り
、
単
な
る
知
識
と
し
て
で
は
な
く
、
体

の
感
覚
と
し
て
、
チ
ャ
ク
ラ
を
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

分
の
ト
ラ

51

ッ
ク
が
頭
に
入
っ
た
ら
、
短
縮
バ
ー
ジ
ョ
ン
の

分
の
瞑
想
を
す
る
と
い

23

い
。
心
に
思
う
こ
と
を
実
現
し
た
い
人
は
、
《H

em
i-Sync

に
よ
る
具
現

化

日
本
語
版
》
と
併
用
す
る
こ
と
で
、
効
果
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る

だ
ろ
う
。

次
に
お
勧
め
な
の
が
、
誘
導
の
音
声
が
入
っ
て
い
な
い
《
チ
ャ
ク
ラ
・

ジ
ャ
ー
ニ
ー
》Chakra

Journey

。
作
曲
家
・
教
師
で
シ
ャ
ー
マ
ン
で
も

あ
る
女
性
、
サ
ン
ダ
ー
ビ
ー
トThunderBeat

に
よ
る
チ
ャ
ク
ラ
の
振
動

を
増
幅
し
て
く
れ
る
音
楽
で
あ
る
。
ヘ
ミ
シ
ン
ク
の
信
号
が
瞑
想
状
態
に

導
い
て
く
れ
る
。
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た
だ
、
難
点
を
言
え
ば
、
７
つ
の
チ
ャ
ク
ラ
音
楽
の
切
れ
目
が
分
か
り

に
く
い
こ
と
。
よ
く
聴
け
ば
音
程
の
違
い
か
ら
、
い
ず
れ
の
チ
ャ
ク
ラ
を

刺
激
し
て
い
る
か
分
か
る
の
だ
が
、
初
心
者
に
は
難
し
い
だ
ろ
う
。
そ
の

場
合
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
版
の
《
チ
ャ
ク
ラ
・
ジ
ャ
ー
ニ
ー
》
を
併
用
す
る
と
い
い
。

音
楽
の
切
れ
目
が
一
目
瞭
然
だ
し
、
視
覚
の
刺
激
に
よ
る
相
乗
効
果
も
期

待
で
き
る
。
ま
た
、
Ｃ
Ｄ
版
で
瞑
想
す
る
場
合
に
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
版
の
映
像
を

想
像
す
る
こ
と
で
、
精
神
を
集
中
す
る
こ
と
も
で
き
る
。

サ
ン
ダ
ー
ビ
ー
ト
の
《
チ
ャ
ク
ラ
・
ジ
ャ
ー
ニ
ー
》
に
つ
い
て
、
少
し

補
足
し
て
お
こ
う
。
実
は
、
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
た
圧
縮
し
た
音
源
は
、
一

つ
の
フ
ァ
イ
ル
と
な
っ
て
お
り
、
ど
こ
か
ら
ど
こ
ま
で
が
ど
の
チ
ャ
ク
ラ

に
対
応
し
て
い
る
か
、
な
か
な
か
分
か
り
に
く
い
と
い
う
難
点
が
あ
っ
た
。

ま
た
、
ヘ
ミ
シ
ン
ク
の
Ｃ
Ｄ
に
つ
い
て
は
、

以
上
の
圧
縮
音
源
な
ら
、

192
kps
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脳
波
誘
導
の
効
果
は
損
な
わ
れ
な
い
ら
し
い
が
、
や
は
り
Ｃ
Ｄ
の
音
源
と

比
べ
る
と
、
迫
力
に
お
い
て
劣
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

そ
こ
で
結
局
、
Ｃ
Ｄ
版
の
《
チ
ャ
ク
ラ
・
ジ
ャ
ー
ニ
ー
》
も
買
う
こ
と

に
し
た
。
た
だ
し
、
Ｃ
Ｄ
版
の
難
点
を
言
え
ば
、
チ
ャ
ク
ラ
ご
と
に
曲
が

分
か
れ
て
い
る
の
は
有
り
難
い
の
だ
が
、
曲
の
順
番
が
「
上
昇
」
「
ク
ラ

ウ
ン
・
チ
ャ
ク
ラ
」
「
ハ
ー
ト･

チ
ャ
ク
ラ
」
「
ル
ー
ト
・
チ
ャ
ク
ラ
」
「
仙

骨
の
チ
ャ
ク
ラ
」
「
太
陽
神
経
叢
の
チ
ャ
ク
ラ
」
「
第
３
の
目
の
チ
ャ
ク

た
い
よ
う
し
ん
け
い
そ
う

ラ
」
「
喉
の
チ
ャ
ク
ラ
」
と
い
う
順
序
で
収
録
さ
れ
、
「
ル
ー
ト･

チ
ャ
ク

ラ
」
か
ら
「
ク
ラ
ウ
ン
・
チ
ャ
ク
ラ
」
ま
で
順
番
に
並
ん
で
い
る
わ
け
で

は
な
い
の
で
あ
る
。
た
だ
し
、iTunes

でA
pple

Lossless

に
変
換
す
る

際
に
、
下
か
ら
上
へ
と
い
う
順
序
に
並
び
替
え
て
く
れ
る
。

こ
れ
を
携
帯
端
末
に
転
送
す
れ
ば
、
Ｃ
Ｄ
音
質
で
し
か
も
、
そ
れ
ぞ
れ
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の
曲
の
切
れ
目
が
分
か
る
ア
ル
バ
ム
と
な
る
。
も
し
、
《H

em
i-Sync

に

よ
る
チ
ャ
ク
ラ
瞑
想

日
本
語
版
》
と
併
用
し
て
い
る
な
ら
、
そ
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
思
い
浮
か
べ
な
が
ら
、
各
チ
ャ
ク
ラ
に
神
経
を
集
中
す
る
と
、

よ
り
効
果
的
で
あ
る
。

な
お
、
サ
ン
ダ
ー
ビ
ー
ト
に
は
《Chakra

H
eart

Journey

》
と
い
う
ア

ル
バ
ム
も
あ
り
、
ど
う
や
ら
ヘ
ミ
シ
ン
ク
の
信
号
が
入
っ
て
い
な
い
バ
ー

ジ
ョ
ン
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
ち
ら
も
「
ハ
ー
ト･

チ
ャ
ク
ラ
」
「
太
陽
神

経
叢
の
チ
ャ
ク
ラ
」
「
仙
骨
の
チ
ャ
ク
ラ
」
「
ル
ー
ト
・
チ
ャ
ク
ラ
」
「
ハ

ー
ト
・
チ
ャ
ク
ラ
」
「
喉
の
チ
ャ
ク
ラ
」
「
第
３
の
目
の
チ
ャ
ク
ラ
」
「
ク

ラ
ウ
ン･

チ
ャ
ク
ラ
」
と
い
う
順
番
に
な
っ
て
お
り
、
同
じ
長
さ
の
「
ハ

ー
ト･

チ
ャ
ク
ラ
」
が
重
複
し
て
い
る
。
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最
後
に
挙
げ
る
の
が
、
《H

em
i-Sync

に
よ
る
ヒ
ー
リ
ン
グ
・
ジ
ャ
ー

ニ
ー
ズ
・
サ
ポ
ー
ト

日
本
語
版
》
で
あ
る
。
１
番
目
の
「
チ
ャ
ク
ラ
の

調
整
」
は
、
《H

em
i-Sync

に
よ
る
チ
ャ
ク
ラ
瞑
想

日
本
語
版
》
と
似
て

い
る
。
各
チ
ャ
ク
ラ
の
属
性
を
理
解
し
た
上
で
、
自
身
の
声
で
震
動
さ
せ

る
方
法
は
有
効
な
の
で
、
両
者
を
併
用
す
る
と
い
い
だ
ろ
う
。

２
番
目
の
「
体
の
調
和
」
は
金
色
の
布
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
、
自
分
に
と

っ
て
障
害
と
な
る
要
素
を
、
布
を
上
昇
さ
せ
る
こ
と
で
す
く
い
取
る
瞑
想
。

ア
イ
デ
ア
と
し
て
は
面
白
い
の
だ
が
、
同
じ
こ
と
を
「
感
情
」
「
精
神
」

「
肉
体
」
で
繰
り
返
す
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。

３
番
目
の
「
癒
し
の
ヘ
ル
パ
ー
た
ち
」
は
、
神
々
や
精
霊
に
救
い
を
求

め
て
祈
れ
と
い
う
も
の
で
、
こ
れ
だ
け
だ
と
、
具
体
的
に
ど
う
や
っ
た
ら

い
い
の
か
分
か
ら
な
い
人
が
多
い
だ
ろ
う
し
、
チ
ャ
ク
ラ
の
開
発
と
ど
う
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関
係
あ
る
の
か
分
か
ら
な
い
。
例
え
ば
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
よ
う
に
、
頭

上
に
観
音
菩
薩
の
姿
を
瞑
想
し
、
光
の
線
が
肉
体
の
中
央
に
下
り
て
く
る

の
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
真
言
を
唱
え
な
が
ら
観
音
菩
薩
を
胸
の
チ
ャ
ク
ラ
に

下
ろ
し
て
拡
大
し
、
観
音
菩
薩
と
一
体
化
す
る
と
い
っ
た
方
法
を
取
れ
ば
、

効
果
が
期
待
で
き
る
だ
ろ
う
に
。

４
番
目
の
「
ハ
ー
ト
・
エ
ナ
ジ
ー
」
は
、
胸
の
チ
ャ
ク
ラ
を
声
で
振
動

さ
せ
た
後
、
全
身
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
、
幸
福
な
感
覚
を
行
き
渡
ら
せ
る

も
の
。
リ
ラ
ッ
ク
ス
の
方
法
と
し
て
は
悪
く
な
い
と
思
う
が
、
同
じ
こ
と

を
繰
り
返
し
て
い
る
点
で
、
や
や
冗
漫
さ
を
感
じ
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
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《
パ
テ
ィ
・
サ
マ
ー
ズ
の
動
物
た
ち
と
話
そ
う
》

日
本
テ
レ
ビ
の
『
天
才
！

志
村
動
物
園
』
に
は
、
動
物
の
言
葉
を
理

解
す
る
ハ
イ
ジ
と
い
う
女
性
が
登
場
す
る
。
彼
女
は
ペ
ン
ギ
ン
や
水
族
館

の
魚
の
感
情
も
、
テ
レ
パ
シ
ー
で
感
じ
取
れ
る
と
い
う
。
こ
の
Ｃ
Ｄ
の
英

語
版
《Com

m
unicating

w
ith

A
nim

als

》
を
作
成
し
た
パ
テ
ィ
・
サ
マ

ー
ズPatty

Sum
m

ers

も
、
そ
う
し
た
ア
ニ
マ
ル
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
タ
ー
の

一
人
で
あ
る
。

言
語
に
見
ら
れ
る
意
味
と
音
に
よ
る
「
二
重
分
節
性
」
、
意
味
に
よ
る

最
小
単
位
で
あ
る
記
号
素
と
、
音
の
最
小
単
位
で
あ
る
音
素
に
分
節
さ
れ
、

限
ら
れ
た
音
素
に
よ
っ
て
無
限
の
現
象
を
表
現
で
き
る
と
い
う
特
性
を
、

人
間
の
言
語
は
持
っ
て
い
る
。
動
物
の
鳴
き
声
の
場
合
に
は
、
特
定
の
鳴
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き
声
が
特
定
の
意
味
を
直
接
表
し
て
い
る
の
で
、
伝
え
ら
れ
る
内
容
は
鳴

き
声
の
種
類
に
限
定
さ
れ
て
し
ま
う
。

た
だ
、
動
物
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
場
合
、
言
語
で
は
な
く
、

動
物
の
感
情
を
目
の
表
情
や
鳴
き
声
、
仕
草
か
ら
読
み
取
る
の
で
あ
る
。

モ
ン
ロ
ー
研
究
所
の
《
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
・
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
》
に
は
「
非

言
語
通
信
」
の
訓
練
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
ペ
ッ
ト
の
感
情
を
直
観
的

に
読
み
取
る
こ
と
は
、
動
物
を
飼
い
慣
れ
た
人
な
ら
、
日
頃
か
ら
行
っ
て

い
る
こ
と
な
の
で
あ
る
。
特
に
、
犬
や
猫
な
ど
の
高
い
知
能
を
持
つ
動
物

な
ら
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る
こ
と
は
難
し
く
な
い
。

今
回
、
半
信
半
疑
で
こ
の
Ｃ
Ｄ
を
買
っ
て
、
実
際
に
使
っ
て
み
た
。
ト

ラ
ッ
ク
１
で
は
動
物
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
実
例
が
挙
げ
ら
れ

る
。
ト
ラ
ッ
ク
２
は
実
際
の
訓
練
で
あ
る
。
基
本
は
頭
上
と
足
か
ら
地
球
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の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
入
れ
て
、
体
内
の
気
の
流
れ
を
ス
ム
ー
ズ
に
す
る
。

胸
に
あ
る
チ
ャ
ク
ラ
を
活
性
化
し
、
心
を
開
い
て
イ
メ
ー
ジ
化
し
た
動
物

を
招
き
寄
せ
る
。
動
物
は
現
在
飼
っ
て
い
る
動
物
で
も
、
か
つ
て
飼
っ
て

い
た
動
物
で
も
構
わ
な
い
。
そ
の
動
物
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
ら
、
動
物
に
な

り
き
っ
て
、
動
物
の
体
の
中
か
ら
何
が
感
じ
ら
れ
る
か
と
ら
え
る
。

僕
の
場
合
、
か
つ
て
飼
っ
て
い
た
柴
犬
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
胸
の
中
に
招

き
入
れ
た
。
十
八
年
半
も
生
き
た
犬
な
の
で
、
二
十
年
近
く
経
っ
た
今
で

た

も
、
よ
く
覚
え
て
い
る
。
ヘ
ミ
シ
ン
ク
と
音
声
に
よ
る
誘
導
で
、
意
識
の

深
い
と
こ
ろ
に
眠
っ
て
い
た
記
憶
、
か
つ
て
感
じ
て
い
た
思
い
と
、
犬
が

僕
に
対
し
て
感
じ
て
い
た
で
あ
ろ
う
感
情
が
よ
み
が
え
っ
て
き
た
。
動
物

が
人
間
に
示
す
「
無
償
の
愛
」
が
伝
わ
っ
て
き
た
。
『
天
才
！

志
村
動

物
園
』
で
、
ハ
イ
ジ
に
ペ
ッ
ト
の
気
持
ち
を
伝
え
ら
れ
た
飼
い
主
の
よ
う
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な
自
分
を
発
見
し
た
。
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《H
em

i-Sync

で
心
と
体
の
若
返
り
》

ロ
バ
ー
ト
・
モ
ン
ロ
ー
は
脳
波
誘
導
と
、
言
葉
に
よ
る
誘
導
を
組
み
合

わ
せ
て
、
変
性
意
識
を
体
験
さ
せ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成
し
た
。
代
表
的

な
も
の
が
《
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
・
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
》
で
あ
る
。
す
で
に

こ
れ
を
体
験
し
て
い
る
人
な
ら
、
《H

em
i-Sync

で
心
と
体
の
若
返
り
》

は
、
何
ら
か
の
効
果
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
の
意
図
も
推
測
で
き
る
だ
ろ
う
。

《
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
・
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
》
は
、
ス
ト
レ
ス
を
な
く
し
た

り
、
想
像
力
を
活
発
に
し
た
り
、
本
来
の
自
分
を
取
り
戻
し
た
り
と
、
実

用
的
な
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
も
多
い
が
、
魂
が
肉
体
か
ら
分
離
す
る
「
体
外
離

脱
」
や
、
宇
宙
人
と
の
「
非
言
語
通
信
」
な
ど
、
普
通
の
人
に
は
抵
抗
感
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が
強
い
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
も
含
ま
れ
る
。

ス
ト
レ
ス
を
減
少
さ
せ
、
生
き
生
き
と
し
た
自
分
を
取
り
戻
す
こ
と
だ

け
を
求
め
る
な
ら
、
《H

em
i-Sync

で
心
と
体
の
若
返
り
》
だ
け
で
十
分

に
満
足
で
き
る
だ
ろ
う
。
心
の
状
態
が
肉
体
に
反
映
す
る
事
実
は
知
っ
て

い
て
も
、
心
の
癒
し
を
得
る
こ
と
は
必
ず
し
も
容
易
で
は
な
い
。
そ
れ
は

意
識
だ
け
が
自
分
で
あ
る
と
と
ら
え
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
無
意
識
を
含

め
た
全
体
が
自
分
で
あ
る
こ
と
を
悟
り
、
本
来
の
自
分
を
取
り
戻
す
こ
と

が
で
き
れ
ば
、
心
と
体
も
自
ず
と
若
返
る
の
で
あ
る
。
脳
波
誘
導
と
言
葉

に
よ
る
誘
導
が
組
み
合
わ
さ
れ
る
こ
と
で
、
誰
で
も
容
易
に
無
意
識
の
世

界
に
触
れ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

「
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
１

若
返
り
ま
し
ょ
う
」
は
、
も
っ
と
も
快
い
エ
ク
サ
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サ
イ
ズ
で
、
少
な
く
と
も
心
が
若
返
る
の
は
実
感
で
き
る
だ
ろ
う
。
白
い

階
段
を

段
上
る
と
い
う
の
は
、
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
と
い
う
肉
体
は
眠

10

10

っ
て
い
る
が
、
精
神
は
目
覚
め
て
い
る
状
態
へ
の
誘
導
で
あ
る
。

そ
の
の
ち
、
緑
の
谷
間
を
散
策
す
る
さ
ま
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
。
実
際
に

鳥
の
声
な
ど
も
聞
こ
え
て
く
る
。
森
林
浴
を
し
て
い
る
印
象
で
あ
る
。
意

識
は
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
に
導
か
れ
る
。
時
間
の
な
い
状
態
と
説
明
さ
れ

15

る
が
、
そ
の
意
識
状
態
で
は
過
去
へ
の
遡
行
も
可
能
だ
と
さ
れ
る
。
泉
の

中
に
身
を
浸
す
イ
メ
ー
ジ
を
し
な
が
ら
、
心
と
体
が
過
去
の
状
態
に
戻
っ

て
い
く
の
を
想
像
す
る
の
で
あ
る
。

「
単
な
る
思
い
込
み
」
と
い
う
言
葉
は
、
無
意
識
の
力
を
知
ら
な
い
者
の

言
い
草
で
あ
る
。
意
識
に
は
肉
体
を
変
化
さ
せ
る
力
が
あ
る
こ
と
が
信
じ

ら
れ
れ
ば
、
鏡
に
映
る
表
情
の
変
化
に
気
づ
く
は
ず
で
あ
る
。
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「
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
２

調
整
し
ま
し
ょ
う
」
は
、
ア
フ
ァ
メ
ー
シ
ョ
ン
と

視
覚
化
の
力
を
用
い
る
。
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
状
態
で
、
自
分
に
と
っ
て
肯

定
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
聞
き
、
自
分
が
変
わ
っ
て
い
く
の
を
イ
メ
ー
ジ
す

る
の
で
あ
る
。
ス
ポ
ー
ツ
選
手
は
実
際
の
競
技
の
前
に
、
イ
メ
ー
ジ
・
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
行
う
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
肉
体
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る

こ
と
を
知
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

「
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
３

光
の
体
」
は
、
肉
体
の
中
を
移
動
す
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
、
光
の
網
と
し
て
視
覚
化
す
る
訓
練
で
あ
る
。
東
洋
医
学
で
言
う
経
絡

け
い
ら
く

を
見
て
お
く
と
参
考
に
な
る
だ
ろ
う
。
気
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
動
き
を
光
と

し
て
見
る
こ
と
で
、
目
に
見
え
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
身
体
に
充
電
さ
せ
る

の
で
あ
る
。
頭
頂
の
チ
ャ
ク
ラ
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り
入
れ
た
り
、
足

の
裏
ま
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
移
動
さ
せ
た
り
な
ど
は
、
気
功
を
や
っ
て
い
る
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人
に
は
、
お
馴
染
み
の
修
行
で
あ
る
。
ま
た
、
「
共
生
」
や
「
愛
」
と
関

わ
り
の
あ
る
心
臓
の
チ
ャ
ク
ラ
も
活
性
化
さ
せ
る
。

「
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
４

浄
化
し
調
整
し
ま
し
ょ
う
」
は
、
箱
を
イ
メ
ー
ジ

し
て
、
そ
の
中
か
ら
自
分
の
コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
や
悪
習
な
ど
を
取
り
除
い

て
い
く
こ
と
で
、
自
身
を
浄
化
す
る
イ
メ
ー
ジ
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
で
あ
る
。

こ
れ
も
《
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
・
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
》
の
履
修
者
な
ら
、
マ

ス
タ
ー
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
そ
の
あ
と
、
黄
金
の
光
の
輪
に
照
ら
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
。

「
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
５

Ｈ
プ
ラ
ス
で
ま
っ
さ
ら
に
」
は
、
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
に
移
っ
た
後
、
「
ア
ク
セ
ス
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
を
開
く
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

10で
あ
る
。「

」
と
い
う
数
字
に
象
徴
さ
れ
る
「
ア
ク
セ
ス
チ
ャ
ン
ネ
ル
」

11

で
は
、
通
常
は
不
随
意
な
肉
体
機
能
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
た
め
の
脳
波
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誘
導
を
行
う
。
ヨ
ー
ガ
の
行
者
は
心
臓
の
心
拍
数
を
意
識
的
に
変
え
た
り
、

麻
酔
を
か
け
た
よ
う
に
痛
み
を
感
じ
な
い
状
態
に
導
く
こ
と
が
で
き
る
と

い
う
。
「
ア
ク
セ
ス
チ
ャ
ン
ネ
ル
」
が
構
築
さ
れ
れ
ば
、
た
と
え
Ｃ
Ｄ
を

聞
か
な
く
て
も
、
イ
メ
ー
ジ
・
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
す
る
だ
け
で
、
不
随
意
な

肉
体
機
能
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
そ
の
際
に
「
プ
ラ
ス
、

ま
っ
さ
ら
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
」
と
い
う
呪
文
の
言
葉
を
唱
え
る
こ
と
で
、

視
覚
化
の
効
果
を
強
化
す
る
の
で
あ
る
。
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《
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
・
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
》
私
見
１

モ
ン
ロ
ー
研
究
所
は
バ
イ
ノ
ー
ラ
ル･

ビ
ー
ト
と
い
う
原
理
を
利
用
し

て
い
る
。
左
右
の
耳
か
ら
異
な
る
周
波
数
の
音
を
聴
か
せ
、
そ
の
違
い
に

相
当
す
る
周
波
数
が
、
左
右
の
脳
の
同
調
に
よ
っ
て
生
じ
る
と
い
う
原
理

で
あ
る
。
こ
れ
を
ヘ
ミ
シ
ン
ク
と
呼
ん
で
い
る
。

音
楽
作
品
に
リ
ラ
ッ
ク
ス
や
集
中
力
を
高
め
る
信
号
を
ミ
ッ
ク
ス
し
た

「
メ
タ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」
は
、
楽
し
み
な
が
ら
気
軽
に
ヘ
ミ
シ
ン
ク
を
体

験
で
き
る
も
の
で
、
音
楽
好
き
な
人
に
は
受
け
容
れ
ら
れ
や
す
い
。

一
方
、
脳
波
誘
導
の
信
号
に
、
言
葉
に
よ
る
誘
導
を
ミ
ッ
ク
ス
し
た
の

が
、
「
マ
イ
ン
ド
フ
ー
ド
」
と
呼
ば
れ
る
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
。
個
別
の
ア

ル
バ
ム
は
限
ら
れ
た
目
的
に
特
化
さ
れ
て
い
る
が
、
一
定
の
効
果
が
感
じ
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ら
れ
た
場
合
に
は
、
モ
ン
ロ
ー
研
究
所
の
自
宅
学
習
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
《
ゲ

ー
ト
ウ
ェ
イ
・
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
》
に
挑
戦
し
た
く
な
る
だ
ろ
う
。

こ
こ
で
は
ま
ず
、
全
体
の
６
分
の
１
に
当
た
る
ウ
ェ
ー
ブ
Ⅰ
に
関
し
て
、

私
見
を
述
べ
る
こ
と
に
す
る
。
モ
ン
ロ
ー
研
究
所
の
創
設
者
ロ
バ
ー
ト
・

モ
ン
ロ
ー
は
、
「
体
外
離
脱
」
の
体
験
者
と
し
て
知
ら
れ
て
お
り
、
そ
れ

が
科
学
的
な
現
象
な
の
か
、
脳
内
で
起
き
る
幻
覚
に
過
ぎ
な
い
か
に
つ
い

て
は
、
判
断
を
保
留
す
る
こ
と
に
す
る
。

た
だ
し
、
ヘ
ミ
シ
ン
ク
に
よ
っ
て
、
人
間
を
変
性
意
識
の
状
態
に
誘
導

し
、
ス
ト
レ
ス
解
消
や
能
力
開
発
、
性
格
改
善
な
ど
に
応
用
で
き
る
こ
と

は
、
否
定
で
き
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
こ
で
は
、
実
際
に
体
験
し

て
感
じ
た
こ
と
を
、
順
次
述
べ
て
い
く
こ
と
に
す
る
。

《
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
・
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
》
の
ウ
ェ
ー
ブ
Ⅰ
で
は
、
体
内
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の
気
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
高
め
る
と
と
も
に
、
肉
体
は
眠
っ
て
い
る
が
精
神

は
覚
醒
し
て
い
る
状
態
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
に
導
か
れ
る
。
た
だ
し
、
禅

10

や
気
功
、
ヨ
ー
ガ
な
ど
を
体
験
し
た
こ
と
の
な
い
人
に
は
、
マ
ス
タ
ー
困

難
な
壁
が
待
ち
構
え
て
い
る
。

瞑
想
な
ど
を
全
く
や
っ
た
こ
と
が
な
い
場
合
に
は
、
「
マ
イ
ン
ド
フ
ー

ド
」
の
中
の
《
ヘ
ミ
シ
ン
ク
に
よ
る
具
現
化
》
の
日
本
語
版
と
、《H

em
i-Sync

に
よ
る
チ
ャ
ク
ラ
瞑
想
》
の
日
本
語
版
を
、
特
に
マ
ス
タ
ー
し
て
お
い
た

方
が
い
い
。
前
者
に
は
障
害
と
な
る
問
題
を
閉
じ
込
め
て
無
害
化
す
る
「
変

換
ボ
ッ
ク
ス
」
と
い
う
ツ
ー
ル
が
登
場
す
る
。
ま
た
、
ヘ
ミ
シ
ン
ク
に
よ

る
変
性
意
識
へ
の
誘
導
も
強
力
で
あ
る
。

《H
em

i-Sync

に
よ
る
チ
ャ
ク
ラ
瞑
想
》
に
習
熟
す
れ
ば
、
体
内
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
の
こ
つ
も
つ
か
め
る
だ
ろ
う
。
ま
た
チ
ャ
ク
ラ
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瞑
想
の
あ
と
に
、
体
の
周
囲
を
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
包
み
、
ピ
ン
ク
の
繭
を
作

ま
ゆ

る
よ
う
に
と
い
う
指
示
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
ウ
ェ
ー
ブ
Ⅰ
で
作
る
「
レ
ゾ

ナ
ン
ト
・
エ
ナ
ジ
ー
・
バ
ル
ー
ン
」
と
ほ
ぼ
同
じ
物
だ
ろ
う
。

丹
田
に
意
識
を
集
中
す
る
禅
や
、
気
を
体
内
で
移
動
さ
せ
る
小
周
天
、

ヨ
ー
ガ
の
チ
ャ
ク
ラ
瞑
想
を
や
っ
て
い
る
場
合
に
は
、
ウ
ェ
ー
ブ
Ⅰ
を
習

得
す
る
こ
と
は
難
し
く
な
い
。

実
際
に
、
ウ
ェ
ー
ブ
Ⅰ
を
や
っ
て
み
て
感
じ
た
こ
と
は
、
既
存
の
宗
教

の
修
行
法
と
脳
波
誘
導
が
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
る
と
い
う
点
で
あ
る
。
レ

ゾ
ナ
ン
ト
・
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
で
は
、
胸
の
チ
ャ
ク
ラ
に
意
識
を
集
中
し
て

「
ア
ー
」
と
い
う
声
を
出
し
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
増
幅
を
図
る
。
こ
れ
な

ど
は
、
真
言
密
教
の
「
阿
息
観
」
に
相
当
す
る
。

あ

そ
く
か
ん
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「
レ
ゾ
ナ
ン
ト
・
エ
ナ
ジ
ー
・
バ
ル
ー
ン
」
で
、
頭
頂
か
ら
下
半
身
を
包

む
よ
う
に
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
降
下
さ
せ
て
い
く
瞑
想
は
、
白
隠
禅
師
の
軟
酥

は
く
い
ん

な

ん

そ

の
法
を
連
想
さ
せ
る
。
た
だ
し
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
足
の
先
ま
で
下
ろ
し
た

後
は
、
足
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
上
昇
さ
せ
る
。
白
い
光
が
体
の
中
央
を
駆

け
上
る
さ
ま
を
、
上
昇
す
る
音
に
合
わ
せ
て
観
想
し
、
頭
頂
か
ら
抜
く
の

で
あ
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
頭
頂
か
ら
噴
き
出
さ
せ
た
の
ち
、
体
外
を
移
動
さ
せ
て
、

ま
た
足
の
裏
か
ら
吸
収
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
十
全
に
習
得
す
れ
ば
、

気
功
に
お
け
る
大
周
天
を
体
得
し
た
の
も
同
然
で
あ
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

外
部
に
投
射
す
る
こ
と
も
可
能
だ
と
、
ウ
ェ
ー
ブ
Ⅰ
で
は
説
明
さ
れ
て
い

る
。要

す
る
に
、
何
年
も
か
か
る
よ
う
な
高
度
な
修
行
が
、
ウ
ェ
ー
ブ
Ⅰ
で
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要
求
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
、
瞑
想
を
し
た
こ
と
が
な
い
人
が
い
き
な
り
や

っ
て
も
、
ち
ん
ぷ
ん
か
ん
ぷ
ん
な
の
も
無
理
は
な
い
。

「
レ
ゾ
ナ
ン
ト
・
エ
ナ
ジ
ー
・
バ
ル
ー
ン
」
を
修
得
し
た
場
合
、
白
い
光

の
中
に
包
ま
れ
た
よ
う
な
印
象
を
得
る
。
真
言
密
教
の
月
輪
観
に
お
け
る

が
ち
り
ん
か
ん

「
広
観
」
で
、
月
の
光
と
一
体
化
し
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
に
相
当
す
る
。

瞑
想
中
に
唱
え
る
「
ア
フ
ァ
メ
ー
シ
ョ
ン
」
（
宣
言
）
は
、
真
言
や
陀

羅
尼
の
よ
う
な
も
の
で
、
深
層
意
識
に
刻
み
込
む
よ
う
に
繰
り
返
し
唱
え

る
。
ウ
エ
ー
ブ
Ⅰ
に
は
、
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
箱
」
や
、
一
瞬
の
う
ち
に

瞑
想
状
態
に
移
行
す
る
た
め
の
、
⑩
の
光
の
観
想
な
ど
が
出
て
く
る
。「
一

息
法
」
と
呼
ば
れ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
な
ど
も
宗
教
儀
礼
と
同
様
に
、

精
神
状
態
の
変
化
を
容
易
に
す
る
た
め
、
条
件
反
射
の
原
理
が
用
い
ら
れ

て
い
る
の
で
あ
る
。
習
得
す
れ
ば
と
て
も
便
利
で
あ
る
が
、
門
外
漢
に
は
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全
く
意
味
が
な
い
。

ウ
ェ
ー
ブ
Ⅰ
に
慣
れ
て
く
る
と
、
夢
が
鮮
明
に
な
り
、
細
部
ま
で
記
憶

に
残
る
よ
う
に
な
る
。
人
に
よ
っ
て
は
「
体
外
離
脱
」
の
感
覚
が
得
ら
れ

る
か
も
し
れ
な
い
。
Ｃ
・
Ｇ
・
ユ
ン
グCarl

G
ustav

Jung

と
リ
ヒ
ャ
ル

ト
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ムRichard

W
ilhelm

の
共
著
『
黄
金
の
華
の
秘
密
』

The
Secret

of
the

G
olden

Flow
er

に
は
、
気
を
練
っ
て
分
身
を
作
り
、

体
外
に
派
遣
す
る
道
教
の
術
が
解
説
さ
れ
て
い
る
。
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を

ど
れ
だ
け
高
め
ら
れ
る
か
が
、
成
否
の
鍵
を
握
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

ウ
ェ
ー
ブ

で
は
「
レ
ゾ
ナ
ン
ト
・
エ
ナ
ジ
ー
・
バ
ル
ー
ン
」
と
「
フ

1

ォ
ー
カ
ス

」
を
マ
ス
タ
ー
す
る
。
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
＃
３
が
基
本
な
の
で
、

10

時
々
復
習
す
る
と
い
い
。
デ
ィ
ス
カ
バ
リ
＃
５
は
眠
り
の
探
究
が
目
的
で

あ
り
、
聴
い
た
あ
と
に
眠
る
と
、
「
明
晰
夢
」
が
見
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
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い
。
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《
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
・
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
》
私
見
２

ウ
ェ
ー
ブ
Ⅱ
に
入
る
と
、
ウ
ェ
ー
ブ
Ⅰ
で
マ
ス
タ
ー
し
た
「
フ
ォ
ー
カ

ス

」
か
ら
、
精
神
が
肉
体
を
超
え
て
広
が
る
状
態
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」

10

12

に
移
行
す
る
。「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
が
肉
体
か
ら
自
由
に
な
っ
た
精
神
が
、

10

自
身
の
殻
の
中
に
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
る
感
覚
だ
と
し
た
ら
、
「
フ
ォ
ー

カ
ス

」
は
精
神
が
肉
体
の
範
囲
を
超
え
て
、
四
方
八
方
に
広
が
っ
て
い

12

く
感
じ
で
あ
る
。
現
実
の
肉
体
は
こ
こ
に
あ
る
の
に
、
精
神
だ
け
は
離
れ

て
い
く
よ
う
な
感
覚
。
さ
ま
ざ
ま
な
イ
メ
ー
ジ
が
見
え
て
く
る
。
想
像
力

が
活
発
に
な
っ
て
い
く
。

《
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
・
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
》
の
ウ
ェ
ー
ブ
Ⅱ
に
入
っ
た
段

階
で
、《
ヘ
ミ
シ
ン
ク
に
よ
る
具
現
化
》
を
、
久
し
振
り
に
聴
い
て
み
た
。
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す
る
と
、
単
独
で
聴
い
て
い
た
頃
と
比
べ
て
、
拡
張
し
た
意
識
の
感
覚
が

分
か
る
よ
う
に
な
っ
た
。
イ
メ
ー
ジ
が
以
前
と
比
べ
、
ぐ
っ
と
臨
場
感
を

帯
び
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

と
い
う
こ
と
は
、
《
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
・
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
》
と
そ
れ

ぞ
れ
の
「
マ
イ
ン
ド
フ
ー
ド
」
は
相
互
に
関
連
が
あ
り
、
一
方
に
習
熟
す

る
に
つ
れ
て
、
他
方
も
上
達
す
る
関
係
に
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
《
ヘ
ミ
シ

ン
ク
に
よ
る
具
現
化
》
に
お
け
る
意
識
の
拡
大
は
、
後
に
学
習
す
る
「
フ

ォ
ー
カ
ス

」
に
相
当
す
る
と
思
わ
れ
る
。

15

こ
の
段
階
で
も
う
一
つ
気
づ
い
た
の
は
、
左
右
の
脳
を
シ
ン
ク
ロ
さ
せ

る
信
号
を
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
音
楽
に
組
み
込
ん
だ
「
メ
タ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
」
を
、
以
前
よ
り
深
く
鑑
賞
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

「
メ
タ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」
の
種
類
に
も
よ
る
が
、《D

eep
Tim

e
D

ream
ing

》
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な
ど
は
、
バ
イ
ロ
ン
・
メ
ト
カ
ー
フ
博
士Bylon

M
etcal,

Ph
.D

.

の

《W
achm

an's
W

ave

》
に
ヘ
ミ
シ
ン
ク
の
信
号
を
埋
め
込
ん
だ
も
の
だ

が
、
ひ
と
た
び
「
フ
ォ
ー
カ
ス

｣

の
感
覚
を
体
得
す
れ
ば
、
未
知
の
精

12

神
領
域
を
探
究
す
る
と
い
う
ア
ル
バ
ム
の
触
れ
込
み
通
り
、
「
フ
ォ
ー
カ

ス

」
の
精
神
状
態
で
聴
く
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
が
ま
た
、
曲
に
対
す

12
る
深
い
理
解
に
つ
な
が
る
。

余
談
だ
が
、
こ
こ
で
「
メ
タ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」
に
つ
い
て
、
自
分
の
体

験
を
付
け
加
え
て
お
こ
う
。
ス
ペ
ー
ス
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
の
マ
ッ
ク
ス
・

コ
ル
バ
ッ
チ
ョM

ax
Corbacho

に
、
ヘ
ミ
シ
ン
ク
の
信
号
を
埋
め
込
ん

だ
ア
ル
バ
ム
《Cosm

ic
Traveler

》
が
あ
る
。
そ
の
素
晴
ら
し
さ
に
つ
い

て
、
英
語
で
メ
ー
ル
し
た
こ
と
が
あ
る
。
ま
る
で
自
分
が
宇
宙
飛
行
士
に
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な
っ
て
、
銀
河
系
を
旅
す
る
よ
う
な
感
覚
に
し
て
く
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

他
の
ア
ル
バ
ム
に
つ
い
て
も
「
メ
タ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」
の
形
で
出
し
て
ほ

し
い
と
頼
ん
だ
と
こ
ろ
、
コ
ル
バ
ッ
チ
ョ
氏
は
前
向
き
に
考
え
た
い
と
の

返
事
を
く
れ
た
。

「
メ
タ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」
に
お
け
る
脳
波
誘
導
の
信
号
は
、
バ
イ
ノ
ー
ラ

ル
・
ビ
ー
ト
と
呼
ば
れ
、
左
右
の
耳
か
ら
異
な
る
周
波
数
の
音
声
を
送
る

こ
と
で
、
差
に
当
た
る
周
波
数
が
脳
内
に
発
生
す
る
と
い
う
、
生
理
現
象

を
利
用
し
た
技
術
で
あ
る
、
既
存
の
音
楽
に
こ
の
手
の
信
号
を
埋
め
込
む

ソ
フ
ト
も
存
在
す
る
が
、
音
楽
に
ノ
イ
ズ
を
与
え
ず
に
最
大
の
効
果
を
与

え
る
の
は
、
素
人
に
は
な
か
な
か
難
し
い
。

マ
ッ
ク
ス
・
コ
ル
バ
ッ
チ
ョ
の
ア
ル
バ
ム
の
中
で
、
僕
が
最
も
好
き
な

の
は
、
《A

rs
Lucis

》
で
あ
る
。
ラ
テ
ン
語
で
「
光
の
芸
術
」
を
意
味
す
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る
。
ユ
イ
ス
マ
ン
スH

uysm
ans

に
『
大
伽
藍
』La

Cathedrale
と
い
う

小
説
が
あ
り
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
大
聖
堂
の
神
秘
が
描
か
れ
て
い
る
の
だ
が
、

そ
れ
を
音
楽
化
し
た
よ
う
な
ア
ル
バ
ム
な
の
で
あ
る
。

《A
rs

Lucis

》
を
繰
り
返
し
聴
き
つ
つ
、
こ
れ
に
「
メ
タ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」

の
信
号
が
埋
め
込
ま
れ
て
い
た
ら
、
ど
ん
な
に
感
動
す
る
だ
ろ
う
か
と
思

っ
た
も
の
だ
。
大
聖
堂
の
中
を
歩
い
て
、
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
か
ら
差
し
込

む
光
を
見
な
が
ら
、
宇
宙
へ
連
な
る
空
間
に
想
い
を
馳
せ
る
こ
と
が
で
き

そ
う
だ
っ
た
。

そ
の
後
、
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
と
い
う
、
肉
体
は
眠
り
な
が
ら
意
識
は

10

覚
醒
し
て
い
る
状
態
に
な
る
訓
練
を
行
っ
て
、
Ｃ
Ｄ
な
し
で
も
脳
波
を
シ

ー
タ
波
に
移
行
す
る
「
一
息
法
」
を
試
み
た
。
実
際
に
、
マ
ッ
ク
ス
・
コ

ル
バ
ッ
チ
ョ
の
《A

rs
Lucis

》
を
聴
き
な
が
ら
、
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
に

10
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移
行
す
る
訓
練
を
、
信
号
や
音
声
の
誘
導
な
し
に
行
っ
て
み
た
。
た
ち
ま

ち
、
僕
は
音
楽
と
一
体
に
な
っ
て
い
た
。
光
の
中
を
歩
い
て
い
く
感
覚
を

イ
メ
ー
ジ
で
き
た
。
こ
の
訓
練
さ
え
マ
ス
タ
ー
す
れ
ば
、
自
分
の
好
き
な

ア
ル
バ
ム
は
、
自
在
に
「
メ
タ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」
と
し
て
鑑
賞
で
き
る
の

で
あ
る
。

さ
て
、
本
題
に
戻
す
こ
と
に
し
よ
う
。
「
レ
ゾ
ナ
ン
ト
・
チ
ュ
ー
ニ
ン

グ
」
を
続
け
て
い
く
と
、
声
を
出
す
こ
と
で
体
内
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
増
幅
さ

れ
る
の
が
分
か
る
よ
う
に
な
る
。
人
と
一
緒
に
声
を
出
し
て
、
真
言
や
お

題
目
、
念
仏
を
唱
え
る
際
に
も
、
以
前
と
違
っ
て
、
発
す
る
音
の
波
動
に

敏
感
に
な
っ
て
い
る
の
に
気
づ
く
。
自
分
が
信
仰
し
て
い
る
宗
教
が
あ
る

場
合
も
、
《
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
・
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
》
は
プ
ラ
ス
に
作
用
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す
る
だ
ろ
う
。

歌
人
の
斎
藤
茂
吉
は
「
実
相
観
入
」
と
い
う
言
葉
で
、
対
象
を
写
生
す

る
の
で
は
な
く
、
対
象
に
没
入
し
て
感
じ
取
っ
た
も
の
を
言
葉
に
す
る
こ

と
を
提
唱
し
た
。
で
は
、
対
象
に
没
入
す
る
と
い
う
の
は
、
ど
う
い
う
こ

と
な
の
だ
ろ
う
か
。

心
を
研
ぎ
澄
ま
し
て
、
主
観
を
排
す
る
こ
と
が
、
前
提
条
件
と
し
て
あ

と

る
の
で
は
な
い
か
。
瞑
想
が
深
く
な
れ
ば
、
自
我
意
識
は
弱
ま
り
、
対
象

を
知
覚
す
る
作
用
の
み
が
残
る
。
知
覚
が
敏
感
に
な
る
と
、
は
る
か
遠
く

の
音
も
聞
こ
え
る
よ
う
に
な
り
、
目
を
閉
じ
て
い
て
も
、
音
か
ら
何
が
起

き
て
い
る
か
推
測
で
き
る
よ
う
に
な
る
。

「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
の
状
態
が
そ
れ
に
近
い
の
で
は
な
い
か
。
で
は
、
知

12

覚
で
き
る
範
囲
が
人
に
よ
っ
て
異
な
る
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
仮
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説
に
過
ぎ
な
い
の
だ
が
、
そ
の
人
が
現
時
点
で
持
つ
生
命
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

関
係
あ
る
の
だ
ろ
う
。

人
間
が
知
覚
す
る
た
め
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
対
象
が
遠
距
離
に
な
る
ほ

ど
必
要
な
の
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
乏
し
い
場
合
に
は
、
自
分
の
周
辺
以
上

に
意
識
を
広
げ
る
と
、
電
波
が
途
切
れ
る
よ
う
に
情
報
が
届
か
な
く
な
る
。

道
教
で
行
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
気
を
練
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
遠
く

ま
で
知
覚
の
範
囲
を
広
げ
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

こ
こ
で
音
楽
の
比
喩
を
使
う
と
、
通
常
の
意
識
は

の
よ
う
な
も
の
で

MP3

聴
き
た
い
音
し
か
聴
い
て
い
な
い
。
そ
れ
が
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
に
な
る

10

と
、
Ｃ
Ｄ
の
よ
う
に
周
辺
の
音
に
敏
感
に
な
り
、
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
の

12

場
合
に
は
、
ハ
イ
レ
ゾ
の
よ
う
に
、
耳
で
聞
こ
え
な
い
音
ま
で
知
覚
で
き

る
よ
う
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。
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「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
の
感
覚
が
理
解
で
き
た
ら
、
内
面
に
潜
む
高
次
元
の

12

自
己
（
ハ
イ
ヤ
ー
セ
ル
フ
）
に
対
し
て
、
問
題
を
投
げ
か
け
て
、
そ
の
答

え
を
得
る
訓
練
を
す
る
。
最
初
は
単
純
な
問
題
か
ら
始
め
る
。
漠
然
と
し

た
問
い
よ
り
は
、
イ
エ
ス
か
ノ
ー
か
で
答
え
ら
れ
る
問
題
が
い
い
。
直
観

の
鋭
い
人
な
ら
、
普
段
か
ら
行
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
マ
イ

ン
ド
フ
ー
ド
」
の
《
内
な
る
英
知
》W

isdom
In

Essence

に
対
応
し
て

い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
の
意
識
誘
導
の
方
が
強
力
な

12

気
も
す
る
。

音
声
を
聴
い
て
い
る
間
に
、
ど
う
す
れ
ば
い
い
か
が
分
か
る
。
い
き
な

り
イ
メ
ー
ジ
の
中
に
、
宇
宙
人
や
ら
、
未
知
の
生
命
体
が
現
れ
る
こ
と
は

ま
ず
な
い
。
夢
の
中
で
声
だ
け
が
聞
こ
え
た
り
、
死
ん
だ
肉
親
が
現
れ
て
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暗
示
し
て
く
れ
た
り
す
る
だ
ろ
う
。

ウ
ェ
ー
ブ
Ⅱ
の
後
半
は
、
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
で
の
訓
練
に
戻
る
。
色

10

呼
吸
の
訓
練
で
は
「
感
情
」
は
緑
、
「
運
動
」
は
赤
、
「
健
康
」
は
紫
の

色
に
対
応
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
色
の
光
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
調
和
と
充

塡

じ
ゅ
う
て
ん

を
図
る
の
で
あ
る
。
《H

em
i-Sync

に
よ
る
チ
ャ
ク
ラ
瞑
想

日
本
語
版
》

で
訓
練
し
て
い
る
場
合
は
、
そ
の
応
用
に
過
ぎ
な
い
の
で
、
理
解
し
や
す

い
だ
ろ
う
。
チ
ャ
ク
ラ
の
色
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
れ
ば
、

そ
の
色
を
問
題
の
あ
る
部
位
に
集
め
て
、
癒
さ
れ
て
い
く
の
を
感
じ
て
い

け
ば
い
い
。

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
バ
ー
・
ツ
ー
ル
」
の
学
習
で
は
、
高
度
な
技
術
が
必
要

と
な
る
。
カ
バ
ラ
な
ど
魔
術
で
は
、
視
覚
化
が
で
き
る
か
ど
う
か
が
、
最
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初
の
関
門
と
な
る
が
、
そ
れ
と
同
様
の
訓
練
で
あ
る
。
真
言
密
教
で
は
梵

字
を
不
動
明
王
の
利
剣
に
、
さ
ら
に
不
動
明
王
の
像
に
イ
メ
ー
ジ
変
換
す

ふ
ど
う
み
ょ
う
お
う

る
。
ま
た
、
修
験
道
で
は
九
字
を
切
る
が
、
た
だ
掛
け
声
と
形
を
ま
ね
る

だ
け
で
は
な
く
、
指
先
が
剣
に
視
覚
化
で
き
て
い
な
け
れ
ば
、
効
力
が
生

じ
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
。

暗
い
部
屋
が
望
ま
し
い
が
、
明
る
い
部
屋
な
ら
ア
イ
マ
ス
ク
を
す
る
。

音
声
の
誘
導
に
従
っ
て
、
白
い
光
の
点
を
線
に
、
さ
ら
に
円
筒
状
の
白
い

バ
ー
に
変
化
さ
せ
る
。
イ
メ
ー
ジ
化
す
る
際
に
、
親
指
と
人
差
し
指
で
輪

を
作
り
、
円
筒
の
直
径
を
想
定
し
て
、
両
方
の
指
の
輪
に
バ
ー
が
収
ま
る

よ
う
に
す
る
。
自
身
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
充
塡
さ
れ
て
い
る
と
想
像
し
、
内

か
ら
発
す
る
熱
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
。

バ
ー
は
オ
レ
ン
ジ
色
や
黄
色
、
緑
、
青
、
赤
に
変
化
さ
せ
る
。
こ
れ
も
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チ
ャ
ク
ラ
の
色
を
イ
メ
ー
ジ
化
で
き
て
い
る
場
合
は
、
そ
れ
ほ
ど
難
し
く

な
い
。
さ
ら
に
、
白
と
黒
の
点
滅
の
速
度
を
速
め
て
、
蛍
光
灯
の
よ
う
に

白
く
輝
く
よ
う
に
す
る
。

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
バ
ー
・
ツ
ー
ル
」
の
視
覚
化
を
繰
り
返
し
、
い
つ
で
も

目
の
前
に
出
現
さ
せ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
生
体
マ
ッ
プ
を
イ
メ
ー

ジ
す
る
。
体
の
輪
郭
を
思
い
描
く
に
は
、
鏡
の
前
に
立
っ
て
写
っ
た
像
か

ら
、
脳
裏
に
白
い
輪
郭
の
像
を
想
像
す
る
。

そ
れ
を
赤
・
青
・
黄
色
・
オ
レ
ン
ジ
色
に
変
え
て
い
く
。
そ
れ
ぞ
れ
、

循
環
器
系
・
神
経
系
・
臓
器
分
泌
系
・
筋
肉
骨
格
に
対
応
す
る
。
色
の
暗

い
部
分
や
光
の
ち
ら
つ
く
部
分
で
、
調
和
が
乱
れ
て
い
る
か
ら
、
紫
に
光

る
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
バ
ー
・
ツ
ー
ル
」
か
ら
、
癒
し
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注
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ぎ
込
ん
で
い
く
。
背
後
に
あ
る
感
情
マ
ッ
プ
も
、
同
じ
要
領
で
ひ
ず
み
の

あ
る
部
分
を
癒
し
て
い
く
。

生
体
マ
ッ
プ
や
感
情
マ
ッ
プ
で
、
視
覚
的
に
患
部
を
見
つ
け
出
す
と
い

う
の
は
、
容
易
な
こ
と
で
は
な
い
。
と
は
い
っ
て
も
、
内
心
に
問
い
た
だ

せ
ば
、
ど
の
部
分
に
問
題
が
あ
る
か
は
分
か
る
は
ず
だ
。
そ
こ
に
紫
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
が
注
ぎ
込
ま
れ
る
と
イ
メ
ー
ジ
す
れ
ば
い
い
。
色
呼
吸
に
よ
る

癒
し
の
方
法
の
応
用
で
あ
り
、
自
動
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
充
塡
す
る
バ
ー
が

イ
メ
ー
ジ
で
き
れ
ば
、
自
身
の
身
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
枯
渇
さ
せ
る
こ
と
な

こ

か

つ

く
、
特
定
の
部
分
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注
ぎ
込
め
る
よ
う
に
な
る
わ
け
だ
。
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《
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
・
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
》
私
見
３

ウ
ェ
ー
ブ
Ⅲ
に
入
る
と
、
《
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
・
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
》

の
山
場
の
一
つ
「
体
外
離
脱
」
の
訓
練
に
入
る
。
た
だ
し
、
ロ
バ
ー
ト
・

モ
ン
ロ
ー
自
身
は
、
ヘ
ミ
シ
ン
ク
を
聴
く
こ
と
な
し
に
体
験
し
、
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
開
発
す
る
こ
と
で
、
意
識
的
に
離
脱
が
可
能
と
な
っ
た
と
い
う
が
。

気
功
や
ヨ
ー
ガ
を
や
っ
て
い
る
人
の
場
合
、
一
度
や
二
度
は
体
験
し
て

い
る
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
。
夜
寝
て
い
る
間
に
、
自
分
の
肉
体
と
、
目
に

見
え
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
体
（
微
細
身
）
に
ず
れ
が
生
じ
て
抜
け
出
す
と
い

う
体
験
を
。
「
ま
た
始
ま
っ
た
」
と
い
う
自
覚
が
あ
り
、
ド
ア
や
壁
を
す

り
抜
け
る
感
覚
も
あ
る
。
た
だ
し
、
ヘ
ミ
シ
ン
ク
を
聴
い
て
体
験
す
る
に

は
、
要
領
が
分
か
る
ま
で
難
し
い
だ
ろ
う
。
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僕
自
身
は
「
体
外
離
脱
」
す
る
よ
り
も
、
「
明
晰
夢
」
を
見
る
こ
と
の

方
に
関
心
が
あ
る
。
意
識
を
保
っ
た
ま
ま
、
夢
の
中
で
イ
メ
ー
ジ
が
変
え

ら
れ
る
し
、
道
を
歩
い
て
い
る
と
き
の
靴
の
触
感
ま
で
あ
る
。
夢
と
言
う

に
は
、
余
り
に
も
生
々
し
い
の
で
あ
る
。
改
築
前
の
自
宅
に
戻
っ
て
み
る

と
、
壊
し
て
し
ま
う
以
前
の
状
態
が
保
た
れ
て
お
り
、
捨
て
て
し
ま
っ
た

机
も
現
れ
た
の
で
、
引
き
出
し
に
何
が
入
っ
て
い
る
か
調
べ
た
り
も
し
た
。

実
は
、
狭
義
の
「
体
外
離
脱
」
に
こ
だ
わ
る
必
要
は
な
い
ら
し
い
。「
明

晰
夢
」
な
ど
も
、
広
義
で
は
「
体
外
離
脱
」
に
含
め
ら
れ
る
と
い
う
の
だ

か
ら
。
た
だ
、
離
脱
す
る
プ
ロ
セ
ス
が
飛
ん
で
し
ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

誰
に
で
も
有
効
か
分
か
ら
な
い
が
、
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
バ
ー
・
ツ
ー
ル
」

を
使
う
方
法
を
、
こ
こ
で
紹
介
し
て
お
こ
う
。

体
験
し
て
み
れ
ば
分
か
る
は
ず
だ
が
、
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
バ
ー
・
ツ
ー
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ル
」
は
、
「
視
覚
化
」
に
よ
っ
て
、
イ
メ
ー
ジ
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
重

要
な
訓
練
で
あ
る
。
そ
れ
と
も
う
一
つ
、
体
内
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
充
塡
し
た

あ
と
、
そ
れ
を
自
然
の
「
気
」
を
集
め
る
た
め
の
ツ
ー
ル
に
変
換
す
る
こ

と
が
で
き
る
の
だ
。
気
功
の
「
大
周
天
」
の
よ
う
に
、
体
外
か
ら
「
気
」

を
集
め
て
、
そ
れ
を
自
身
の
肉
体
に
注
ぎ
込
む
こ
と
も
で
き
る
。
そ
れ
に

よ
っ
て
、
「
明
晰
夢
」
を
見
る
こ
と
も
容
易
に
な
る
だ
ろ
う
。

ロ
バ
ー
ト
・
モ
ン
ロ
ー
が
開
発
し
た
《
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
・
エ
ク
ス
ペ
リ

エ
ン
ス
》
の
方
法
は
、
催
眠
術
な
ど
に
も
応
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

雑
念
を
閉
じ
込
め
る
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
ボ
ッ
ク
ス
」
や
、「
体
外
離
脱
」

す
る
た
め
に
体
が
持
ち
上
が
っ
て
い
く
と
い
う
誘
導
も
。
深
い
催
眠
状
態

に
陥
っ
た
場
合
、
「
体
外
離
脱
」
が
起
こ
っ
て
、
抜
け
出
し
た
「
第
二
の

体
」
が
暗
示
に
よ
っ
て
変
形
し
て
い
る
可
能
性
も
あ
る
。
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次
い
で
、
リ
モ
ー
ト
・
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
の
訓
練
と
な
る
。
い
わ
ゆ
る
「
千

里
眼
」
の
能
力
開
発
で
あ
る
。
封
筒
に
入
れ
ら
れ
た
内
部
の
数
字
を
読
み

取
る
と
い
う
も
の
で
、
超
心
理
学
者
ラ
イ
ン
の
実
験
で
ご
存
じ
の
方
も
多

い
だ
ろ
う
。
協
力
者
が
見
つ
か
ら
な
い
場
合
は
、
自
身
で
ト
ラ
ン
プ
を
切

っ
て
、
裏
の
ま
ま
の
一
枚
を
封
筒
に
入
れ
て
実
験
す
れ
ば
い
い
。

た
だ
し
、
透
視
能
力
が
あ
る
と
さ
れ
る
人
物
で
も
、
毎
回
読
み
取
れ
る

わ
け
で
は
な
い
。
当
た
っ
た
回
数
と
外
れ
た
回
数
を
比
較
し
、
統
計
的
に

偶
然
以
上
の
確
率
で
当
た
れ
ば
、
透
視
能
力
が
あ
る
と
す
る
の
で
、
個
人

が
や
っ
て
も
意
味
が
あ
る
か
は
疑
問
で
あ
る
。
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
バ
ー
・

ツ
ー
ル
」
を
チ
ュ
ー
ブ
に
変
形
し
、
そ
れ
を
封
筒
の
内
部
に
伸
ば
し
て
覗の

ぞ

く
と
い
う
方
法
は
面
白
い
が
。
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僕
の
場
合
、
本
で
調
べ
物
を
し
て
い
る
と
き
、
何
も
考
え
ず
に
開
く
と
、

見
た
い
ペ
ー
ジ
が
出
て
く
る
こ
と
が
多
い
。
開
こ
う
と
か
考
え
ず
に
、
い

き
な
り
開
く
の
が
こ
つ
で
あ
る
。
コ
リ
ン
・
ウ
ィ
ル
ソ
ンColin

W
ilson

も
、
そ
の
能
力
が
あ
る
と
告
白
し
て
い
る
。
ま
た
、
時
間
を
知
り
た
い
場

合
、
時
計
盤
を
思
い
浮
か
べ
て
、
実
際
の
時
間
と
ど
の
程
度
ず
れ
て
い
る

か
や
っ
て
み
る
と
い
い
。
数
分
程
度
の
ず
れ
だ
っ
た
ら
、
能
力
が
あ
る
と

見
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
。

こ
れ
が
透
視
し
て
い
る
と
言
え
る
の
か
、
単
な
る
「
偶
然
の
一
致
」
じ

ゃ
な
い
か
と
言
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
超
常
的
な
能
力
は
「
偶
然
の

一
致
」
を
利
用
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
心
理
学
者
の
ユ
ン
グ
は
『
易

経
』
を
研
究
し
て
、
意
味
の
あ
る
偶
然
の
一
致
を
「
共
時
性
」
と
呼
ん
で

い
る
。
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次
の
実
験
で
は
、
協
力
者
の
家
の
ど
こ
か
に
脱
脂
綿
を
置
い
て
も
ら
い
、

そ
の
綿
に
向
か
っ
て
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
バ
ー
・
ツ
ー
ル
」
で
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
送
る
。
綿
が
動
き
出
す
か
、
温
度
が
上
が
る
か
相
手
に
確
認
し
て
も
ら

う
。
神
道
で
も
石
に
向
か
っ
て
念
を
送
る
訓
練
を
続
け
る
と
、
炎
を
大
き

く
し
た
り
小
さ
く
し
た
り
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
い
う
。
た
だ
、
万
一
そ

う
し
た
能
力
が
あ
る
と
、
綿
が
燃
え
だ
し
て
火
事
に
な
っ
て
し
ま
う
。

相
手
の
部
屋
を
透
視
し
て
、
相
手
が
何
を
や
っ
て
い
る
か
確
認
し
、
合

わ
せ
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
と
い
う
実
験
も
、
ロ
バ
ー
ト
・
モ
ン
ロ
ー
の

『
体
外
へ
の
旅
』
に
出
て
く
る
。

モ
ン
ロ
ー
の
場
合
は
、
別
居
し
て
い
る
娘
の
こ
と
を
心
配
し
て
、
「
体

外
離
脱
」
し
て
娘
の
部
屋
を
見
に
行
っ
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
こ
と
を
知
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っ
た
娘
は
、
パ
パ
、
こ
れ
か
ら
着
替
え
る
か
ら
、
い
る
ん
だ
っ
た
ら
出
て

行
っ
て
と
言
う
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

こ
の
実
験
も
協
力
者
を
見
つ
け
る
の
は
難
し
い
。
あ
ま
り
こ
だ
わ
ら
ず

に
、
先
に
進
ん
だ
方
が
い
い
だ
ろ
う
。
そ
れ
よ
り
も
、
旅
行
に
行
っ
た
ら
、

そ
の
時
の
状
況
を
詳
し
く
日
記
に
記
録
す
る
習
慣
を
つ
け
た
方
が
い
い
。

こ
れ
を
続
け
て
い
る
と
、
場
面
を
詳
細
に
脳
裏
に
再
現
で
き
る
よ
う
に
な

る
。
周
り
の
様
子
や
五
感
で
感
じ
た
こ
と
、
そ
の
時
の
気
分
ま
で
再
現
で

き
れ
ば
、
「
明
晰
夢
」
を
見
る
能
力
も
向
上
す
る
だ
ろ
う
。

「
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
・
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
」
を
行
っ
て
い
る
人
の
多
く
は
、

一
度
で
も
い
い
か
ら
「
体
外
離
脱
」
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
は
な
い

か
。
ロ
バ
ー
ト
・
モ
ン
ロ
ー
の
『
体
外
へ
の
旅
』
を
事
前
に
読
ん
で
い
れ
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ば
、
大
い
に
参
考
に
な
る
だ
ろ
う
。
ヨ
ー
ガ
や
気
功
の
修
行
を
し
て
い
る

場
合
に
は
、
す
で
に
「
体
外
離
脱
」
を
体
験
し
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

ウ
ェ
ー
ブ
Ⅲ
で
も
っ
ぱ
ら
勧
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
「
レ
ゾ
ナ
ン
ト
・

エ
ナ
ジ
ー
・
バ
ル
ー
ン
」
に
乗
っ
て
上
昇
す
る
方
法
で
あ
る
。
「
浮
揚
」

に
し
て
も
「
ベ
ク
ト
ル
」
に
し
て
も
、
そ
の
予
備
的
な
訓
練
で
あ
る
。
た

だ
、
「
体
外
離
脱
」
の
方
法
は
数
種
類
あ
り
、
「
レ
ゾ
ナ
ン
ト
・
エ
ナ
ジ

ー
・
バ
ル
ー
ン
」
で
上
昇
す
る
方
法
が
合
っ
て
い
る
か
ど
う
か
は
、
い
く

つ
か
試
し
て
か
ら
で
な
い
と
分
か
ら
な
い
。

「
ベ
ク
ト
ル
」
は
自
分
自
身
の
身
体
に
、
時
計
の
文
字
盤
の
数
字
を
割
り

当
て
る
も
の
。
数
字
自
体
に
は
意
味
が
な
い
よ
う
で
、
方
向
感
覚
を
つ
か

む
の
に
役
立
つ
と
い
う
。
ま
あ
、「
体
外
離
脱
」
し
た
こ
と
が
な
け
れ
ば
、

ピ
ン
と
来
な
い
だ
ろ
う
が
。
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｢

５
つ
の
問
い
」
は
、
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
の
精
神
状
態
で
、
「
高
次
元
の

12

自
己
」
（
ハ
イ
ヤ
ー
セ
ル
フ
）
、
ま
た
は
宇
宙
の
知
的
生
命
体
（
イ
ン
ス

ペ
ッ
ク
）
に
問
い
か
け
る
訓
練
の
応
用
で
あ
る
。
「
私
は
誰
か
」
と
い
う

根
本
的
な
問
い
を
行
う
。
自
分
の
前
世
や
現
世
に
誕
生
し
た
目
的
な
ど
を

問
う
も
の
。
内
省
的
な
人
の
場
合
に
は
、
す
で
に
気
づ
い
て
い
る
こ
と
が

多
い
だ
ろ
う
が
。
そ
の
間
に
浮
か
ん
だ
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
重
要
な
の
で
、
忘

れ
な
い
う
ち
に
記
録
し
て
お
く
こ
と
。

「
エ
ナ
ジ
ー
・
フ
ー
ド
」
は
、
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
で
掌
に
、
宇
宙
の
エ

12

ネ
ル
ギ
ー
を
集
め
て
、
体
力
の
充
足
を
図
る
も
の
。
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
バ

ー
・
ツ
ー
ル
」
は
、
自
身
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
視
覚
化
し
て
、
そ
れ
を
道
具

に
変
形
し
た
り
、
癒
し
に
用
い
た
り
す
る
も
の
だ
っ
た
が
、
「
エ
ナ
ジ
ー
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・
フ
ー
ド
」
は
外
界
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
集
め
る
と
い
う
点
で
異
な
る
。

「
初
め
て
の
体
外
離
脱
」
に
は
、
５
つ
の
方
法
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。「
浮

揚
」
は
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
で
行
う
予
備
的
な
訓
練
だ
っ
た
が
、
「
フ
ォ

10

ー
カ
ス

」
で
行
う
今
回
は
、
実
際
に
「
体
外
離
脱
」
が
起
こ
る
可
能
性

12

が
あ
る
。
昼
間
の
う
ち
に
内
容
を
聴
い
て
お
き
、
「
イ
メ
ー
ジ
訓
練
」
し

て
お
く
と
、
夜
に
寝
床
の
中
で
「
体
外
離
脱
」
し
や
す
く
な
る
。
仮
眠
し

た
後
な
ら
、
寝
落
ち
す
る
こ
と
は
な
い
だ
ろ
う
し
、
期
待
な
ど
し
な
い
方

が
、
か
え
っ
て
成
功
し
や
す
い
よ
う
だ
。

「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
と
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
の
違
い
は
何
か
。
前
者
は
肉

10

12

体
が
眠
っ
て
意
識
は
覚
醒
し
た
状
態
、
後
者
は
肉
体
の
限
界
を
超
え
た
意

識
と
説
明
さ
れ
て
い
る
。
前
者
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
い
る
ほ
か
は
、
通
常
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の
意
識
と
大
し
て
変
わ
ら
な
い
。
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
で
は
肉
体
の
感
覚

12

は
薄
れ
て
い
く
が
、
聴
覚
は
働
い
て
い
る
状
態
だ
か
ら
、
肉
体
か
ら
自
由

に
な
る
感
覚
が
つ
か
み
や
す
い
。

で
は
「
体
外
離
脱
」
す
る
手
段
と
し
て
、
５
つ
の
方
法
が
見
て
い
こ
う
。

方
法
１
は
ロ
バ
ー
ト
・
モ
ン
ロ
ー
が
行
っ
て
い
た
も
の
で
、
丸
太
の
よ
う

に
肉
体
を
回
転
さ
せ
る
よ
う
に
イ
メ
ー
ジ
す
る
。
回
転
さ
せ
よ
う
と
す
る

の
を
や
め
て
も
、
勝
手
に
回
転
し
て
い
く
感
じ
が
つ
か
め
れ
ば
、
意
識
が

離
脱
で
き
る
と
い
う
。

方
法
２
は
肉
体
は
横
に
な
っ
た
ま
ま
、
身
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
で
き
た
「
第

二
の
体
」
（
微
細
身
）
を
、
柱
の
よ
う
に
立
ち
上
が
ら
せ
る
こ
と
で
「
体

外
離
脱
」
を
行
う
と
い
う
も
の
。
方
法
３
は
横
に
な
っ
た
ま
ま
、
肉
体
を

動
か
さ
ず
に
、
「
第
二
の
体
」
だ
け
後
ろ
に
下
が
っ
て
い
く
方
法
。
仰
向
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け
の
ま
ま
無
蓋
車
に
乗
っ
て
、
別
の
世
界
に
旅
立
つ
イ
メ
ー
ジ
で
あ
り
、

そ
の
ま
ま
、
「
明
晰
夢
」
の
状
態
に
突
入
す
る
。

方
法
４
は
身
体
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
、
頭
頂
の
穴
（
梵
穴
）
か
ら
ガ
ス
状
に

ぼ
ん
け
つ

し
て
送
り
出
す
方
法
。
抜
け
出
た
後
は
、
自
分
の
肉
体
と
同
じ
形
に
戻
る

こ
と
が
多
い
。
ヨ
ー
ガ
や
気
功
の
修
行
を
し
て
い
る
場
合
に
は
、
頭
頂
が

隆
起
し
て
く
る
。
仏
像
の
肉
髻
は
そ
れ
を
誇
張
し
て
表
現
し
て
い
る
の
で

に
く
け
い

あ
る
。
や
が
て
小
さ
な
血
豆
が
で
き
れ
ば
、
梵
穴
が
開
い
た
こ
と
に
な
る

と
い
う
。
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
に
は
「
ポ
ア
」
と
い
う
行
法
が
あ
り
、
死
亡
時

に
梵
穴
か
ら
「
微
細
身
」
を
離
脱
さ
せ
れ
ば
、
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
に
行
け

あ

み

だ

ぶ
つ

る
と
い
う
。

方
法
５
は
浮
遊
し
て
肉
体
を
離
脱
す
る
方
法
で
、
ウ
ェ
ー
ブ
Ⅲ
の
冒
頭

「
浮
揚
」
で
練
習
し
た
こ
と
を
応
用
す
れ
ば
い
い
。
ど
の
方
法
が
自
分
に
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向
い
て
い
る
か
は
、
実
際
に
体
験
し
て
み
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
。
あ
る

方
法
で
成
功
し
た
ら
、
他
の
方
法
で
も
う
ま
く
可
能
性
が
あ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
離
脱
す
る
瞬
間
、
肉
体
と
「
第
二
の
体
」
が
ず
れ

る
感
覚
が
あ
る
。
肉
体
を
自
分
自
身
と
信
じ
て
い
た
人
に
は
、
大
き
な
衝

撃
と
な
る
し
、
自
分
自
身
が
肉
体
の
限
界
を
超
え
る
存
在
で
あ
る
と
、
実

感
で
き
る
こ
と
だ
ろ
う
。

「
体
外
離
脱
」
を
初
め
て
体
験
し
た
時
の
感
覚
は
、
自
分
に
と
っ
て
は
不

随
意
だ
が
、
衝
撃
的
な
も
の
だ
っ
た
。
し
か
し
、
ロ
バ
ー
ト
・
モ
ン
ロ
ー

の
よ
う
に
、
頻
繁
に
体
験
す
る
人
は
珍
し
い
。
モ
ン
ロ
ー
自
身
は
ヘ
ミ
シ

ン
ク
の
技
術
を
応
用
す
る
以
前
か
ら
、
「
体
外
離
脱
」
を
体
験
し
て
い
た

わ
け
だ
し
、
自
分
の
場
合
も
蔵
密
気
功
と
呼
ば
れ
る
、
チ
ベ
ッ
ト
密
教
を
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中
国
人
向
け
に
簡
略
化
し
た
修
行
を
続
け
る
よ
う
に
な
っ
て
か
ら
で
あ

る
。
随
分
前
の
こ
と
で
あ
る
が
。

ど
う
し
て
難
し
い
の
か
と
言
え
ば
、
横
に
な
っ
て
ヘ
ミ
シ
ン
ク
を
行
う

と
、
途
中
で
熟
睡
し
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
「
体
外
離
脱
」
は
「
明
晰

夢
」
に
似
た
体
験
な
の
で
、
意
識
を
保
ち
な
が
ら
夢
を
見
る
と
い
う
、
覚

醒
と
睡
眠
の
中
間
状
態
を
保
つ
必
要
が
あ
る
。
し
か
も
、
肉
体
と
「
第
二

の
体
」
が
ず
れ
て
い
く
感
覚
は
、
期
待
し
て
い
る
と
起
こ
ら
ず
、
期
待
し

な
い
の
に
勝
手
に
起
こ
る
か
ら
で
あ
る
。
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ゲ
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エ
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リ
エ
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》
私
見
４

と
り
あ
え
ず
、
「
体
外
離
脱
」
に
は
こ
だ
わ
ら
な
い
こ
と
に
し
て
、
ウ

ェ
ー
ブ
Ⅳ
の
「
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
」
に
入
る
こ
と
に
し
た
。
最
初
は
「
向

こ
う
１
年
間
の
パ
タ
ー
ン
化
」
で
あ
る
。
こ
れ
は
ウ
ェ
ー
ブ
Ⅱ
で
行
っ
た

「
１
ヶ
月
パ
タ
ー
ニ
ン
グ
」
の
応
用
で
あ
る
。
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
の
意

12

識
状
態
で
、
未
来
の
理
想
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
築
き
上
げ
る
の
で
あ
る
。

次
の
「
５
つ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」
は
、
こ
ち
ら
か
ら
質
問
す
る
の
で
は
な

く
、
ガ
イ
ド
や
ハ
イ
ヤ
ー
セ
ル
フ
な
ど
か
ら
、
今
の
自
分
に
と
っ
て
重
要

な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
取
る
訓
練
で
あ
る
。
あ
ま
り
堅
苦
し
く
考
え
る
必

要
は
な
い
。
「
イ
ン
ス
ピ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
や
「
勘
」
を
働
か
せ
て
い
る
人

に
と
っ
て
は
、
普
段
か
ら
行
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
そ
の
後
睡
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眠
中
に
夢
の
形
で
、
何
ら
か
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
取
る
こ
と
も
あ
る
。

３
番
目
は
「
フ
リ
ー
フ
ロ
ー
（
自
由
遊
泳
）
」
で
は
、
心
の
旅
を
す
る

な
り
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
受
け
取
る
な
り
、
瞑
想
を
行
う
な
り
自
由
に
す
れ

ば
い
い
。
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
の
状
態
で
行
え
ば
、
気
功
や
ヨ
ー
ガ
も
効

12

果
的
だ
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
し
、
ほ
と
ん
ど
無
音
の
状
態
で
行
う
の
は
、

や
や
モ
ノ
ト
ー
ン
で
あ
る
。
バ
イ
ロ
ン
・
メ
ト
カ
ー
フ
博
士
の
《D

eep
Tim

e
D

ream
ing

》
や
、
マ
ッ
ク
ス
・
コ
ル
バ
ッ
チ
ョ
の
《Cosm

ic
Traveler

》
な
ど
の
ア
ル
バ
ム
を
聴
き
な
が
ら
の
方
が
楽
し
い
。｢

フ
ォ
ー

カ
ス

｣

か
ら
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
あ
た
り
ま
で
導
い
て
く
れ
る
よ
う
で

10

12

あ
る
。

４
番
目
は
「
非
言
語
交
信
」
で
あ
る
。
指
示
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
を
、
心

中
に
映
像
化
す
る
訓
練
を
行
う
。
外
国
語
教
育
で
使
わ
れ
る
「
絵
教
材
」
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を
思
い
浮
か
べ
た
が
、
必
ず
し
も
簡
略
化
さ
れ
た
イ
メ
ー
ジ
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
つ
い
で
、「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
12

の
変
性
意
識
に
移
行
し
て
、
実
際
に
イ
メ
ー
ジ
に
よ
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
受

信
を
試
み
る
。
与
え
ら
れ
た
イ
メ
ー
ジ
が
何
を
意
味
す
る
か
理
解
す
る
訓

練
で
あ
り
、
夢
解
釈
に
長
け
て
い
る
人
間
に
は
難
し
く
な
い
。

た

た
だ
、
「
非
言
語
通
信
」
が
ど
こ
ま
で
有
効
か
、
疑
問
が
な
い
わ
け
で

は
な
い
。
ハ
イ
ヤ
ー
セ
ル
フ
（
高
次
の
自
己
）
や
、
故
人
と
の
通
信
だ
っ

た
ら
、
言
語
で
行
っ
て
も
構
わ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
シ
ャ
ー
マ
ニ
ズ
ム

の
神
が
か
り
な
ど
も
、
母
語
を
通
じ
て
行
わ
れ
て
い
る
の
だ
か
ら
。
僕
自

身
の
場
合
も
、
夢
な
ど
で
示
唆
的
な
言
葉
を
聴
く
こ
と
が
あ
る
が
、
そ
れ

は
日
本
語
で
行
わ
れ
る
。
英
語
が
聞
こ
え
る
こ
と
も
あ
る
が
、
重
要
な
内
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容
は
日
本
語
で
も
た
ら
さ
れ
る
。

ガ
イ
ド
が
人
間
と
は
限
ら
な
い
か
ら
「
非
言
語
通
信
」
が
必
要
だ
と
い

う
な
ら
、
単
語
の
羅
列
で
は
な
く
、
複
雑
な
内
容
な
ら
ど
う
伝
え
ら
れ
る

の
だ
ろ
う
か
。
「
こ
ん
に
ち
は
」
「
有
り
難
う
」
「
さ
よ
う
な
ら
」
ぐ
ら
い

な
ら
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
や
表
情
で
表
せ
る
が
、
抽
象
的
な
議
論
な
ど
お
手

上
げ
で
あ
る
。

夢
の
象
徴
を
用
い
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
。

例
え
ば
、
「
ネ
ク
タ
イ
」
が
出
て
き
た
ら
、
こ
れ
が
単
な
る
服
飾
品
な
の

か
、
社
会
的
地
位
を
表
す
の
か
、
ペ
ニ
ス
の
象
徴
な
の
か
は
、
当
人
が
見

て
い
る
夢
の
中
で
解
釈
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
自
分
自
身
の
無
意
識
が
表

現
し
た
イ
メ
ー
ジ
を
、
解
釈
す
る
こ
と
は
可
能
だ
ろ
う
が
、
他
人
と
象
徴

的
な
イ
メ
ー
ジ
を
元
に
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
し
た
場
合
、
双
方
に
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解
釈
の
ず
れ
は
生
じ
な
い
か
？

例
え
ば
、
「
社
会
的
地
位
を
求
め
よ
」
と
い
う
意
味
で
、
「
ネ
ク
タ
イ

を
探
し
て
い
る
」
イ
メ
ー
ジ
を
発
信
し
た
の
に
、
受
け
手
は
性
的
な
意
味

で
と
ら
え
て
し
ま
う
恐
れ
は
な
い
か
？

ま
あ
、
あ
ま
り
懐
疑
的
に
な
ら
な
い
方
が
い
い
だ
ろ
う
。
何
か
示
唆
的

な
イ
メ
ー
ジ
が
示
さ
れ
た
ら
、
そ
れ
が
内
な
る
自
己
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

か
、
宇
宙
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
か
問
う
こ
と
自
体
、
意
味
が
な
い
と
考
え

ら
れ
る
。

以
心
伝
心
の
よ
う
な
も
の
で
、
何
と
な
く
直
観
的
に
分
か
っ
て
し
ま
い
、

そ
れ
を
言
語
化
す
る
こ
と
は
、
イ
メ
ー
ジ
の
解
釈
に
過
ぎ
な
い
の
か
も
し

れ
な
い
。
与
え
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
に
対
し
て
、
感
謝
の
意
を
ジ
ェ
ス
チ

ャ
ー
で
示
せ
ば
い
い
だ
け
な
の
か
。
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と
い
う
の
も
、
僕
自
身
は
夢
の
中
で
、
日
本
語
で
話
し
た
こ
と
は
あ
る

が
、
「
非
言
語
通
信
」
は
ま
だ
や
っ
た
こ
と
が
な
い
の
で
、
実
態
が
分
か

っ
て
い
な
い
の
だ
ろ
う
。
実
際
の
通
信
は
、
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
で
行
わ

21

れ
る
こ
と
が
多
い
と
い
う
こ
と
だ
。
日
頃
か
ら
動
物
と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
し
て
い
る
な
ら
、
何
ら
か
の
役
に
立
つ
に
違
い
な
い
。

な
お
、
実
際
に
「
非
言
語
通
信
」
を
試
み
る
場
合
、
そ
の
た
め
の
場
所

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
方
が
、
う
ま
く
い
く
と
い
う
こ
と
だ
。
そ
れ
が
現
実
の

場
所
で
あ
る
必
要
は
な
い
。
夢
の
中
で
繰
り
返
し
現
れ
る
場
所
や
、
故
人

と
の
思
い
出
の
場
所
な
ら
、
通
信
し
や
す
い
の
で
は
な
い
か
。
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ウ
ェ
ー
ブ
Ⅴ
以
降
の
訓
練
は
、
当
初
市
販
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
こ
れ

を
体
験
す
る
に
は
、
モ
ン
ロ
ー
研
究
所
の
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
す
る
必
要
が

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
一
般
か
ら
の
強
い
要
望
で
、
つ
い
に
公
開
さ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
だ
け
に
、
精
神
的
に
深
い
体
験
を
も
た
ら
し
て
く
れ
る
。「
フ

ォ
ー
カ
ス

」
に
進
む
前
段
階
と
し
て
、
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
の
よ
り
深

15

12

い
状
態
を
体
験
す
る
こ
と
に
な
る
。
今
ま
で
は
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
の
状

10

態
を
介
し
て
、
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
に
進
ん
で
い
た
が
、
今
後
は
い
き
な

12

り
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
の
意
識
に
移
行
す
る
。
五
感
の
制
限
を
は
る
か
に

12

超
え
た
状
態
か
ら
、
さ
ら
に
深
い
意
識
へ
と
沈
潜
し
て
い
く
。

最
初
は
「
フ
リ
ー
フ
ロ
ー
」
な
の
で
、
今
ま
で
習
得
し
て
き
た
テ
ク
ニ
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ッ
ク
を
、
指
示
を
受
け
ず
に
自
分
自
身
で
試
し
て
み
る
段
階
で
あ
る
。
僕

自
身
は
過
去
の
場
面
を
想
起
し
、
そ
の
時
の
状
態
が
ど
こ
ま
で
再
現
で
き

る
か
試
み
た
。
す
る
と
、
そ
の
日
の
天
候
か
ら
周
囲
の
様
子
、
考
え
て
い

た
こ
と
ま
で
思
い
出
し
た
。

次
に
、
体
験
し
て
い
た
時
点
で
の
心
身
の
状
態
を
再
現
し
よ
う
と
試
み

た
。
も
ち
ろ
ん
、
現
在
の
自
分
が
、
そ
の
時
の
状
態
を
思
い
出
し
て
い
る

わ
け
だ
が
。
一
般
相
対
性
理
論
と
量
子
力
学
を
踏
ま
え
た
超
ひ
も
理
論
に

よ
れ
ば
、
宇
宙
は
人
間
が
体
感
し
て
い
る
３
次
元
に
と
ど
ま
ら
ず
、

次
11

元
で
構
成
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

時
間
の
ベ
ク
ト
ル
で
あ
る
４
次
元
も
、
ベ
ク
ト
ル
と
し
て
存
在
す
る
な

ら
、
バ
ー
チ
ャ
ル
な
形
で
移
動
で
き
な
い
か
と
考
え
た
。
ロ
バ
ー
ト
・
モ

ン
ロ
ー
の
言
う
よ
う
に
、
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
が
無
時
間
の
状
態
な
ら
、

15
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そ
れ
も
可
能
な
の
で
は
な
い
か
と
。

さ
ら
に
、
「
直
感
の
発
見
」
を
行
う
。
こ
れ
は
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
の

12

状
態
で
、
閃
き
な
ど
一
瞬
の
う
ち
に
真
実
を
知
っ
た
体
験
を
思
い
出
し
、

そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
心
理
状
態
で
行
わ
れ
た
か
、
自
分
自
身
で
検
証
し
、

い
つ
で
も
そ
れ
が
可
能
に
な
る
よ
う
に
す
る
の
が
目
的
で
あ
る
。

複
数
の
閃
き
の
体
験
を
思
い
出
し
、
そ
こ
か
ら
共
通
す
る
心
理
状
態
を

取
り
出
し
、
再
現
で
き
る
よ
う
に
訓
練
す
る
。
自
分
自
身
の
発
想
を
、
日

々
の
生
活
で
実
践
し
て
い
る
人
に
と
っ
て
は
、
す
で
に
修
得
し
て
い
る
技

術
で
あ
る
。

自
身
の
深
層
意
識
に
触
れ
る
状
態
に
は
、
「
共
時
性
」
が
関
わ
っ
て
い

る
こ
と
が
多
い
。
何
も
考
え
ず
に
本
を
開
く
と
、
い
き
な
り
見
た
い
ペ
ー
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ジ
が
出
て
く
る
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
時
の
感
覚
で
あ
る
。
ど
う
な
っ
て
い

る
か
予
想
す
る
と
き
、
周
囲
の
状
況
を
見
回
す
。
天
候
や
聞
こ
え
て
く
る

人
の
声
、
辺
り
に
漂
う
雰
囲
気
に
注
意
す
る
。
そ
こ
か
ら
、
知
り
た
い
と

思
っ
て
い
る
情
報
が
、
好
転
し
て
い
る
か
悪
化
し
て
い
る
か
判
断
す
る
。

深
層
意
識
で
は
把
握
し
て
い
る
が
、
意
識
が
知
ら
な
い
場
合
、
知
覚
が
ど

ん
な
も
の
に
注
目
し
た
か
を
見
極
め
、
推
測
を
立
て
る
の
で
あ
る
。
そ
の

後
、
自
分
の
推
測
が
当
た
っ
て
い
た
か
確
認
す
れ
ば
い
い
。

ち
ょ
っ
と
し
た
ア
イ
デ
ア
を
得
る
に
は
、
意
識
を
前
頭
葉
に
集
中
す
る

方
法
が
あ
る
。
顔
を
動
か
さ
ず
に
、
目
だ
け
上
を
向
く
よ
う
に
し
て
、
言

葉
が
出
て
く
る
の
を
待
つ
の
で
あ
る
。
こ
こ
で
述
べ
た
方
法
は
、
僕
自
身

が
修
得
し
た
も
の
な
の
で
、
他
の
人
に
と
っ
て
有
効
で
あ
る
か
ど
う
か
は

定
か
で
な
い
が
。
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閃
き
を
得
る
心
理
状
態
が
分
か
っ
た
ら
、
次
の
方
法
で
条
件
反
射
的
に
、

再
現
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
知
り
た
い
命
題
を
思
い
浮
か
べ
、
そ
の
心
理

状
態
に
移
り
、
大
き
く
吸
っ
て
止
め
、
「
＋
知
る
」
と
唱
え
て
息
を
吐
く

方
法
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
。
「
ヒ
ュ
ー
マ
ン
プ
ラ
ス
」
（
Ｈ
プ
ラ
ス
）
と

呼
ば
れ
る
方
法
で
あ
る
。

続
く
「
直
感
の
探
究
」
は
、
「
直
感
の
発
見
」
の
応
用
で
あ
る
。
直
感

を
妨
げ
て
い
る
固
定
観
念
を
自
覚
し
、
頭
上
に
解
き
放
つ
こ
と
で
、
心
の

深
層
か
ら
の
声
に
耳
を
傾
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
。
普
段
か
ら
閃
き
を
得

て
い
る
人
に
と
っ
て
は
、
改
め
て
行
う
ま
で
も
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
ま

た
、
固
定
観
念
の
正
体
が
分
か
っ
た
場
合
、
エ
ク
ス
サ
イ
ズ
の
最
初
に
、

そ
れ
を
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
箱
」
に
入
れ
て
し
ま
え
ば
い
い
。

- 143 -

さ
て
、
い
よ
い
よ
「
フ
ォ
ー
カ
ス

へ
の
入
門
」
で
あ
る
。
「
フ
ォ
ー

15

カ
ス

」
は
肉
体
が
眠
っ
て
い
て
、
意
識
が
目
覚
め
た
状
態
で
あ
る
。「
フ

10

ォ
ー
カ
ス

」
は
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
い
る
が
、
意
識
は
日
常
と
変
わ
ら
な

10

い
。
そ
の
状
態
で
音
楽
と
一
体
化
す
る
の
は
、
実
に
快
い
も
の
で
は
あ
る

が
。
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
に
な
る
と
、
変
性
意
識
の
状
態
に
入
る
。
拡
大

12

し
た
意
識
で
、
無
意
識
が
と
ら
え
た
わ
ず
か
の
情
報
に
も
、
ア
ク
セ
ス
す

る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
。
夢
見
に
似
た
状
態
で
あ
る
か
ら
、
想
像

力
の
世
界
に
身
を
ゆ
だ
ね
る
こ
と
が
で
き
る
。

と
こ
ろ
が
、
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
を
体
験
す
る
の
は
難
し
い
。
横
に
な

15

れ
ば
熟
睡
し
て
し
ま
う
し
、
座
っ
て
目
を
閉
ざ
し
て
い
て
も
眠
っ
て
し
ま

う
。
禅
僧
の
よ
う
に
半
眼
に
し
て
意
識
を
音
に
集
中
す
る
と
、
や
が
て
意

識
は
無
想
無
念
に
移
る
。
い
わ
ゆ
る
「
空
」
の
状
態
で
あ
る
。
時
間
の
束
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縛
か
ら
逃
れ
ら
れ
る
の
で
、
未
知
の
世
界
に
つ
な
が
る
関
門
と
な
っ
て
い

る
。
脳
波
を
測
れ
ば
、
熟
睡
状
態
の
デ
ル
タ
波
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
。

《
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
・
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
》
は
、
Ｃ
Ｄ

枚

回
に
も
及

18

36

ぶ
エ
ク
ス
サ
イ
ズ
の
コ
ー
ス
で
あ
り
、
な
か
な
か
踏
み
切
れ
な
い
人
が
多

い
だ
ろ
う
。
す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
そ
ん
な
場
合
に
勧
め
ら
れ
る
の

が
、
ジ
ョ
ン
・
ギ
ャ
レ
ン
バ
ー
ガ
ー
博
士
に
よ
る
《
ヘ
ミ
シ
ン
ク
に
よ
る

具
現
化
》
で
あ
る
。
自
分
の
願
望
を
実
現
さ
せ
る
「
具
現
化
」
は
、
「
フ

ォ
ー
カ
ス

」
の
状
態
で
起
こ
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
変
性
意
識
と
い

15

う
も
の
の
存
在
を
、
書
物
の
知
識
で
は
な
く
、
身
を
も
っ
て
体
験
で
き
る

の
だ
か
ら
。
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す
で
に
《
ヘ
ミ
シ
ン
ク
に
よ
る
具
現
化
》
を
体
験
し
て
い
る
な
ら
、「
創

造
と
具
現
化
」
の
エ
ク
ス
サ
イ
ズ
は
つ
ま
ら
な
い
か
と
い
う
と
、
そ
う
で

は
な
い
。
《
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
・
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
》
を
続
け
て
き
た
こ

と
で
、
ヘ
ミ
シ
ン
ク
の
誘
導
に
慣
れ
て
き
た
わ
け
だ
か
ら
、
そ
れ
だ
け
深

い
体
験
が
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

初
め
て
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
を
体
験
し
た
と
き
、
心
の
中
が
真
っ
白
で

15

何
も
考
え
な
い
状
態
を
保
持
す
る
の
は
、
き
わ
め
て
難
し
い
こ
と
だ
っ
た
。

な
ぜ
な
ら
、
「
空
」
の
状
態
を
維
持
す
る
の
に
慣
れ
て
い
な
い
た
め
、
知

ら
ぬ
う
ち
に
眠
っ
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。
座
禅
に
お
い
て
警
策
で
肩
を

叩
い
て
も
ら
う
の
も
、
「
空
」
の
意
識
が
熟
睡
し
て
い
る
状
態
と
き
わ
め

て
近
い
か
ら
だ
ろ
う
。

「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
に
入
っ
た
ら
、
「
創
造
と
具
現
化
」
の
エ
ク
ス
サ
イ

15
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ズ
に
入
る
。
自
分
が
望
ん
で
い
る
こ
と
を
実
現
す
る
た
め
に
、
そ
の
状
態

を
イ
メ
ー
ジ
す
る
の
で
あ
る
。
実
現
し
た
場
面
を
想
像
し
、
そ
の
と
き
取

る
で
あ
ろ
う
行
動
を
思
い
描
き
、
実
現
し
た
こ
と
を
知
人
に
報
告
す
る
場

面
な
ど
を
視
覚
化
す
る
。
す
る
と
、
相
手
は
何
か
を
話
し
出
す
か
ら
、
そ

の
言
葉
を
意
識
に
残
す
よ
う
に
す
る
。
願
望
を
「
具
現
化
」
す
る
た
め
の

ヒ
ン
ト
が
、
隠
さ
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
ら
。

「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
で
は
、
肉
体
は
眠
っ
て
い
て
も
意
識
は
覚
醒
し
て
鋭

12

敏
に
な
り
、
普
段
は
と
ら
え
ら
れ
な
い
こ
と
ま
で
敏
感
に
な
っ
て
い
た
。

意
識
は
肉
体
の
側
に
あ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
「
フ
ォ
ー
カ

ス

」
で
は
イ
メ
ー
ジ
し
た
世
界
の
中
に
ど
っ
ぷ
り
浸
か
る
の
で
、
自
分

つ

15
自
身
は
イ
メ
ー
ジ
し
て
い
る
世
界
の
中
に
移
動
し
て
い
る
。
夢
を
見
て
い

る
状
態
と
も
言
え
る
し
、
広
義
の
「
体
外
離
脱
」
の
状
態
に
移
行
し
て
い
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る
と
も
言
え
る
。

続
く
「
フ
ォ
ー
カ
ス

の
探
究
」
は
フ
リ
ー
フ
ロ
ー
な
の
で
、
時
間
の

15

存
在
し
な
い
状
態
で
、
過
去
や
未
来
へ
の
移
動
が
可
能
だ
と
さ
れ
る
。
例

え
ば
、
自
分
が
生
ま
れ
る
以
前
の
幻
影
が
見
え
た
と
し
て
も
、
そ
れ
が
果

た
し
て
「
前
世
」
か
ど
う
か
な
ど
確
認
す
る
方
法
は
な
い
。
た
だ
、
そ
れ

が
反
復
し
て
現
れ
た
場
合
、
自
分
自
身
の
内
面
に
深
く
関
わ
る
問
題
で
あ

る
可
能
性
が
あ
る
。

僕
自
身
が
行
っ
た
の
は
、
自
分
自
身
の
過
去
の
体
験
を
思
い
出
す
こ
と

で
あ
る
。
未
成
年
の
頃
や
、
小
さ
な
子
供
の
頃
、
断
片
的
に
覚
え
て
い
る

こ
と
が
あ
っ
た
ら
、
そ
の
日
は
ど
ん
な
状
況
だ
っ
た
か
、
思
い
出
し
て
み

る
と
い
い
。
ま
た
、
か
つ
て
住
ん
で
い
た
家
を
、
イ
メ
ー
ジ
の
中
で
再
構
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築
し
、
そ
の
中
を
歩
き
回
っ
た
り
、
寝
っ
転
が
っ
た
り
す
る
こ
と
を
想
像

し
て
み
よ
う
。
こ
れ
な
ら
比
較
的
容
易
に
で
き
る
は
ず
で
あ
る
。

「
前
世
療
法
」
と
言
わ
れ
る
も
の
も
、
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
の
状
態
で
、

15

前
世
の
自
分
が
何
で
あ
っ
た
か
教
え
て
下
さ
い
と
念
じ
る
と
、
何
ら
か
の

イ
メ
ー
ジ
が
現
れ
る
こ
と
を
指
す
よ
う
で
あ
る
。
そ
れ
が
現
在
の
自
分
の

コ
ン
プ
レ
ッ
ク
ス
と
関
わ
り
が
あ
る
場
合
、
前
世
と
関
係
が
あ
る
か
ど
う

か
は
別
と
し
て
、
無
意
識
の
深
層
に
沈
ん
で
い
た
イ
メ
ー
ジ
を
呼
び
起
こ

す
こ
と
で
、
何
ら
か
の
癒
し
の
効
果
が
期
待
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。
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《
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
・
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
》
私
見
６

「
ロ
ー
カ
ル
１
を
知
覚
す
る
」
で
は
、
肉
体
で
は
な
い
「
第
二
の
体
」
を

感
覚
的
に
知
る
た
め
の
訓
練
を
行
う
。
こ
こ
で
言
う
「
ロ
ー
カ
ル
１
」
と

は
、「
ヒ
アH

ere

」（
こ
ち
ら
の
世
界
）
で
、「
ロ
ー
カ
ル
２
」
の
「
ゼ
アThere

」

（
あ
ち
ら
の
世
界
）
と
対
置
す
る
も
の
で
あ
る
。
「
第
二
の
体
」
と
は
、

要
す
る
に
気
功
で
言
う
「
気
」
や
ヨ
ー
ガ
の
「
プ
ラ
ー
ナ
」
で
出
来
た
エ

ネ
ル
ギ
ー
体
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
に
お
け
る
「
微
細
体
」
で
、
意
識
を
保
っ

た
エ
ネ
ル
ギ
ー
体
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
こ
で
は
、
目
の
前
に
存
在
す
る
対
象
を
、
肉
体
の
手
で
は
な
く
、「
第

二
の
体
」
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
体
の
手
を
伸
ば
す
こ
と
で
、
普
段
は
ぴ
っ
た

り
重
な
っ
て
い
る
肉
体
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
体
に
ず
れ
を
生
じ
さ
せ
る
の
で
あ
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る
。
そ
の
感
覚
を
つ
か
む
こ
と
で
、
「
体
外
離
脱
」
の
こ
つ
を
得
る
の
で

あ
る
。

僕
の
場
合
、
目
の
前
に
お
茶
の
入
っ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
置
い
た
。
手

を
膝
の
上
に
置
い
た
ま
ま
、
肉
体
か
ら
「
第
二
の
体
」
の
手
が
飛
び
出
し

て
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
つ
か
む
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
。
実
際
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
体
の
手
を
視
覚
化
し
、
そ
の
手
が
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
つ
か
ん
で
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
の
抵
抗
や
お
茶
の
冷
た
さ
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
み
た
。
こ
れ
は

暗
示
に
よ
っ
て
、
自
己
催
眠
に
陥
ら
せ
て
い
る
だ
け
か
も
し
れ
な
い
が
、

そ
れ
に
つ
い
て
は
考
え
な
い
こ
と
に
し
て
、
実
験
を
継
続
す
る
こ
と
に
し

た
。

「
ロ
ー
カ
ル
１
で
の
拡
張
」
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
体
で
あ
る
「
第
二
の
体
」

を
振
動
さ
せ
、
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
で
知
覚
を
拡
張
す
る
要
領
で
、
エ
ネ

12
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ル
ギ
ー
を
増
幅
す
る
。
気
功
や
ヨ
ー
ガ
を
や
っ
て
い
る
場
合
は
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
体
の
知
覚
に
慣
れ
て
い
る
か
ら
、
容
易
に
増
幅
で
き
る
だ
ろ
う
。
そ

し
て
上
に
上
昇
す
る
こ
と
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
部
屋
の
中
を
浮
遊
す
る
の
で

あ
る
。
「
体
外
離
脱
」
を
実
感
し
な
く
て
も
、
と
に
か
く
浮
遊
し
な
が
ら

見
え
る
イ
メ
ー
ジ
を
想
像
す
る
の
で
あ
る
。

「
出
発
点
」
で
は
、
ウ
ェ
ー
ブ
Ⅲ
で
の
「
初
め
て
の
体
外
離
脱
」
の
復
習

を
行
う
。
こ
こ
で
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
体
の
拡
張
と
と
も
に
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
12

に
移
行
し
た
後
、
「
第
二
の
体
」
を
仰
向
け
か
ら
う
つ
ぶ
せ
に
回
す
よ
う

に
イ
メ
ー
ジ
す
る
。
丸
太
が
回
転
す
る
よ
う
な
感
覚
で
、
肉
体
か
ら
「
第

二
の
体
」
を
離
脱
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
ベ
ッ
ド
上
に
浮
き
上

が
っ
た
「
第
二
の
体
」
か
ら
、
肉
体
の
自
分
の
姿
を
眺
め
下
ろ
す
の
で
あ

る
。
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僕
自
身
は
若
い
頃
か
ら
気
功
を
や
っ
て
い
た
か
ら
、
「
体
外
離
脱
」
の

感
覚
は
何
度
も
経
験
し
て
き
た
。
ウ
ェ
ー
ブ
Ⅲ
で
久
し
振
り
に
体
験
し
た

と
き
も
感
激
し
た
。
肉
体
と
「
第
二
の
体
」
が
ず
れ
て
浮
き
上
が
り
、
浮

遊
し
な
が
ら
壁
を
突
き
抜
け
る
の
だ
か
ら
。
奇
妙
な
夢
を
見
て
い
る
感
覚

だ
が
、
起
き
て
い
る
と
き
の
よ
う
に
意
識
も
あ
る
。

ウ
エ
ー
ブ
Ⅲ
で
「
体
外
離
脱
」
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
人
は
、
ぜ
ひ
と
も

こ
こ
で
体
験
し
た
い
と
思
う
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
仮
に
狭
義
の
「
体
外
離

脱
」
が
体
験
で
き
な
く
て
も
、
失
望
す
る
必
要
は
な
い
。
そ
れ
は
頻
繁
に

起
こ
る
現
象
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
。
重
要
な
の
は
、
イ
メ
ー
ジ
で
い
い

か
ら
、
離
脱
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
、
意
識
を
天
井
に
投
射
し
、
そ
こ
か

ら
見
え
る
光
景
を
想
像
す
る
こ
と
で
あ
る
。
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
コ
ン
ウ
ェ
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イD
avid

Conw
ay

の
『
魔
術
』M

agic:an
occult

prim
er

に
も
、
意
識

を
壁
に
投
射
し
て
、
そ
こ
か
ら
室
内
を
観
察
す
る
こ
と
が
言
及
さ
れ
て
い

る
。晩

年
の
ロ
バ
ー
ト
・
モ
ン
ロ
ー
は
、
狭
義
の
「
体
外
離
脱
」
に
は
重
要

性
を
置
か
な
く
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
よ
り
も
、
肉
体
に
意
識
を
残
し
た
ま

ま
、
意
識
の
一
部
を
肉
体
の
外
部
に
投
射
し
て
、
部
屋
の
中
に
い
な
が
ら
、

外
の
世
界
を
探
索
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ

れ
を
「
フ
ェ
ー
ジ
ン
グ
」fading

と
呼
ん
で
い
る
。
人
間
の
意
識
は
想
像

力
に
よ
っ
て
、
同
時
に
複
数
の
知
覚
の
レ
ベ
ル
を
出
入
り
（
「
フ
ェ
ー
ズ

・
イ
ン
」fade

in

し
た
り
「
フ
ェ
ー
ズ
・
ア
ウ
ト
」fade

out

し
た
り
）

し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

も
し
、
道
教
の
修
行
に
関
心
あ
る
人
な
ら
、
Ｃ
・
Ｇ
・
ユ
ン
グ
と
リ
ヒ
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ア
ル
ト
・
ヴ
ィ
ル
ヘ
ル
ム
の
共
著
『
黄
金
の
華
の
秘
密
』
を
読
ん
だ
こ
と

が
あ
る
だ
ろ
う
。
気
を
練
っ
て
分
身
を
作
り
、
体
外
に
派
遣
す
る
方
法
が

述
べ
ら
れ
て
お
り
、
晩
年
の
ロ
バ
ー
ト
・
モ
ン
ロ
ー
が
行
っ
て
い
た
こ
と

と
、
体
験
の
上
で
は
大
き
な
違
い
が
な
い
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
道
教
で

気
を
練
る
こ
と
と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
体
を
振
動
さ
せ
、
増
幅
さ
せ
る
こ
と
は
、

ほ
ぼ
同
じ
こ
と
を
指
す
の
で
は
な
い
か
。

も
し
、
真
言
密
教
の
修
行
を
し
て
い
る
な
ら
、
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
の

12

意
識
が
拡
張
し
た
状
態
で
「
月
輪
観
」
を
修
し
、
自
身
の
意
識
が
光
と
と

も
に
拡
大
し
、
部
屋
を
超
え
て
屋
外
、
さ
ら
に
大
空
ま
で
広
が
っ
て
い
く

の
を
実
感
す
る
と
い
い
。
意
識
が
建
物
の
外
ま
で
拡
張
し
た
場
合
に
見
え

る
も
の
を
イ
メ
ー
ジ
し
、
自
身
が
「
宇
宙
意
識
」
で
あ
る
「
大
我
」
で
あ
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る
こ
と
を
実
感
す
る
と
い
い
。

こ
の
場
合
、
何
が
見
え
た
と
い
う
こ
と
が
重
要
な
の
で
は
な
く
、
自
身

の
意
識
が
「
大
我
」
で
あ
り
、
自
身
が
「
大
日
如
来
」
（
の
分
身
）
で
あ

る
と
感
じ
る
こ
と
で
あ
る
。
「
大
我
」
を
感
じ
る
と
い
う
の
は
、
「
小
我
」

が

幻

に
過
ぎ
な
い
こ
と
を
悟
る
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。

ま
ぼ
ろ
し

ロ
バ
ー
ト
・
モ
ン
ロ
ー
に
よ
れ
ば
、
前
世
の
自
分
は
何
か
と
問
う
こ
と

自
体
は
、
そ
れ
ほ
ど
重
要
な
こ
と
で
は
な
い
ら
し
い
。
な
ぜ
な
ら
、
魂
は

無
数
の
転
生
を
繰
り
返
し
て
き
て
い
る
か
ら
、
無
数
の
人
生
を
体
験
し
た

魂
の
総
体
が
、
か
つ
て
の
自
分
で
あ
る
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
れ
を
敷
衍
し
て
い
け
ば
、
無
数
の
魂
が
「
宇
宙
意
識
」
で
あ
り
、
個

ふ

え

ん

別
の
「
自
我
」
は
仮
の
姿
で
し
か
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
す
べ
て
の

魂
が
一
つ
の
魂
と
つ
な
が
っ
て
い
る
。
真
言
密
教
は
「
一
即
多
、
多
即
一
」
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の
『
華
厳
経
』
の
世
界
観
が
発
展
し
た
も
の
で
あ
り
、
大
日
如
来
は
さ
ま

ざ
ま
な
存
在
に
展
開
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
存
在
が
大
日
如
来
の
表
れ
で
あ
る

と
い
う
こ
と
で
、
互
い
に
つ
な
が
り
合
っ
て
い
る
。
ホ
ロ
グ
ラ
ム
の
よ
う

に
、
部
分
に
全
体
の
情
報
が
詰
ま
っ
て
い
る
。
時
空
を
超
え
意
識
を
移
動

す
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
ホ
ロ
グ
ラ
ム
の
よ
う
な
構

造
が
根
底
に
あ
る
か
ら
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

「
非
物
質
の
友
人
」
と
い
う
の
は
、
ガ
イ
ド
や
ヘ
ル
パ
ー
と
呼
ば
れ
る
目

に
見
え
な
い
生
命
体
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
正
体
は
「
内
な
る
高
次
の
自

分
」
か
も
し
れ
な
い
が
。
こ
の
ト
ラ
ッ
ク
を
初
め
て
聴
い
た
夜
に
現
れ
た

存
在
が
、
自
分
に
と
っ
て
の
ガ
イ
ド
だ
ろ
う
と
考
え
る
こ
と
に
し
た
。

実
は
、
ま
だ
二
十
代
の
頃
に
、
数
人
の
ガ
イ
ド
が
夢
に
現
れ
、
前
世
で

死
ん
だ
自
分
の
墓
に
連
れ
て
い
か
れ
た
。
ま
あ
、
単
な
る
夢
じ
ゃ
な
い
か
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と
考
え
る
か
、
そ
れ
が
ガ
イ
ド
だ
よ
と
言
う
か
は
、
人
に
よ
っ
て
違
う
だ

ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
、
そ
の
頃
は
ヘ
ミ
シ
ン
ク
な
ど
知
ら
な
か
っ
た
が
。

《
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
・
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
》
を
実
践
し
て
い
る
人
の
何
割

か
は
、
「
体
外
離
脱
」
を
目
的
と
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
今
回
は
「
第
二

の
体
」
を
ガ
イ
ド
に
引
っ
張
っ
て
も
ら
い
、
「
体
外
離
脱
」
を
体
験
す
る

こ
と
に
な
る
。
と
り
あ
え
ず
、
ガ
イ
ド
が
脇
に
い
る
と
考
え
、
そ
れ
に
導

か
れ
て
離
脱
し
、
屋
根
の
上
に
出
て
、
家
の
周
辺
を
眺
め
る
こ
と
を
視
覚

化
し
よ
う
。
あ
く
ま
で
も
、
最
初
は
想
像
な
の
だ
が
。

た
と
え
、
狭
義
の
「
体
外
離
脱
」
は
で
き
な
く
て
も
、
肉
体
に
意
識
を

残
し
た
ま
ま
、
外
界
を
探
索
す
る
「
フ
ェ
ー
ジ
ン
グ
」
の
能
力
が
身
に
つ

け
ば
い
い
わ
け
だ
か
ら
。
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僕
自
身
が
「
体
外
離
脱
」
を
初
め
て
体
験
し
た
の
は
、
蔵
密
気
功
（
チ

ベ
ッ
ト
密
教
の
気
功
）
を
毎
日
や
っ
て
い
た
頃
で
あ
る
。
高
藤
聡
一
郎
氏

の
『
神
秘
！

チ
ベ
ッ
ト
密
教
入
門
』
は
、
チ
ベ
ッ
ト
土
着
の
宗
教
ボ
ン

教
の
瞑
想
法
を
紹
介
し
た
も
の
だ
が
、
ボ
ン
教
自
体
も
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
と

習
合
し
て
、
ほ
と
ん
ど
仏
教
化
し
て
い
る
。
同
書
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
の

は
、
仏
教
化
し
た
ボ
ン
教
の
瞑
想
で
あ
る
。
そ
れ
も
、
中
国
語
で
書
か
れ

た
本
が
ネ
タ
に
な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

道
教
の
気
功
と
異
な
る
の
は
、
真
言
を
唱
え
な
が
ら
、
気
を
体
内
で
移

動
さ
せ
る
点
で
あ
る
。
観
想
だ
け
で
は
、
小
周
天
を
達
成
す
る
の
も
容
易

で
は
な
い
が
、
真
言
を
発
し
て
音
と
と
も
に
気
を
移
動
さ
せ
る
と
、
は
る

か
に
上
達
が
早
い
。
体
内
で
気
を
移
動
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
ら
、
観
音

菩
薩
と
一
体
化
す
る
瞑
想
や
、
チ
ャ
ク
ラ
を
開
発
す
る
瞑
想
を
行
う
。
太
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陽
か
ら
気
を
取
り
入
れ
る
「
大
日
如
来
治
病
法
」
は
、
健
康
増
進
に
向
い

て
い
る
。
「
攤
屍
法
」
と
い
う
の
は
、
力
を
抜
い
て
屍
の
よ
う
に
横
た
わ

た

ん

し

っ
て
行
う
瞑
想
法
だ
が
、
初
心
者
は
立
っ
た
ま
ま
の
方
が
行
い
や
す
い
。

気
を
白
い
球
と
し
て
視
覚
化
し
、
そ
れ
を
体
内
で
移
動
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

そ
こ
ま
で
修
得
し
た
段
階
で
「
気
離
人
体
法
」
を
行
う
。
気
を
上
下
に

移
動
さ
せ
て
、
眉
間
か
頭
頂
か
ら
抜
け
出
て
い
く
修
行
で
あ
る
。
そ
れ
を

続
け
て
い
く
う
ち
に
、
睡
眠
中
に
肉
体
と
「
第
二
の
体
」
に
ず
れ
が
生
じ
、

ベ
ッ
ド
の
上
に
抜
け
出
る
体
験
を
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
壁
を
す
り
抜
け

る
と
い
う
感
覚
も
分
か
っ
た
。
僕
の
経
験
か
ら
す
れ
ば
、
「
体
外
離
脱
」

を
目
指
す
な
ら
、
時
間
は
か
か
る
が
こ
の
方
法
が
確
実
だ
ろ
う
。

ロ
バ
ー
ト
・
モ
ン
ロ
ー
は
「
体
外
離
脱
」
に
関
し
て
、
他
の
知
的
生
命
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体
に
手
助
け
し
て
も
ら
っ
た
と
書
い
て
い
る
。
「
第
二
の
体
」
が
肉
体
か

ら
抜
け
出
る
よ
う
に
、
引
き
出
し
て
も
ら
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
こ
れ
と

同
じ
よ
う
な
こ
と
は
、
チ
ベ
ッ
ト
密
教
の
「
ポ
ア
」
で
も
あ
る
と
い
う
。

「
ポ
ア
」
は
「
転
識
」
と
訳
さ
れ
、
死
の
瞬
間
に
極
楽
往
生
す
る
た
め
の

て
ん
じ
き

修
行
で
あ
る
。
解
脱
で
き
る
か
ど
う
か
は
、
頭
頂
の
梵
穴
か
ら
「
体
外
離

脱
」
で
き
る
か
に
か
か
っ
て
い
る
ら
し
い
。
そ
の
た
め
に
、
生
前
に
離
脱

す
る
訓
練
を
行
い
、
そ
れ
が
で
き
な
い
場
合
、
体
得
し
た
人
間
の
「
第
二

の
体
」
に
、
自
分
の
「
第
二
の
体
」
を
肉
体
か
ら
引
き
出
し
て
も
ら
う
の

だ
と
い
う
。

チ
ベ
ッ
ト
仏
教
カ
ギ
ュ
派
の
「
ナ
ー
ロ
ー
の
六
法
」
の
「
ポ
ア
」
は
、

複
雑
す
ぎ
て
ラ
マ
の
許
で
修
行
し
な
け
れ
ば
、
体
得
は
難
し
い
だ
ろ
う
。

も
と

高
藤
聡
一
郎
氏
の
『
秘
伝
！

チ
ベ
ッ
ト
密
教
奥
義
』
に
は
そ
の
概
要
が
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述
べ
ら
れ
て
い
る
が
。
中
国
人
向
け
に
開
発
さ
れ
た
「
李
仲
愚
医
師
の
開

頂
法
」
な
ら
、
日
本
人
で
も
可
能
か
も
し
れ
な
い
。

も
し
、
「
ポ
ア
」
を
体
得
し
た
場
合
、
死
の
瞬
間
に
ど
う
す
れ
ば
解
脱

で
き
る
か
に
つ
い
て
は
、
高
藤
氏
の
同
書
を
読
み
直
し
て
み
た
。
ナ
ー
ロ

ー
の
六
法
の
う
ち
、
「
中
有
」
の
行
に
つ
い
て
理
解
し
て
お
く
必
要
が
あ

ち
ゅ
う
う

る
。
死
の
過
程
で
肉
体
を
構
成
す
る
「
四
大
」
が
崩
壊
す
る
と
、
白
い
光
、

赤
い
光
、
闇
の
イ
メ
ー
ジ
の
後
、
青
空
の
よ
う
な
「
浄
光
明
」
が
出
現
す

る
。「
四
大
」
の
崩
壊
が
始
ま
っ
た
ら
、
す
ぐ
に
「
ポ
ア
」
を
実
施
す
る
。

自
身
の
意
識
を
「
空
」
の
状
態
に
し
、
自
身
の
肉
体
に
「
子
光
明
」
を
発

生
さ
せ
る
。
頭
頂
の
上
に
「
母
光
明
」
が
現
れ
る
の
で
、
「
真
言
」
を
唱

え
て
弾
丸
の
よ
う
に
、
頭
頂
の
梵
穴
か
ら
抜
け
出
し
て
、
「
母
光
明
」
と

一
体
化
す
れ
ば
解
脱
す
る
。
真
言
密
教
の
考
え
方
か
ら
す
れ
ば
、
法
身
「
大
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日
如
来
」
と
一
つ
に
な
る
の
で
あ
る
。

こ
れ
が
う
ま
く
い
か
な
い
と
、「
浄
光
明
」
は
消
え
て
、
光
の
弱
い
「
濁

光
明
」
に
移
行
し
、「
第
二
の
体
」
が
梵
穴
以
外
か
ら
抜
け
出
て
し
ま
う
。

す
る
と
、
中
有
の
体
が
出
現
す
る
。
六
道
に
輪
廻
す
る
の
を
避
け
る
た
め

に
は
、
闇
の
イ
メ
ー
ジ
、
赤
い
光
、
白
い
光
の
状
態
に
、
意
識
を
戻
し
て

「
ポ
ア
」
を
行
え
ば
、
解
脱
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
。

ロ
バ
ー
ト
・
モ
ン
ロ
ー
の
よ
う
に
、
「
体
外
離
脱
」
を
頻
繁
に
体
験
す

る
人
は
珍
し
い
。
ど
う
し
て
難
し
い
の
か
と
言
え
ば
、
横
に
な
っ
て
ヘ
ミ

シ
ン
ク
を
行
う
と
、
途
中
で
熟
睡
し
て
し
ま
う
か
ら
で
あ
る
。「
明
晰
夢
」

に
似
た
体
験
な
の
で
、
意
識
を
保
ち
な
が
ら
夢
を
見
る
と
い
う
、
覚
醒
と

睡
眠
の
中
間
状
態
を
保
つ
必
要
が
あ
る
。
し
か
も
、
肉
体
と
「
第
二
の
体
」
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が
ず
れ
て
い
く
感
覚
は
、
期
待
し
て
い
る
と
起
こ
ら
ず
、
期
待
し
な
い
の

に
勝
手
に
起
こ
る
か
ら
で
あ
る
。

い
よ
い
よ
《
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
・
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
》
は
終
盤
に
差
し

か
か
っ
た
。
「
ロ
ー
カ
ル
２
へ
の
移
動
」
で
は
、
初
め
て
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
を
体
験
す
る
こ
と
に
な
る
。「
フ
ォ
ー
カ
ス
」
の
番
号
の
付
け
方
は
、

21恣
意
的
な
気
も
す
る
が
、
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
か
ら
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
、

10

12

ま
た
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
へ
の
移
動
は
、
比
較
的
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
た
。

15

そ
れ
は
数
字
が
離
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
は
「
ロ
ー
カ
ル
２
」
、
こ
の
世
と
あ
の
世
の
境
界
線

21

ま
で
移
動
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
移
動
す
る
の
に
多
く
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が

必
要
だ
と
感
じ
た
。
「
第
二
の
体
」
が
振
動
し
て
い
る
の
を
感
じ
る
よ
う

に
指
示
が
出
る
。
そ
の
際
に
、
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
バ
ー
・
ツ
ー
ル
」
を
利
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用
す
る
と
い
い
。
紫
の
光
が
胸
に
注
ぎ
込
ま
れ
る
こ
と
で
、「
第
二
の
体
」

の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
増
し
て
い
く
の
を
覚
え
る
の
で
あ
る
。

到
着
し
て
す
ぐ
に
感
じ
た
の
は
、
目
に
見
え
な
い
も
の
の
動
き
で
あ
る
。

や
が
て
、
明
る
く
輝
く
白
い
光
が
現
れ
る
。
こ
れ
は
死
の
直
後
に
見
ら
れ

る
と
い
う
光
だ
ろ
う
か
。

「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
に
移
っ
た
途
端
、
何
者
か
が
目
の
前
を
よ
ぎ
っ
て
い

21

る
よ
う
だ
っ
た
。
し
か
し
、
異
空
間
に
慣
れ
て
い
な
い
た
め
、
よ
く
見
え

な
か
っ
た
。
や
が
て
、
林
の
中
を
移
動
し
て
い
る
よ
う
な
気
が
し
て
、
正

面
に
現
れ
た
の
は
、
荒
れ
狂
っ
た
大
河
だ
っ
た
。
こ
れ
が
い
わ
ゆ
る
「
三
途

さ

ん

ず

の
川
」
か
と
感
じ
た
。

次
に
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
に
戻
っ
て
く
る
。
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
と
ど

12

21

う
違
う
か
比
較
す
る
た
め
で
あ
る
。
最
初
の
体
験
で
は
、
「
フ
ォ
ー
カ
ス
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」
に
達
す
る
の
に
あ
ま
り
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
要
す
る
の
と
、
何
か
現
れ

21る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
緊
張
で
、
か
な
り
疲
労
を
感
じ
て
し
ま
っ
た
。

「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
に
戻
っ
て
き
た
ら
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
心
の
広
が
り

12

に
ほ
っ
と
し
た
。

「
フ
ォ
ー
カ
ス

で
の
フ
リ
ー
フ
ロ
ー
（
自
由
遊
泳
）
」
を
も
っ
て
、
《
ゲ

21

ー
ト
ウ
ェ
イ
・
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
》
は
総
仕
上
げ
と
な
る
。
ガ
イ
ド
に

理
解
と
援
助
を
求
め
る
。
よ
く
分
か
ら
な
い
場
合
で
も
、
ガ
イ
ド
が
寄
り

添
っ
て
い
て
い
て
く
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
る
の
が
コ
ツ
ら
し
い
。

「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
は
、
こ
の
世
と
あ
の
世
に
ま
た
が
っ
た
辺
り
に
広
が

21

っ
て
い
る
と
い
う
。
こ
こ
で
は
ガ
イ
ド
や
亡
く
な
っ
た
人
と
出
会
う
こ
と

が
多
い
と
言
わ
れ
る
。
以
前
、
夢
の
中
に
亡
父
が
出
て
き
て
、
感
激
し
た

僕
が
駆
け
寄
っ
て
い
く
と
、
「
何
で
こ
ん
な
所
ま
で
会
い
に
来
た
ん
だ
」
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と
父
は
驚
い
て
い
た
。
普
通
の
夢
と
異
な
る
の
は
、
い
わ
ゆ
る
「
明
晰
夢
」

だ
っ
た
点
で
あ
る
。「
ま
た
会
い
に
来
る
か
ら
」
と
言
っ
た
き
り
で
あ
る
。

今
度
父
と
再
会
し
た
ら
、
い
ろ
い
ろ
話
し
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

今
の
と
こ
ろ
、「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
の
状
態
で
は
父
と
話
し
て
い
な
い
。

21

た
だ
、
父
の
顔
が
あ
り
あ
り
と
現
れ
、
生
き
て
い
る
よ
う
に
そ
の
表
情
が

変
化
す
る
。
会
い
た
い
と
思
っ
て
い
る
の
で
、
喜
ん
で
い
て
く
れ
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。
イ
メ
ー
ジ
が
呼
び
水
と
な
る
と
い
う
か
ら
、
実
際
に
は
近

く
に
い
る
の
に
、
声
が
聞
こ
え
な
い
だ
け
か
も
し
れ
な
い
。

最
後
に
、
今
ま
で
体
験
し
た
「
フ
ォ
ー
カ
ス
」
に
つ
い
て
、
簡
単
に
印

象
を
述
べ
て
お
く
こ
と
に
す
る
。
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
は
肉
体
は
眠
っ
て

10

い
て
、
心
が
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
い
る
状
態
で
あ
る
。
「
一
息
法
」
で
ヘ
ミ

- 167 -

シ
ン
ク
な
し
で
も
、
す
ぐ
に
移
行
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
の
状
態
で

好
き
な
音
楽
を
聴
け
ば
、
「
メ
タ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」
を
聴
い
て
い
る
か
の

よ
う
に
、
音
と
一
体
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
は
心
が
肉
体
の
限
界
を
超
え
て
広
が
っ
て
い
る
状
態

12

で
、
ア
イ
デ
ア
を
探
っ
た
り
な
ど
、
想
像
力
を
働
か
せ
る
の
に
は
い
い
。

ま
た
、
「
体
外
離
脱
」
が
起
き
や
す
い
状
態
で
も
あ
る
。
意
識
が
拡
大
し

て
い
る
の
で
、
も
っ
と
も
自
由
な
感
覚
が
味
わ
え
る
。

「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
は
時
間
の
な
い
、
た
だ
存
在
す
る
状
態
で
あ
る
。「
空
」

15

の
意
識
と
な
り
、
身
を
任
せ
る
と
自
我
が
消
え
て
い
く
。
そ
の
状
態
を
持

続
す
る
の
は
難
し
く
、
と
も
す
る
と
眠
り
に
落
ち
て
し
ま
う
。
一
方
、
実

現
し
た
い
内
容
を
イ
メ
ー
ジ
化
す
る
こ
と
で
、
具
現
化
を
可
能
に
す
る
「
祈

り
」
の
状
態
で
も
あ
る
。
過
去
や
未
来
に
移
動
す
る
こ
と
も
可
能
だ
と
さ
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れ
る
。
夢
を
見
て
い
る
状
態
に
近
い
の
で
、
広
義
の
「
体
外
離
脱
」
を
し

て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
若
い
頃
の
自
分
に
戻
っ
て
、
そ
の
状
態
を
持

ち
帰
れ
る
な
ら
、
若
返
り
す
る
こ
と
も
可
能
だ
ろ
う
。

「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
は
ま
だ
数
回
し
か
体
験
し
て
お
ら
ず
、
先
に
述
べ
た

21

こ
と
以
外
は
、
ま
だ
体
験
し
て
い
な
い
。
し
ば
ら
く
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
15

と
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
を
復
習
し
て
、
よ
り
深
い
体
験
を
し
て
み
る
と
い

21

い
。
時
間
的
に
余
裕
が
あ
る
な
ら
、
《
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
・
エ
ク
ス
ペ
リ
エ

ン
ス
》
の
全
体
か
ら
、
重
要
と
思
わ
れ
る
ト
ラ
ッ
ク
だ
け
、
復
習
し
て
い

く
と
い
う
の
も
い
い
。
外
国
語
の
学
習
と
同
じ
で
、
基
礎
が
で
き
て
い
な

け
れ
ば
、
そ
れ
よ
り
深
い
体
験
を
す
る
こ
と
は
難
し
い
か
ら
で
あ
る
。

「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
よ
り
も
高
次
の
「
フ
ォ
ー
カ
ス
」
を
体
験
す
る
に
は

21

ど
う
し
た
ら
い
い
か
。
不
治
の
病
に
冒
さ
れ
た
患
者
向
け
の
《
ゴ
ー
イ
ン
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グ
・
ホ
ー
ム
》
は
、
死
後
の
意
識
状
態
も
扱
い
、
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
ま

27

で
体
験
で
き
る
よ
う
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

さ
ら
に
高
次
の
「
フ
ォ
ー
カ
ス
」
を
体
験
す
る
に
は
、
モ
ン
ロ
ー
研
究

所
の
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
す
れ
ば
い
い
わ
け
だ
が
、
受
講
料
は
安
い
と
は
言

え
な
い
。
大
枚
を
は
た
く
前
に
、
《
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
・
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン

ス
》
を
復
習
し
て
お
く
べ
き
だ
ろ
う
。
ま
た
、
ガ
イ
ド
の
導
き
が
あ
れ
ば
、

「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
か
ら
、
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
以
上
の
高
次
の
「
フ
ォ

15

27

ー
カ
ス
」
に
も
移
動
で
き
る
と
い
う
か
ら
、
自
身
の
体
験
を
深
め
て
い
く

こ
と
の
方
が
重
要
だ
ろ
う
。
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《
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
・
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
》
私
見
７

長
い
間
、
モ
ン
ロ
ー
研
究
所
か
ら
発
売
さ
れ
て
い
る
《
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ

・
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
》
に
は
、
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
ま
で
し
か
収
録
さ

21

れ
て
い
な
か
っ
た
。
肉
体
が
眠
っ
た
ま
ま
精
神
は
目
覚
め
て
い
る
「
フ
ォ

ー
カ
ス

」
、
意
識
が
肉
体
を
超
え
て
広
が
る
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
、
時

10

12

間
が
停
止
し
た
状
態
、
創
造
と
具
現
化
の
場
で
あ
る
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
15

ま
で
は
、
繰
り
返
し
体
験
し
て
き
た
が
、
こ
の
世
と
あ
の
世
の
境
界
と
言

わ
れ
る
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
は
、
ま
だ
十
分
に
習
得
し
て
い
る
と
は
言
え

21

な
い
。

そ
れ
は
意
識
を
保
ち
続
け
る
の
が
困
難
で
、
す
ぐ
に
眠
っ
て
し
ま
う
た

め
で
あ
る
。
深
い
睡
眠
に
入
り
な
が
ら
、
意
識
を
明
確
に
保
つ
こ
つ
を
身
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に
着
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
モ
ン
ロ
ー
研
究
所
か
ら
新
た
に
発
売
さ
れ

た
「
ウ
ェ
ー
ブ
Ⅶ
」
は
、
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
の
復
習
か
ら
始
ま
る
の
で

21

あ
る
。

そ
の
前
に
、
確
認
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
「
フ

ォ
ー
カ
ス

」
ま
で
習
得
し
て
い
た
場
合
、
さ
ら
に
上
の
意
識
を
体
験
す

21

る
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
、
《
ゴ
ー
イ
ン
グ
・
ホ
ー
ム
》
が
す
で
に
販
売
さ

れ
て
お
り
、
今
回
発
売
さ
れ
た
《
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
・
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
》

の
「
ウ
ェ
ー
ブ
Ⅶ
」
と
ど
う
異
な
る
の
か
、
ど
ち
ら
を
体
験
す
べ
き
か
と

い
う
問
題
で
あ
る
。

自
分
自
身
の
印
象
か
ら
す
る
と
、《
ゴ
ー
イ
ン
グ
・
ホ
ー
ム
》
の
方
が
、

は
る
か
に
受
け
容
れ
や
す
い
。
と
い
う
の
も
、
こ
ち
ら
は
死
を
受
容
す
る

た
め
に
作
ら
れ
た
患
者
用
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
《
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
・
エ
ク
ス
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ペ
リ
エ
ン
ス
》
を
体
験
し
て
い
な
い
場
合
で
も
、
患
者
の
意
識
を
「
フ
ォ

ー
カ
ス

」
か
ら
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
「
フ
ォ
ー
カ

10

12

15

ス

」
ま
で
導
い
た
後
、
死
後
の
世
界
を
疑
似
体
験
で
き
る
よ
う
に
、
工

21
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

ベ
ッ
ド
か
ら
魂
だ
け
抜
け
出
す
よ
う
に
想
像
し
、
草
原
で
飛
行
機
に
乗

っ
て
大
空
を
飛
行
す
る
。
言
葉
を
し
ゃ
べ
る
鳥
に
促
さ
れ
、
自
力
で
空
を

飛
ん
で
い
く
。
そ
れ
と
な
く
「
体
外
離
脱
」
を
促
さ
れ
、
死
後
の
魂
が
物

質
世
界
に
縛
り
つ
け
ら
れ
た
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
や
、
生
前
の
信
仰
に
し

23

が
み
つ
い
た
「
信
念
体
系
領
域
」
で
あ
る
「
フ
ォ
ー
カ
ス

～

」
を
超

24

26

え
て
、
魂
の
休
息
の
場
で
「
公
園
」
と
も
呼
ば
れ
る
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
27

へ
移
行
す
る
術
を
習
得
す
る
。
そ
の
上
で
、
自
分
の
意
思
で
こ
の
世
と
別

れ
る
と
き
を
決
め
る
の
で
あ
る
。
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こ
れ
は
患
者
用
に
作
ら
れ
て
い
る
が
、
健
康
な
人
間
が
死
後
の
意
識
状

態
を
、
擬
似
的
に
体
験
す
る
こ
と
に
も
利
用
で
き
る
。
ス
ト
ー
リ
ー
に
従

っ
て
、
空
想
の
世
界
を
楽
し
み
、
宇
宙
空
間
を
目
の
当
た
り
に
す
る
。
背

ま

景
に
流
れ
る
音
楽
、J.S

.Epperson

の
《H

igher

》
も
、
神
秘
体
験
へ
の

参
入
を
促
し
て
く
れ
る
。
自
己
救
済
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。

一
方
、《
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
・
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
》
の
「
ウ
エ
ー
ブ
Ⅶ
」

は
、
死
後
の
世
界
を
理
解
し
、
死
ん
だ
ば
か
り
で
迷
っ
て
い
る
魂
を
救
済

す
る
「
リ
ト
リ
ー
バ
ル
」
が
目
的
で
あ
る
。
ま
た
、
《
ゴ
ー
イ
ン
グ
・
ホ

ー
ム
》
で
は
、
通
過
す
る
だ
け
だ
っ
た
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
や
「
フ
ォ
ー

23

カ
ス

」
も
し
っ
か
り
体
験
す
る
の
で
あ
る
。

25
す
で
に
「
ウ
ェ
ー
ブ
Ⅵ
」
ま
で
は
習
得
し
て
い
る
こ
と
が
前
提
な
の
で
、
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「
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
ボ
ッ
ク
ス
」「
レ
ゾ
ナ
ン
ト
・
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
」「
レ

ゾ
ナ
ン
ト
・
エ
ナ
ジ
ー
・
バ
ル
ー
ン
」
「
ア
フ
ァ
メ
ー
シ
ョ
ン
」
を
次
々

と
こ
な
し
た
後
に
、

の
数
字
を
思
い
浮
か
べ
、
息
を
吐
く
と
同
時
に
「
フ

10

ォ
ー
カ
ス

」
に
移
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
慣
れ
て
い
て
も
、
か
な

10

り
忙
し
い
。

続
い
て
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
に
移
行
し
た
後
、
エ

12

15

ネ
ル
ギ
ー
体
の
振
動
を
高
め
て
、
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
に
移
行
す
る
よ
う

21

に
指
示
さ
れ
る
。
た
だ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
体
の
振
動
を
高
め
る
方
法
は
、
具

体
的
に
は
指
示
さ
れ
な
い
。
自
分
の
方
法
で
は
、
心
臓
の
部
分
に
「
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
バ
ー
・
ツ
ー
ル
」
を
当
て
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

充

填
を
図
る

じ
ゆ
う
て
ん

よ
う
に
す
る
。
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ボ
イ
ジ
ャ
ー
１
で
は
、
イ
ン
ナ
ー
・
ヘ
ル
パ
ー
と
と
も
に
、
ト
ー
タ
ル

・
セ
ル
フ
の
探
究
を
行
う
。
イ
ン
ナ
ー
・
へ
ル
パ
ー
と
は
守
護
霊
み
た
い

存
在
で
、
生
ま
れ
た
と
き
か
ら
見
守
っ
て
く
れ
て
い
る
生
命
体
だ
と
い
う
。

ま
ず
、
イ
ン
ナ
ー
・
ヘ
ル
パ
ー
と
の
関
係
を
問
わ
れ
る
。
「
あ
な
た
と
ヘ

ル
パ
ー
と
は
ど
ん
な
関
係
で
あ
る
か
」
と
。

こ
こ
で
は
心
の
声
に
耳
を
傾
け
る
要
領
で
行
え
ば
い
い
。
話
し
相
手
と

し
て
実
体
化
さ
れ
る
方
が
珍
し
い
。
夢
を
見
て
い
て
、
そ
の
存
在
を
感
じ

た
こ
と
は
あ
る
が
。
僕
の
場
合
は
、
前
世
の
自
分
の
墓
に
連
れ
て
行
か
れ

た
り
、
チ
ャ
ク
ラ
内
部
に
導
か
れ
て
啓
示
を
受
け
た
り
し
た
。

さ
て
、
こ
こ
で
は
そ
の
ほ
か
、
「
過
去
に
生
き
て
き
た
人
生
」
「
い
く

つ
人
生
を
生
き
て
き
た
の
か
」
「
そ
の
中
で
重
要
な
三
つ
の
人
生
」
「
こ

の
人
生
の
目
標
」
「
目
標
を
達
成
す
る
最
も
よ
い
方
法
」
を
問
い
、
受
け
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取
っ
た
情
報
に
つ
い
て
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
た
ら
、
す
ぐ
に
戻
っ
て
く
る

と
い
う
意
思
を
表
明
し
、
イ
ン
ナ
ー
・
ヘ
ル
パ
ー
に
別
れ
を
告
げ
る
。
行

き
と
は
反
対
に
、
「
フ
ォ
ー
ン
ス

」
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
「
フ
ォ
ー
カ
ス

21

15

」
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
の
順
に
戻
っ
て
、
目
が
覚
め
る
と
こ
ろ
で
終
わ

12

10

る
。こ

の
世
と
あ
の
世
の
境
界
と
さ
れ
る
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
は
、
何
と
な

21

く
イ
メ
ー
ジ
で
き
た
だ
け
だ
が
、
そ
の
先
に
進
ん
で
み
る
こ
と
に
し
た
。

僕
の
場
合
、
《
ゴ
ー
イ
ン
グ
・
ホ
ー
ム
》
で
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
ま
で
聞

27

い
て
い
る
の
で
、
全
く
未
経
験
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
雲
を
つ
か
む
よ

う
な
感
じ
で
、
す
べ
て
が
と
り
と
め
の
な
い
、
断
片
的
な
イ
メ
ー
ジ
で
あ

る
。
そ
れ
が
よ
り
ク
リ
ア
ー
に
な
る
よ
う
に
す
る
に
は
、
体
験
を
積
み
重
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ね
て
い
く
し
か
な
い
。

さ
て
、
ボ
イ
ジ
ャ
ー
２
で
は
、
ま
ず
、
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
に
入
る
。

22

《
ゴ
ー
イ
ン
グ
・
ホ
ー
ム
》
の
場
合
は
、
通
過
す
る
だ
け
で
あ
る
が
、「
ウ

エ
ー
ブ
Ⅶ
」
で
は
観
察
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
飲
酒
や
薬
物
で
意
識

が
混
濁
し
て
い
た
り
、
け
が
で
意
識
不
明
に
陥
っ
て
い
る
人
が
い
る
と
い

う
。
若
い
頃
の
僕
は
、
よ
く
泥
酔
し
て
い
た
か
ら
、
ど
ん
な
感
覚
か
は
想

像
で
き
る
。

次
に
訪
れ
る
の
が
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
で
あ
る
。
死
ん
だ
ば
か
り
の
人

23

の
魂
が
い
る
と
い
う
。
何
か
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
い
物
が
見
え
そ
う
な
気
が

し
た
。
そ
の
一
方
で
、
亡
く
な
っ
た
親
戚
の
人
が
い
る
気
が
し
た
。
普
通

の
人
は
死
者
を
滅
茶
苦
茶
に
恐
れ
る
が
、
そ
れ
は
死
を
恐
れ
て
い
る
か
ら

で
あ
り
、
生
き
て
い
て
も
死
ん
で
し
ま
っ
て
も
、
人
間
で
あ
る
こ
と
に
は
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変
わ
り
が
な
い
。
た
だ
、
「
レ
ゾ
ナ
ン
ト
・
エ
ナ
ジ
ー
・
バ
ル
ー
ン
」
で

身
を
守
り
、
「
イ
ン
ナ
ー
・
ヘ
ル
パ
ー
」
の
存
在
を
思
い
描
く
よ
う
に
す

る
。こ

こ
で
も
観
察
す
る
だ
け
に
と
ど
め
、
救
い
を
求
め
て
き
た
魂
が
見
え

た
ら
、
そ
の
魂
の
「
イ
ン
ナ
ー
・
ヘ
ル
パ
ー
」
に
助
け
て
も
ら
え
る
よ
う

に
祈
る
。
心
の
平
静
が
保
て
な
い
よ
う
な
ら
、
信
仰
す
る
神
仏
の
名
前
を

唱
え
て
も
い
い
。

夜
、
ベ
ッ
ド
で
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
を
聞
い
て
い
た
ら
、
そ
の
ま
ま
眠

23

っ
て
し
ま
っ
た
。
知
ら
な
い
う
ち
に
、
ボ
イ
ジ
ャ
ー
３
の
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
の
音
声
を
聞
い
て
い
た
ら
し
い
。
そ
の
と
き
の
僕
は
、
眠
り
な
が
ら

25も
、
低
い
レ
ベ
ル
で
の
意
識
は
保
っ
て
い
た
。
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僕
は
暗
闇
の
空
間
に
移
動
し
て
い
た
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
の
端
ま
で
来

23

て
い
た
よ
う
だ
。
正
面
に
金
色
に
輝
く
星
の
光
を
認
め
た
。
そ
こ
に
向
か

っ
て
進
ん
で
い
け
ば
い
い
と
思
っ
た
。
た
だ
、
そ
の
先
に
進
む
前
に
目
が

覚
め
た
。
光
の
中
を
潜
っ
て
い
く
と
、
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
に
出
る
と
い

25

う
。
臨
死
体
験
で
ト
ン
ネ
ル
を
潜
っ
て
い
く
と
い
う
の
と
同
じ
で
あ
る
。

「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
へ
の
音
声
誘
導
は
、
ち
ょ
っ
と
分
か
り
に
く
い
。
今
、

25

ど
の
「
フ
ォ
ー
カ
ス
」
に
い
る
か
、
細
か
い
説
明
が
省
略
さ
れ
い
る
か
ら

だ
。
余
計
な
こ
と
は
考
え
ず
に
、
ヘ
ミ
シ
ン
ク
の
音
声
に
耳
を
傾
け
、
脳

波
が
変
化
し
て
い
く
の
を
感
じ
れ
ば
い
い
の
だ
が
。

「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
で
は
、
亡
き
知
人
と
出
会
う
か
も
し
れ
な
い
が
、
あ

25

く
ま
で
も
観
察
者
と
し
て
振
る
舞
う
よ
う
に
促
さ
れ
る
。
「
信
念
体
系
領

域
」
に
と
ら
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
か
ら
だ
ろ
う
。
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で
は
、
実
際
に
人
が
死
ぬ
瞬
間
に
は
何
が
起
こ
る
の
だ
ろ
う
か
。
人
の

死
に
つ
い
て
は
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
死
者
の
書
『
バ
ル
ド
・
ソ
ド
ル
』
に

詳
し
く
説
か
れ
て
い
る
。
死
の
瞬
間
に
頭
頂
か
ら
魂
が
抜
け
出
せ
れ
ば
、

仏
と
一
体
化
す
る
こ
と
が
で
き
、
輪
廻
か
ら
逃
れ
ら
れ
る
と
い
う
。
宇
宙

の
精
神
と
合
体
す
る
こ
と
で
、
涅
槃
に
至
る
と
い
う
わ
け
で
あ
る
。
一
方
、

修
行
を
積
ん
で
い
な
い
衆
生
は
、
輪
廻
の
力
に
よ
っ
て
六
道
の
い
ず
れ
か

に
引
き
ず
ら
れ
て
い
く
。

日
本
で
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
か
つ
て
は
阿
弥
陀
如
来
が
迎
え
に
来
る
と

あ

み

だ

に
ょ
ら
い

考
え
ら
れ
て
い
た
が
、
宗
教
心
の
欠
け
た
現
代
人
の
場
合
に
は
、
そ
れ
以

前
に
亡
く
な
っ
た
親
族
が
迎
え
に
来
る
ら
し
い
。
相
前
後
し
て
体
外
離
脱

が
起
こ
る
。
生
前
に
体
験
し
て
い
れ
ば
、
死
後
に
意
識
が
残
る
こ
と
に
当

惑
せ
ず
に
済
む
わ
け
だ
が
。
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肉
体
に
戻
る
こ
と
が
で
き
ず
、
死
を
悟
っ
た
段
階
で
、
生
前
に
親
交
の

あ
っ
た
人
に
別
れ
を
告
げ
に
行
く
。
葬
儀
が
行
わ
れ
、
肉
体
が
火
葬
さ
れ

て
し
ま
う
と
、
死
を
受
容
す
る
し
か
な
く
な
り
、
迎
え
に
来
た
魂
と
と
も

に
旅
立
っ
て
い
く
。

た
だ
し
、
事
故
や
事
件
で
突
然
命
を
落
と
し
た
場
合
、
衝
撃
の
あ
ま
り
、

意
識
が
混
濁
し
た
状
態
が
続
く
ら
し
い
。
自
殺
し
た
場
合
に
は
、
悔
や
ん

で
も
悔
や
み
き
れ
ず
、
生
き
て
い
る
人
に
語
り
か
け
よ
う
と
す
る
が
、
無

視
さ
れ
続
け
る
。
急
死
し
た
り
、
自
殺
し
た
場
合
に
は
、
地
上
か
ら
な
か

な
か
離
れ
ら
れ
な
い
。
そ
れ
が
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
な
の
だ
ろ
う
。

23

老
衰
や
病
死
で
死
を
受
容
し
た
場
合
、
今
は
亡
き
親
族
の
魂
に
導
か
れ

て
、
懐
か
し
い
故
郷
に
戻
っ
て
い
く
。
た
だ
し
、
そ
れ
で
救
済
さ
れ
る
と

は
限
ら
な
い
。
現
実
と
は
ど
こ
か
違
っ
た
、
擬
似
的
な
現
実
世
界
に
迷
い
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込
む
恐
れ
が
あ
る
。
軍
人
な
ど
戦
う
こ
と
に
意
義
を
感
じ
て
い
た
者
は
、

常
に
戦
争
が
行
わ
れ
て
い
た
世
界
に
と
ら
わ
れ
る
。
仏
教
で
い
う
阿
修
羅

あ

し
ゅ

ら

道
で
あ
る
。

ど
うW

illiam
Buhlm

an

がA
dventures

in
the

A
fterlife

で
描
い
て
い
る
の

は
、
ど
う
や
ら
「
信
念
体
系
領
域
」
で
あ
る
よ
う
だ
。
生
前
に
信
じ
て
い

た
宗
教
が
行
わ
れ
て
い
る
、
疑
似
的
な
世
界
に
と
ら
わ
れ
や
す
い
。
そ
れ

は
ま
だ
、
過
去
に
引
き
ず
ら
れ
た
状
態
で
あ
る
。

退
廃
的
な
人
間
が
と
ら
わ
れ
や
す
い
の
は
、
性
的
な
妄
念
の
世
界
で
あ

る
。
性
欲
が
強
い
魂
同
士
が
、
擬
似
的
な
肉
体
を
持
っ
て
、
絶
え
間
な
く

性
欲
に
ふ
け
る
の
で
あ
る
。
そ
う
し
た
世
界
に
引
き
込
ま
れ
て
し
ま
っ
た

ら
、
抜
け
出
す
こ
と
が
難
し
い
。

と
い
う
の
も
、
過
去
の
記
憶
に
基
づ
い
て
、
性
的
な
快
楽
を
感
じ
て
い
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る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
も
、
そ
れ
を
宗
教
的
な
儀
式
の
ご
と
く
正
当
化
し

て
い
る
。
そ
ん
な
世
界
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
の
で
は
、
魂
の
進
化
は
覚
束

な
い
の
で
あ
る
。
意
識
が
低
下
す
る
と
、
引
き
込
ま
れ
や
す
い
の
で
、「
ク

リ
ア
ー
」
「
意
識
を
は
っ
き
り
」
と
自
ら
に
言
い
聞
か
せ
、
そ
の
場
か
ら

離
れ
る
よ
う
に
す
べ
き
で
あ
る
。
生
前
に
自
覚
し
て
お
か
な
い
と
、
逃
れ

る
こ
と
は
至
難
の
業
だ
ろ
う
。

「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
は
多
種
多
様
だ
と
さ
れ
る
。
そ
こ
に
は
世
界
の
三
大

25

宗
教
の
世
界
も
あ
る
と
い
う
。
仏
教
と
は
本
来
、
何
物
に
も
と
ら
わ
れ
な

い
こ
と
を
説
く
も
の
だ
が
、
仏
に
執
着
し
て
し
ま
っ
た
ら
、
「
信
念
体
系

領
域
」
に
と
ど
ま
っ
て
し
ま
う
。
執
着
に
と
ら
わ
れ
な
い
よ
う
に
、
禅
宗

の
僧
侶
は
「
殺
仏
殺
祖
」
と
ま
で
い
う
の
で
あ
る
。
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」

さ
つ
ぶ
つ
さ
っ
そ

25

を
通
過
し
な
け
れ
ば
、
自
分
自
身
も
解
放
さ
れ
な
い
し
、
他
者
を
救
済
す
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る
こ
と
も
で
き
な
い
か
ら
で
あ
る
。

人
身
御
供
を
行
っ
て
い
る
連
中
は
、
死
後
に
も
陰
惨
な
儀
式
に
参
列
さ

ひ
と

み

ご

く
う

せ
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
死
後
の
世
界
は
主
客
未
分
離
だ
か
ら
、
時
と
し
て

生
け
贄
の
側
に
さ
れ
て
し
ま
う
。
こ
れ
が
地
獄
で
な
く
て
何
だ
ろ
う
。

に
え

と
ら
わ
れ
の
意
識
の
世
界
で
は
、
そ
の
上
に
フ
ォ
ー
カ
ス
が
あ
る
こ
と

も
知
ら
な
い
。
無
神
論
者
の
場
合
に
は
、
死
後
の
世
界
は
永
遠
に
続
く
眠

り
だ
と
思
っ
て
い
る
か
ら
、
ひ
た
す
ら
眠
り
続
け
る
こ
と
に
な
る
。
生
前

に
知
識
を
得
て
い
る
か
、
「
イ
ン
ナ
ー
・
ヘ
ル
パ
ー
」
に
助
け
ら
れ
な
け

れ
ば
、
そ
の
領
域
か
ら
抜
け
出
す
こ
と
が
で
き
な
い
。
死
ぬ
瞬
間
に
迎
え

に
く
る
魂
が
悟
っ
て
い
な
け
れ
ば
、
「
信
念
体
系
領
域
」
に
連
れ
て
い
か

れ
て
し
ま
う
だ
ろ
う
。
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ボ
イ
ジ
ャ
ー
４
で
は
、
光
の
道
を
抜
け
る
と
、
「
公
園
」
と
呼
ば
れ
る

「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
に
到
達
す
る
。
灌
木
の
小
道
に
は
ベ
ン
チ
も
あ
り
、

27

滝
の
水
音
が
聞
こ
え
、
ま
っ
青
な
空
に
は
白
い
雲
も
浮
か
ん
で
い
る
。
死

者
の
魂
は
こ
こ
で
休
息
し
、
他
の
魂
と
話
し
合
っ
て
情
報
を
交
換
し
た
り

す
る
。
頭
で
抱
い
た
世
界
を
目
の
前
に
作
り
出
せ
る
の
で
、
懐
か
し
い
故

郷
を
イ
メ
ー
ジ
で
出
現
さ
せ
、
眠
っ
て
い
る
間
に
訪
れ
る
こ
と
も
で
き
る
。

そ
こ
は
「
受
け
入
れ
の
場
」
と
も
呼
ば
れ
る
。
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
に
は

27

そ
れ
以
外
に
、
「
癒
し
と
再
生
の
場
」
「
教
育
の
場
」
「
計
画
の
場
」
な
ど

が
あ
る
と
い
う
。

こ
の
「
ウ
ェ
ー
ブ
Ⅶ
」
で
、
僕
が
最
も
難
関
だ
と
感
じ
て
い
た
の
は
、

ボ
イ
ジ
ャ
ー
５
の
「
リ
ト
リ
ー
バ
ル
」
（
救
出
活
動
）
だ
っ
た
。
こ
れ
は
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「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
死
者
の
霊
を
、
次
の
生
へ
の
「
中

23

継
点
」
「
公
園
」
と
も
呼
ば
れ
る
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
ま
で
、
ヘ
ル
パ
ー

27

の
力
を
借
り
て
連
れ
て
い
く
こ
と
だ
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
っ
て
仏
教
寺
院
で
お
盆
に
僧
侶
が
や
っ
て
る
「
施
餓
鬼
」
み
た
い

な
も
の
か
と
思
っ
た
。
死
ん
で
も
冥
界
で
さ
ま
よ
っ
て
い
る
死
者
の
霊
に

施
し
を
行
い
、
浄
土
へ
の
道
筋
を
教
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
宗
教
者
が
行

う
べ
き
こ
と
で
あ
っ
て
、
素
人
の
自
分
が
関
わ
る
こ
と
で
は
な
い
と
思
っ

て
い
た
。

た
だ
、「
リ
ト
リ
ー
バ
ル
」
は
、
死
者
の
霊
を
救
済
す
る
と
は
限
ら
ず
、

自
分
の
過
去
世
の
魂
や
、
自
分
の
魂
の
隠
さ
れ
た
部
分
と
、
自
分
自
身
を

統
合
す
る
こ
と
な
の
で
、
自
己
の
魂
の
成
長
に
は
重
要
で
あ
る
ら
し
い
。

僕
自
身
は
「
ガ
イ
ド
」
や
「
ヘ
ル
パ
ー
」
と
い
う
存
在
と
、
自
在
に
交
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信
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
た
だ
、
目
に
見
え
な
い
存
在
が
見
守
っ
て

く
れ
て
い
て
、
必
要
な
と
き
に
は
指
針
を
与
え
て
く
れ
て
い
る
と
思
っ
て

い
る
。
だ
か
ら
、
芝
根
秀
和
氏
が
『
ヘ
ミ
シ
ン
ク
完
全
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』

に
書
か
れ
て
い
る
通
り
に
は
い
か
な
い
の
で
は
な
い
か
、
と
思
っ
て
い
た
。

あ
る
と
き
、
僕
は
「
リ
ト
リ
ー
バ
ル
」
の
音
声
を
聞
き
な
が
ら
、
夢
の

世
界
に
入
り
込
ん
で
い
っ
た
。
脳
波
誘
導
で
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
に
向
か

23

っ
た
は
ず
だ
が
、
確
証
は
な
か
っ
た
。
そ
の
魂
は
少
し
離
れ
た
位
置
に
い

て
、
姿
や
形
を
持
っ
て
い
な
か
っ
た
が
、
声
か
ら
す
る
と
若
い
男
の
よ
う

だ
っ
た
。

僕
は
心
の
故
郷
に
行
っ
て
み
な
い
か
と
、
彼
を
誘
っ
て
み
た
。
そ
こ
は

自
分
に
と
っ
て
の
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
な
の
だ
ろ
う
。
離
れ
た
位
置
の
彼

27

に
、
僕
の
心
の
故
郷
を
見
せ
る
と
、
興
味
を
持
っ
て
い
る
よ
う
だ
っ
た
の
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で
、
つ
い
て
く
る
よ
う
に
言
っ
た
。
「
あ
あ
、
い
い
と
こ
ろ
だ
」
と
彼
は

喜
ん
だ
。
大
通
り
に
着
く
と
、
川
の
よ
う
な
も
の
が
見
え
て
き
た
。
人
々

が
楽
し
そ
う
に
し
て
い
る
の
で
、
彼
の
気
持
ち
も
高
ぶ
っ
て
く
る
の
を
感

じ
た
。
僕
は
心
の
故
郷
の
前
ま
で
、
彼
を
連
れ
て
い
っ
た
。
二
人
の
間
に

新
た
な
友
情
が
生
ま
れ
た
よ
う
で
、
僕
は
心
が
熱
く
な
っ
て
い
っ
た
。

そ
こ
で
、
僕
は
目
が
覚
め
た
の
だ
が
、
も
し
こ
れ
が
「
リ
ト
リ
ー
バ
ル
」

な
ら
、
難
し
い
こ
と
は
考
え
ず
に
、
途
中
で
出
会
っ
た
魂
を
、
心
の
故
郷

に
誘
う
要
領
で
、
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
に
連
れ
て
い
け
ば
い
い
の
か
と
思

27

っ
た
。

「
リ
ト
リ
ー
バ
ル
」
が
上
達
す
る
と
、
相
手
の
生
前
の
名
前
や
、
ど
ん
な

最
期
を
迎
え
た
か
な
ど
が
分
か
る
ら
し
い
。
現
段
階
で
は
、
相
手
が
ど
こ

の
町
に
住
ん
で
い
た
か
聞
き
出
せ
た
に
過
ぎ
な
い
が
。
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さ
て
、
い
よ
い
よ
ボ
イ
ジ
ャ
ー
６
の
「
メ
ッ
セ
ー
ジ
・
フ
ロ
ム
・
ビ
ヨ

ン
ド
」
（
高
次
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
）
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
「
エ
ネ
ル
ギ

ー
変
換
ボ
ッ
ク
ス
」
「
レ
ゾ
ナ
ン
ト
・
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
」
「
レ
ゾ
ナ
ン
ト

・
エ
ナ
ジ
ー
・
バ
ル
ー
ン
」
「
ア
フ
ァ
メ
ー
シ
ョ
ン
」
は
行
わ
ず
、
自
由

な
ス
タ
イ
ル
で
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
に
移
行
す
る
。

27

潮
騒
が
聞
こ
え
る
。
砂
浜
を
歩
い
て
い
る
。
夏
の
日
射
し
を
感
じ
る
。

沖
縄
か
ど
こ
か
の
楽
園
の
イ
メ
ー
ジ
で
あ
る
。
誘
導
の
声
が
聞
こ
え
、
肉

体
で
は
な
く
、
魂
（
星
気
体
・
ア
ス
ト
ラ
ル
体
）
の
手
を
引
か
れ
て
上
昇

す
る
。「
体
外
離
脱
」
す
る
感
覚
で
、
意
識
を
拡
大
し
て
い
く
の
で
あ
る
。

意
識
は
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
に
移
行
す
る
。
上
方
か
ら
光
線
が
下
り
て

27

く
る
。
そ
こ
で
、
自
分
の
愛
す
る
人
、
今
は
亡
き
肉
親
な
ど
と
交
感
し
、
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メ
ッ
セ
ー
ジ
の
や
り
と
り
を
行
う
。
対
話
の
よ
う
な
形
に
な
ら
な
く
て
も
、

何
か
を
問
い
か
け
る
と
、
自
ず
と
答
え
が
返
っ
て
く
る
。
自
問
自
答
の
よ

う
で
も
、
相
手
の
顔
を
思
い
浮
か
べ
て
問
い
か
け
て
み
よ
う
。
す
る
と
、

ど
う
す
れ
ば
い
い
か
答
え
が
返
っ
て
く
る
。

宇
宙
は
ホ
ロ
グ
ラ
ム
の
よ
う
な
も
の
だ
か
ら
、
相
手
は
自
分
の
一
部
で
、

自
分
も
相
手
の
一
部
で
あ
る
。
形
の
上
で
離
れ
て
い
る
よ
う
で
も
、
時
空

の
存
在
し
な
い
次
元
で
は
、
本
当
は
常
に
と
も
に
あ
る
の
だ
。
日
常
の
意

識
で
は
、
離
れ
ば
な
れ
で
あ
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
て
も
。

「
ウ
ェ
ー
ブ
Ⅶ
」
は
死
後
の
世
界
の
探
究
で
あ
り
、
と
り
わ
け
「
フ
ォ
ー

カ
ス

」
は
お
ど
ろ
お
ど
ろ
し
い
印
象
が
あ
る
が
、
最
後
の
「
メ
ッ
セ
ー

23

ジ
・
フ
ロ
ム
・
ビ
ヨ
ン
ド
」
は
、
心
の
安
ら
ぎ
を
得
る
と
と
も
に
、
今
は

亡
き
人
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
図
れ
る
。
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最
後
に
、
《
ゴ
ー
イ
ン
グ
・
ホ
ー
ム
》
と
の
違
い
に
つ
い
て
ま
と
め
て

お
こ
う
。
《
ゴ
ー
イ
ン
グ
・
ホ
ー
ム
》
は
死
が
近
い
難
病
患
者
に
、
死
の

受
容
を
さ
せ
る
た
め
に
開
発
さ
れ
た
。
イ
メ
ー
ジ
や
効
果
音
、
背
景
の
音

楽
な
ど
、
受
け
容
れ
や
す
い
よ
う
に
工
夫
さ
れ
て
い
る
。
一
方
、
《
ゲ
ー

ト
ウ
ェ
イ
・
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
》
の
「
ウ
ェ
ー
ブ
Ⅶ
」
は
、
波
の
音
以

外
は
も
っ
ぱ
ら
声
に
よ
る
誘
導
の
み
で
あ
る
。
そ
れ
以
前
の
《
ゲ
ー
ト
ウ

ェ
イ
・
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
》
を
習
得
し
て
い
る
こ
と
が
前
提
で
あ
る
。

彼
方
の
世
界
を
積
極
的
に
探
究
し
、
生
き
る
こ
と
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
組
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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《
体
外
へ
の
旅
》
私
見

ロ
バ
ー
ト
・
モ
ン
ロ
ー
は
、
「
体
外
離
脱
」
の
経
験
か
ら
モ
ン
ロ
ー
研

究
所
を
設
立
し
、
ヘ
ミ
シ
ン
ク
と
い
う
技
術
を
用
い
て
、
第
三
者
に
も
体

験
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
り
出
し
た
。
そ
れ
が
市
販
さ
れ
て
い
る
《
ゲ

ー
ト
ウ
ェ
イ
・
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
》
の
元
と
な
っ
た
。
こ
れ
は
肉
体
を

超
え
る
精
神
の
機
能
を
拡
充
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
お
り
、
狭
い
意
味

で
の
「
体
外
離
脱
」
の
み
を
対
象
と
す
る
わ
け
で
は
な
い
。

た
だ
し
、
ヘ
ミ
シ
ン
ク
の
世
界
に
関
心
を
持
つ
者
の
多
く
が
、
「
体
外

離
脱
」
に
関
心
を
持
っ
た
り
、
不
随
意
な
形
で
も
体
験
し
て
い
る
こ
と
だ

ろ
う
。
僕
自
身
が
探
究
す
る
気
に
な
っ
た
の
も
、
そ
の
た
め
で
あ
る
。
ヘ

ミ
シ
ン
ク
を
知
る
ず
っ
と
以
前
か
ら
、
「
体
外
離
脱
」
の
感
覚
を
知
っ
て
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い
た
わ
け
だ
が
、
《
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
・
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
》
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
聴
い
て
い
る
と
き
、
《H

em
i-Sync

に
よ
る
チ
ャ
ク
ラ
瞑
想
》
を

聴
い
て
い
る
と
き
に
も
、
久
し
振
り
に
「
体
外
離
脱
」
を
体
験
し
て
、
興

奮
し
た
の
を
覚
え
て
い
る
。
し
か
し
、
き
わ
め
て
ま
れ
な
出
来
事
で
あ
っ

て
、
自
発
的
に
離
脱
し
た
り
、
離
脱
を
阻
止
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。

そ
こ
で
「
体
外
離
脱
」
の
た
め
だ
け
に
組
ま
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
《
体
外

へ
の
旅
》H

em
i-Sync

Support
for

Journeys
O

ut
of

the
Body

の
日
本

語
版
を
実
践
し
て
み
る
こ
と
に
し
た
。
《
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
・
エ
ク
ス
ペ
リ

エ
ン
ス
》
に
関
心
を
持
ち
な
が
ら
も
、
大
部
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
挑
戦
す
る

決
心
が
つ
か
ず
、
《
体
外
へ
の
旅
》
だ
け
は
試
し
て
み
た
い
と
い
う
方
も

お
ら
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

《
体
外
へ
の
旅
》
は
、
ロ
バ
ー
ト
・
モ
ン
ロ
ー
の
最
初
の
著
書
『
体
外
へ
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の
旅
』
を
元
に
組
ま
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
１
枚
目

の
Ｃ
Ｄ
で
語
ら
れ
る
モ
ン
ロ
ー
の
体
験
も
、
同
書
を
読
ん
だ
方
に
は
既
知

の
内
容
で
あ
る
が
、
深
い
体
験
を
求
め
て
い
る
場
合
は
、
も
う
一
度
読
み

直
す
か
、
第

章
以
降
は
目
を
通
す
よ
う
に
し
て
お
い
た
方
が
い
い
。

16

全
６
枚
の
Ｃ
Ｄ
の
う
ち
、
１
枚
目
は
「
は
じ
め
に
（
ロ
バ
ー
ト
・
モ
ン

ロ
ー
の
言
葉
）
」
で
あ
る
。
そ
の
内
容
に
つ
い
て
は
、
実
際
に
お
聞
き
い

た
だ
く
こ
と
に
し
よ
う
。
こ
こ
で
強
調
し
て
い
る
こ
と
は
、「
体
外
離
脱
」

と
い
う
体
験
が
、
決
し
て
恐
れ
る
べ
き
も
の
で
は
な
く
、
ま
た
無
害
で
あ

る
と
い
う
点
で
あ
る
。
た
だ
し
、
モ
ン
ロ
ー
の
主
張
は
す
べ
て
の
人
に
と

っ
て
の
安
全
を
保
障
す
る
も
の
で
は
な
い
。
癲
癇
や
精
神
疾
患
、
心
臓
病

て
ん
か
ん

を
患
っ
て
い
る
場
合
な
ど
に
は
控
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

２
枚
目
の
Ｃ
Ｄ
は
「
深
い
リ
ラ
ッ
ク
ス
状
態
を
導
く
た
め
の
エ
ク
サ
サ
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イ
ズ
」
で
あ
る
。
《
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
・
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
》
で
お
馴
染

み
の
、
自
分
は
単
な
る
肉
体
的
な
存
在
で
は
な
い
と
い
う
ア
フ
ァ
メ
ー
シ

ョ
ン
を
唱
え
た
あ
と
、
１
か
ら

ま
で
数
字
を
数
え
て
、
肉
体
は
眠
っ
て

10

い
る
が
意
識
は
覚
醒
し
て
い
る
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
に
誘
導
さ
れ
る
。

10

３
枚
目
のCondition

A

で
は
半
覚
醒
状
態
を
維
持
で
き
る
よ
う
に
す

る
。
疲
れ
て
い
る
と
き
に
聴
く
こ
と
で
、
肉
体
は
眠
っ
て
し
ま
っ
て
も
意

識
を
保
つ
訓
練
を
行
う
。
そ
の
た
め
の
注
意
喚
起
信
号
が
、

分
間
隔
で

20

発
信
さ
れ
る
。
こ
の
状
態
を
維
持
で
き
る
よ
う
に
す
る
に
は
、
ガ
イ
ダ
ン

ス
入
り
の
２
枚
目
と
、
交
互
に
繰
り
返
し
聴
く
と
い
い
だ
ろ
う
。
《
ゲ
ー

ト
ウ
ェ
イ
・
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
》
の
体
験
者
な
ら
、「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
10

の
状
態
は
す
で
に
体
得
し
て
い
る
は
ず
だ
。
４
枚
目
のCondition

B

で

は
、
注
意
喚
起
信
号
な
し
に
半
覚
醒
状
態
を
維
持
で
き
る
よ
う
に
す
る
。
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ヘ
ミ
シ
ン
ク
の
《
体
外
へ
の
旅
》
で
は
、
狭
義
の
「
体
外
離
脱
」
を
す

る
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
よ
り
、
「
明
晰
夢
」
を
見
た
り
、
自
分
の
魂
に

と
っ
て
大
切
な
情
報
が
得
ら
れ
る
か
ど
う
か
が
重
要
だ
と
思
わ
れ
る
。
な

ぜ
な
ら
、
夢
を
見
て
い
る
状
態
も
、
広
義
の
「
体
外
離
脱
」
と
と
ら
え
る

の
が
、
モ
ン
ロ
ー
研
究
所
の
立
場
だ
か
ら
で
あ
る
。
５
枚
目
のCondition

C

で
は
、
半
覚
醒
状
態
を
さ
ら
に
深
め
、
肉
体
の
感
覚
を
完
全
に
な
く
す

こ
と
で
、
「
体
外
離
脱
」
と
「
明
晰
夢
」
を
体
験
す
る
こ
と
を
目
指
す
。

６
枚
目
のCondition

D
で
は
、
す
っ
か
り
疲
労
が
取
れ
た
状
態
で
「
体

外
離
脱
」
と
「
明
晰
夢
」
の
た
め
の
強
化
信
号
を
聴
く
こ
と
で
、
さ
ら
に

深
い
体
験
が
可
能
と
な
る
。
「
明
晰
夢
」
で
未
知
の
情
報
を
探
っ
た
り
、

ヘ
ル
パ
ー
か
ら
宇
宙
に
つ
い
て
教
え
て
も
ら
う
に
は
、
こ
の
６
枚
目
が
最

適
で
あ
る
。
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《
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
・
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
》
に
も
、
「
体
外
離
脱
」
の
た

め
の
多
く
の
訓
練
が
あ
る
の
で
、
そ
れ
ら
と
併
用
す
る
と
効
果
的
だ
ろ
う
。

《
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
・
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
》
は
、
精
神
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

す
る
た
め
の
技
術
が
詰
め
込
ま
れ
て
い
る
が
、
訓
練
の
時
間
が

分
と
短

30

い
。
そ
の
た
め
、
深
い
と
こ
ろ
に
達
す
る
前
に
タ
イ
ム
ア
ウ
ト
と
な
っ
て

し
ま
う
。
《
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
・
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
》
で
訓
練
し
た
後
、

６
枚
目
のCondition

D

を
聴
け
ば
、
自
分
の
魂
を
変
容
さ
せ
る
よ
う
な

体
験
が
で
き
る
だ
ろ
う
。
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W
illiam

Buhlm
an

の
《
体
外
離
脱
テ
ク
ニ
ッ
ク
》

体
外
離
脱
や
死
後
の
世
界
に
つ
い
て
の
著
作
で
知
ら
れ
た
作
家
、

W
illiam

Buhlm
an

ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ブ
ル
ー
マ
ン
に
よ
る
体
外
離
脱
の
誘

導
Ｃ
Ｄ
で
あ
る
。
待
望
の
日
本
語
版
が
こ
の
ほ
ど
発
売
さ
れ
た
。
体
外
離

脱
に
関
し
て
は
、
《
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
・
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
》
で
も
扱
わ

れ
、
そ
の
他
に
《
体
外
へ
の
旅
》
と
い
っ
た
個
別
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も
、
モ

ン
ロ
ー
研
究
所
か
ら
出
て
い
る
。
と
は
い
え
、
ヘ
ミ
シ
ン
ク
の
開
発
者
、

ロ
バ
ー
ト
・
モ
ン
ロ
ー
以
上
に
体
外
離
脱
に
詳
し
く
、A

dventures
in

the
A

fterlife

やThe
Secret

of
the

Soul
な
ど
の
著
作
も
あ
る
ブ
ル
ー
マ
ン

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、
ア
メ
リ
カ
で
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。

Ｃ
Ｄ
は
６
枚
組
と
な
っ
て
い
る
。
１
枚
目
は
ま
ず
、
「
体
外
離
脱
」
す
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る
意
思
を
、
心
に
深
く
刻
み
込
む
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
大
き
な
石
に
「
今
、

私
は
意
識
を
伴
っ
た
体
外
離
脱
を
し
ま
す
」
と
刻
み
込
む
さ
ま
を
イ
メ
ー

ジ
化
す
る
。
そ
れ
を
視
覚
化
す
る
よ
う
に
努
め
る
。

次
に
「
光
の
体
」
の
瞑
想
に
移
る
。
自
分
の
体
が
光
に
満
ち
て
い
る
様

子
を
想
像
す
る
。
『
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
・
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
』
に
お
け
る

「
レ
ゾ
ナ
ン
ト
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
バ
ル
ー
ン
」
の
よ
う
な
も
の
で
、
自
分

が
守
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
で
あ
る
。

頭
頂
の
チ
ャ
ク
ラ
か
ら
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
入
り
、
背
筋
を
通
っ
て
足
の
裏

ま
で
到
達
す
る
よ
う
に
イ
メ
ー
ジ
す
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
通
り
道
を
作
る

こ
と
は
、
ヨ
ー
ガ
や
仙
道
で
も
行
わ
れ
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
足
の
裏
に
通

し
た
ら
、
今
度
は
頭
頂
ま
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
上
昇
さ
せ
る
。
再
び
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
を
下
降
さ
せ
る
。
そ
れ
を
繰
り
返
す
う
ち
に
、
体
の
中
で
振
動
が
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発
生
す
る
。
物
質
世
界
は
低
い
周
波
数
で
動
い
て
い
る
が
、
上
昇
と
下
降

を
繰
り
返
す
う
ち
に
、
よ
り
高
い
周
波
数
に
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
さ
れ
る
。

僕
が
最
初
に
「
体
外
離
脱
」
を
体
験
し
た
の
は
、
三
十
代
の
前
半
だ
っ

た
。
チ
ベ
ッ
ト
の
ボ
ン
教
、
仏
教
化
し
た
ボ
ン
教
の
「
気
離
人
体
法
」
を

行
っ
て
い
た
頃
だ
っ
た
。
光
の
球
を
喉
と
眉
間
の
間
で
何
度
も
往
復
さ
せ
、

勢
い
に
乗
っ
て
眉
間
や
頭
頂
か
ら
抜
け
出
す
と
い
う
方
法
だ
っ
た
。

チ
ベ
ッ
仏
教
カ
ギ
ュ
派
の
修
行
に
「
ポ
ア
（
転
識
）
」
と
い
う
の
が
あ

る
。
死
ぬ
前
に
「
体
外
離
脱
」
を
体
得
す
る
修
行
で
、
頭
上
に
視
覚
化
し

た
仏
と
丹
田
の
間
で
、
光
の
球
を
上
昇
、
下
降
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、
頭

頂
か
ら
「
体
外
離
脱
」
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
体
の
中
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
上
下
さ
せ
る
こ
と
で
、
体
の
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周
波
数
を
よ
り
高
い
も
の
に
変
化
さ
せ
、
精
神
世
界
に
移
動
す
る
と
い
う

の
が
鍵
で
あ
る
。
そ
の
点
で
、W

illiam
Buhlm

an

が
最
初
に
紹
介
し
た

「
光
の
体
」
と
い
う
方
法
は
、
ヨ
ー
ガ
や
仙
道
に
通
じ
る
方
法
だ
と
思
わ

れ
る
。

二
番
目
の
方
法
は
「
バ
ル
ー
ン
」
。
気
球
を
視
覚
化
し
て
、
そ
れ
に
乗

り
込
ん
で
他
の
時
空
に
移
動
し
て
い
く
方
法
。《
ゴ
ー
イ
ン
グ
・
ホ
ー
ム
》

で
は
、
軽
飛
行
機
で
飛
行
す
る
方
法
が
取
ら
れ
て
い
る
が
、
原
理
は
ほ
ぼ

同
じ
で
あ
る
。
空
想
力
の
支
え
に
よ
っ
て
、
体
外
離
脱
の
瞬
間
を
意
識
せ

ず
に
、
他
の
時
空
を
探
索
す
る
方
法
な
の
だ
ろ
う
。

恐
ら
く
、
脳
波
の
状
態
は
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
に
誘
導
さ
れ
る
。
時
間

15

が
感
じ
ら
れ
な
い
、
た
だ
存
在
す
る
だ
け
の
状
態
か
ら
、
知
覚
す
る
周
波
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数
を
変
え
て
、
よ
り
周
波
数
の
高
い
次
元
に
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
す
る
。
す
る

と
、
よ
り
高
い
次
元
、
精
神
的
な
世
界
が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

バ
ル
ー
ン
に
乗
っ
て
移
動
す
る
間
、
「
明
晰
夢
」
の
よ
う
に
意
識
を
保

ち
な
が
ら
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
メ
ー
ジ
が
見
え
て
く
る
だ
ろ
う
。
た
だ
、
そ

の
間
に
意
識
の
な
い
夢
に
移
っ
た
り
、
完
全
な
睡
眠
状
態
に
移
り
や
す
い

か
ら
、
目
に
見
え
る
光
景
を
心
の
中
で
挙
げ
て
い
く
と
い
い
。

三
番
目
の
方
法
は
「
カ
ウ
ン
ト
・
ダ
ウ
ン
・
グ
ロ
ー
ブ
」
。
頭
の
上
に

白
い
光
の
珠
を
思
い
浮
か
べ
る
。
た
だ
、
そ
の
位
置
に
関
し
て
は
疑
問
が

残
る
。
体
を
横
に
し
た
場
合
、
額
の
上
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
に
数

字
を
思
い
浮
か
べ
、
数
字
の
数
が
減
る
ご
と
に
深
い
瞑
想
状
態
に
移
行
し
、

最
後
は
意
識
を
白
い
光
の
珠
と
一
体
化
し
て
、
体
外
離
脱
を
す
る
と
い
う
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も
の
で
あ
る
。
寝
な
が
ら
額
の
上
の
球
に
視
覚
化
す
る
の
は
難
し
く
な
い
。

一
方
、
椅
子
に
腰
掛
け
て
瞑
想
す
る
場
合
、
額
の
前
方
は
頭
の
上
と
は

言
え
な
い
。
頭
頂
に
意
識
を
集
中
し
、
サ
ハ
ス
ラ
ラ
・
チ
ャ
ク
ラ
に
働
き

か
け
る
の
が
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
の
「
ポ
ア
」
（
転
識
）
の
方
式
で
、
頭
頂

か
ら
意
識
を
抜
く
こ
と
が
、
死
の
直
後
に
悟
る
に
は
必
要
だ
と
さ
れ
る
。

仏
の
代
わ
り
に
光
の
珠
を
頭
頂
に
思
い
描
き
、
そ
の
中
に
数
字
を
視
覚
化

す
る
の
は
、
初
心
者
に
は
難
し
い
の
で
は
な
い
か
。

「
カ
ウ
ン
ト
・
ダ
ウ
ン
・
グ
ロ
ー
ブ
」
は
、
視
覚
化
し
た
球
に
意
識
を
集

中
し
、
白
い
球
と
な
っ
て
体
外
離
脱
す
る
方
法
だ
が
、
数
字
が
小
さ
く
な

る
に
つ
れ
て
追
い
詰
め
ら
れ
て
い
く
。
そ
の
切
迫
感
で
体
外
離
脱
を
目
指

す
わ
け
だ
が
、
不
眠
症
の
人
に
羊
の
数
を
想
起
さ
せ
る
の
と
同
様
に
、
た

ち
ま
ち
睡
魔
に
襲
わ
れ
て
し
ま
う
。
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四
番
目
の
方
法
は
「
タ
ー
ゲ
ッ
ト
・
テ
ク
ニ
ッ
ク
」
で
あ
る
。
最
初
に
、

雲
の
上
に
浮
か
ん
で
い
る
よ
う
に
想
像
す
る
。
自
分
が
浮
遊
し
て
い
る
さ

ま
を
視
覚
化
す
る
と
い
い
。
次
に
、
自
分
の
家
の
近
く
に
立
っ
て
い
る
気

持
ち
に
な
っ
て
、
周
囲
の
様
子
を
観
察
す
る
。
近
づ
い
て
門
を
く
ぐ
り
、

玄
関
の
前
に
立
っ
た
ら
、
ド
ア
の
ノ
ブ
に
触
れ
る
。
そ
の
時
の
感
触
や
音

ま
で
、
記
憶
に
基
づ
い
て
再
現
す
る
。

次
に
、
リ
ビ
ン
グ
に
移
動
し
、
事
前
に
決
め
て
お
い
た
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に

意
識
を
集
中
す
る
。
家
族
や
ペ
ッ
ト
、
思
い
入
れ
が
あ
る
物
を
視
覚
化
し
、

現
実
に
接
し
て
い
る
か
の
よ
う
に
想
像
す
る
。
こ
の
段
階
で
、「
明
晰
夢
」

の
状
態
に
移
行
で
き
れ
ば
い
い
。

も
し
慣
れ
て
き
た
ら
、
か
つ
て
住
ん
で
い
た
家
や
、
友
人
の
う
ち
、
思
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い
出
の
地
な
ど
に
行
っ
て
み
よ
う
。
と
い
っ
て
も
、
あ
く
ま
で
も
想
像
さ

れ
た
精
神
の
世
界
に
お
い
て
て
で
あ
る
が
。

か
つ
て
の
住
居
を
訪
ね
て
み
た
ら
、
今
は
亡
き
家
族
が
そ
こ
に
い
る
か

も
し
れ
な
い
。
こ
れ
は
単
な
る
夢
に
過
ぎ
な
い
と
思
う
の
が
、
現
代
人
の

常
識
で
は
あ
る
が
、
一
応
エ
ポ
ケ
ー
（
判
断
中
止
）
し
て
、
精
神
世
界
の

探
究
を
続
け
て
み
る
と
い
い
。

五
番
目
の
方
法
は
「
ザ
・
ボ
ル
テ
ッ
ク
ス
」
で
あ
る
。V

ortex

と
い
う

の
は
渦
巻
き
で
あ
る
。
光
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
頭
上
か
ら
降
り
注
ぎ
、
体
内

に
下
り
て
く
る
の
を
感
じ
る
。
次
い
で
、
真
夏
の
草
原
を
歩
い
て
い
く
さ

ま
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
。
彼
方
に
青
い
色
の
池
が
見
え
て
く
る
。
癒
し
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
発
す
る
水
の
中
に
身
を
浸
し
、
心
の
底
か
ら
リ
ラ
ッ
ク
ス
す
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る
。肉

体
が
弛
緩
し
た
段
階
で
、
体
の
中
で
動
き
が
生
じ
る
の
を
待
つ
。
ね

じ
る
よ
う
な
回
転
の
動
き
を
感
じ
た
ら
、
そ
れ
に
身
を
任
せ
る
よ
う
に
す

る
。
お
腹
に
あ
る
チ
ャ
ク
ラ
、
太
陽
神
経
叢
に
意
識
を
集
中
し
て
、
そ
れ

を
中
心
に
し
て
ぐ
る
ぐ
る
回
る
。
ち
ょ
う
ど
自
分
が
丸
太
か
何
か
に
な
っ

て
し
ま
っ
た
か
の
よ
う
に
。
こ
れ
は
ロ
バ
ー
ト
・
モ
ン
ロ
ー
が
好
ん
だ
方

法
で
あ
る
。

プ
ラ
ー
ナ
（
気
）
は
意
識
の
乗
り
物
、
と
い
う
の
が
古
代
イ
ン
ド
人
の

考
え
方
で
、
意
識
は
プ
ラ
ー
ナ
の
形
で
チ
ャ
ク
ラ
と
密
着
し
て
い
る
。
プ

ラ
ー
ナ
を
活
性
化
し
て
動
か
す
こ
と
で
、
意
図
的
に
「
体
外
離
脱
」
す
る

こ
と
も
可
能
に
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
意
識
は
体
感
的
に
「
第
二
の
身
体
」

と
し
て
知
覚
さ
れ
る
。
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肉
体
か
ら
引
き
離
さ
れ
る
よ
う
な
力
を
、
「
体
外
離
脱
」
す
る
と
き
に

は
感
じ
る
も
の
で
あ
る
。
人
に
よ
っ
て
力
の
働
く
方
向
は
さ
ま
ざ
ま
で
、

「
第
二
の
身
体
」
が
起
き
上
が
る
よ
う
に
抜
け
た
り
、
寝
た
ま
ま
「
第
二

の
身
体
」
が
頭
の
方
向
に
引
っ
張
ら
れ
て
い
っ
た
り
す
る
。

六
番
目
の
方
法
は
「
シ
ャ
ー
マ
ニ
ッ
ク
・
メ
ソ
ッ
ド
」
で
あ
る
。
シ
ャ

ー
マ
ン
は
霊
力
を
持
つ
動
物
に
変
身
し
て
、
異
界
を
探
索
す
る
と
さ
れ
る
。

太
鼓
を
叩
き
な
が
ら
、
動
物
の
踊
り
に
身
を
任
す
う
ち
に
、
ト
ラ
ン
ス
状

態
に
陥
る
。
た
だ
、
ブ
ル
ー
マ
ン
の
方
法
で
は
、
ヘ
ミ
シ
ン
ク
と
言
葉
に

よ
る
誘
導
で
、
鳥
に
変
身
し
て
飛
ん
で
い
く
方
法
が
取
ら
れ
る
。

ま
ず
、
第
３
の
目
が
あ
る
眉
間
の
チ
ャ
ク
ラ
に
神
経
を
集
中
す
る
。
ヘ

ミ
シ
ン
ク
の
脳
波
誘
導
の
助
け
も
あ
り
、
雪
を
い
た
だ
く
山
の
幻
像
が
見
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え
て
く
る
。
谷
川
の
ほ
と
り
に
は
樫
の
木
が
あ
り
、
そ
こ
に
一
羽
の
鳥
が

か
し

止
ま
っ
て
い
る
。
鳥
と
言
っ
て
も
、
雀
や
燕
で
は
頼
り
な
い
。
強
い
意
志

を
持
つ
猛
禽
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
。
羽
の
色
や
顔
、

嘴

、
足
に
至
る
ま
で

も
う
き
ん

く
ち
ば
し

可
視
化
し
、
動
き
出
す
ま
で
観
察
す
る
。
生
き
た
猛
禽
と
な
っ
た
と
こ
ろ

で
、
鳥
に
乗
り
移
っ
た
よ
う
に
イ
メ
ー
ジ
す
る
。

樫
の
枝
か
ら
飛
び
立
つ
と
、
眼
下
に
は
谷
川
、
前
方
に
は
雪
を
い
た
だ

く
山
、
彼
方
に
は
人
の
住
む
町
も
見
え
て
く
る
。
空
を
飛
ぶ
感
覚
が
全
身

で
感
じ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
、
自
ら
の
目
指
す
場
所
に
飛
ん
で
い
く
。
自
分

が
よ
く
知
っ
て
い
る
場
所
か
ら
始
め
た
方
が
い
い
。
過
去
の
時
点
に
移
動

し
て
み
て
も
い
い
。

ブ
ル
ー
マ
ン
の
紹
介
し
た
六
つ
の
方
法
の
う
ち
、
ど
れ
が
一
番
合
っ
て

い
る
か
、
大
体
分
か
っ
て
き
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
「
体
外
離
脱
」
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の
瞬
間
の
感
覚
は
、
か
つ
て
何
度
か
体
験
し
た
こ
と
が
あ
り
、
肉
体
と
魂

が
ず
れ
て
い
っ
た
り
、
閉
じ
た
ド
ア
を
す
り
抜
け
た
り
な
ど
、
不
思
議
な

感
覚
に
驚
嘆
し
た
も
の
だ
が
、
今
ま
で
で
数
回
し
か
体
験
し
た
こ
と
が
な

い
。
そ
の
一
方
で
、
「
体
外
離
脱
」
の
感
覚
は
な
い
が
、
い
き
な
り
「
明

晰
夢
」
が
始
ま
っ
て
、
意
識
を
保
ち
な
が
ら
夜
の
町
を
歩
い
た
り
す
る
こ

と
は
よ
く
あ
る
。
視
覚
や
触
覚
が
リ
ア
ル
な
点
で
、
普
通
見
る
夢
と
は
か

な
り
異
な
る
。

ど
う
や
ら
、
僕
は
視
覚
化
の
能
力
が
あ
る
ら
し
い
の
で
、
「
シ
ャ
ー
マ

ニ
ッ
ク
・
メ
ソ
ッ
ド
」
が
一
番
合
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
し
ば
ら
く
こ

の
方
法
を
試
し
て
み
よ
う
と
思
う
。
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臨
死
体
験
の
瞑
想
《
イ
ン
ト
ゥ
・
ザ
・
ラ
イ
ト
》

こ
れ
は
教
育
学
博
士
Ｍ
．
テ
ー
ラ
ー
が
監
修
し
た
臨
死
体
験
の
た
め
の

誘
導
瞑
想
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。
僕
は
以
前
、
ヘ
ン
リ
ー
川
原
氏
の
『
臨

死
体
験
』
を
聴
い
て
、
効
果
の
す
さ
ま
じ
さ
に
慄
然
と
し
た
。
脳
波
誘
導

り
つ
ぜ
ん

の
機
械
的
な
音
し
か
入
っ
て
い
な
い
の
に
、
手
足
か
ら
血
の
気
が
引
い
て

い
き
、
体
温
も
低
下
し
て
い
っ
た
。
肉
体
の
感
覚
が
な
く
な
っ
た
上
に
、

ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
ま
で
見
て
し
ま
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
ち
ょ
っ
と
怖
く
な
っ
て
、

そ
れ
以
来
聴
い
て
い
な
い
。
迫
真
性
の
あ
る
形
で
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し

た
か
っ
た
ら
、
中
古
の
テ
ー
プ
か
Ｃ
Ｄ
を
入
手
し
て
試
し
て
み
れ
ば
い
い
。

そ
れ
に
比
べ
た
ら
、
《
イ
ン
ト
ゥ
・
ザ
・
ラ
イ
ト
》
は
肉
体
面
で
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
な
い
か
ら
、
恐
怖
感
を
抱
く
必
要
は
全
く
な
い
。
ジ
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ョ
ン
・
セ
リ
ーJonn

Serrie

に
よ
る
尺
八
の
音
楽
に
、
脳
波
誘
導
の
ヘ

ミ
シ
ン
ク
、
そ
れ
に
男
性
に
よ
る
瞑
想
誘
導
の
音
声
が
ミ
ッ
ク
ス
さ
れ
て

い
る
。
実
際
に
聴
い
て
み
る
前
に
、
説
明
書
を
熟
読
し
て
お
く
必
要
が
あ

る
。
基
本
的
に
は
「
体
外
離
脱
」
用
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
り
、
臨
死
状
態

に
陥
っ
た
と
き
に
混
乱
し
な
い
よ
う
に
、
心
の
準
備
を
す
る
た
め
の
も
の

で
あ
る
。

瞑
想
の
経
験
が
な
い
人
が
い
き
な
り
聴
い
て
も
、
余
り
効
果
は
期
待
で

き
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
《
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
・
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
》
を

繰
り
返
し
聴
く
方
が
有
益
だ
し
、
死
後
の
体
験
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し

た
い
の
だ
っ
た
ら
、
《
ゴ
ー
イ
ン
グ
・
ホ
ー
ム
》
の
瞑
想
の
方
が
、
ず
っ

と
丁
寧
で
あ
り
示
唆
的
で
あ
る
。
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《
イ
ン
ト
ゥ
・
ザ
・
ラ
イ
ト
》
は
四
部
構
成
で
で
き
て
い
る
。
第
一
部
は

「
再
会
」
で
あ
る
。
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
体
の
感
覚
が
な
い
状
態
、
「
フ
ォ

ー
カ
ス

」
に
移
行
し
た
ら
、
自
分
の
守
護
霊
、
ガ
イ
ド
に
助
け
ら
れ
て
、

10

肉
体
か
ら
第
二
の
体
を
引
き
出
し
て
も
ら
う
。

「
体
外
離
脱
」
が
で
き
た
ら
、
部
屋
の
中
に
現
れ
た
ト
ン
ネ
ル
を
く
ぐ
っ

て
い
く
。
こ
れ
は
第
二
の
体
の
周
波
数
を
上
げ
て
、
非
物
質
的
な
次
元
に

移
行
す
る
こ
と
で
あ
る
。

ト
ン
ネ
ル
の
向
こ
う
に
は
美
し
い
草
地
が
広
が
り
、
そ
の
先
に
は
、
亡

く
な
っ
た
身
内
や
友
人
が
待
っ
て
い
る
。
久
し
振
り
の
邂
逅
を
楽
し
ん
で
、

か
い
こ
う

現
実
世
界
に
戻
っ
て
く
る
と
い
う
流
れ
で
あ
る
。

た
だ
し
、
こ
れ
は
西
洋
人
向
け
に
組
ま
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

立

花

隆
が
調
査
し
た
よ
う
に
、
日
本
人
の
臨
死
体
験
の
場
合
、
草
地
が

た
ち
ば
な
た
か
し
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お
花
畑
と
し
て
現
れ
、
そ
の
先
に
は
三
途
の
川
が
流
れ
て
い
る
。
川
向
こ

う
に
亡
く
な
っ
た
身
内
や
友
人
が
い
る
が
、
邂
逅
を
楽
し
む
と
い
う
よ
り

は
、
「
ま
だ
こ
こ
に
来
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
警
告
を
受
け
る
。
三
途

の
川
を
渡
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
肉
体
的
に
死
ん
で
し
ま
う
と
信
じ
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
る
。

第
二
部
も
冒
頭
は
同
じ
で
あ
る
。
力
を
抜
い
て
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
た
ら
、

自
分
の
内
部
に
振
動
を
感
じ
る
。
非
物
質
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
周
波
数
を

上
げ
る
こ
と
で
、「
体
外
離
脱
」
の
状
態
に
移
行
す
る
の
で
あ
る
。
ま
あ
、

実
際
に
離
脱
す
る
こ
と
は
ご
く
ま
れ
だ
か
ら
、
自
己
暗
示
で
そ
の
状
況
を

想
像
す
れ
ば
い
い
。

部
屋
に
光
の
存
在
が
現
れ
た
と
イ
メ
ー
ジ
し
よ
う
。
そ
れ
は
自
分
自
身
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の
ガ
イ
ド
で
あ
る
。
目
の
前
に
幻
像
の
片
鱗
が
見
え
た
ら
、
そ
れ
を
光
の

へ
ん
り
ん

ト
ン
ネ
ル
に
変
え
る
。
ガ
イ
ド
に
導
か
れ
る
形
で
、
ト
ン
ネ
ル
を
く
ぐ
っ

て
非
物
質
的
世
界
に
移
動
す
る
の
で
あ
る
。

ト
ン
ネ
ル
の
向
こ
う
に
は
、
緑
の
庭
園
が
広
が
っ
て
い
る
。
テ
ー
ブ
ル

の
上
に
は
、
大
き
な
本
が
置
か
れ
て
い
る
。
そ
こ
に
は
自
分
自
身
の
人
生

が
記
さ
れ
て
い
る
。
ペ
ー
ジ
を
開
く
と
、
人
生
で
重
要
な
場
面
が
現
れ
る
。

こ
こ
で
は
、
そ
の
体
験
か
ら
何
を
学
ん
だ
か
、
自
分
に
問
う
こ
と
が
求
め

ら
れ
る
。
面
白
く
感
じ
た
の
は
、
当
時
の
場
面
が
再
現
さ
れ
る
と
、
自
分

自
身
の
視
点
、
関
わ
っ
た
相
手
の
視
点
、
そ
の
場
面
を
俯
瞰
す
る
視
点
と

ふ

か

ん

い
う
三
つ
の
立
場
か
ら
、
追
体
験
で
き
る
と
い
う
点
で
あ
る
。

仏
教
に
よ
れ
ば
、
悪
業
に
よ
っ
て
地
獄
に
堕
ち
た
人
間
は
、
閻
魔
大
王

え
ん
ま
だ
い
お
う

の
前
、
浄
玻
璃
の
鏡
の
前
に
立
た
さ
れ
る
。
嘘
を
つ
い
て
も
、
生
前
の
行

じ
ょ
う
は
り
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い
が
す
べ
て
映
し
出
さ
れ
て
し
ま
う
と
い
う
。
キ
リ
ス
ト
教
で
も
地
獄
が

説
か
れ
る
が
、
実
際
の
臨
死
体
験
で
は
、
意
識
の
肉
体
か
ら
の
離
脱
は
あ

っ
て
も
、
お
花
畑
な
ど
楽
園
の
イ
メ
ー
ジ
が
現
れ
る
こ
と
が
多
い
。
罪
を

犯
し
た
人
間
の
場
合
に
は
、
自
ら
を
罰
す
る
意
識
が
、
地
獄
の
よ
う
な
幻

影
を
見
さ
せ
る
ら
し
い
。
だ
か
ら
、
殺
人
な
ど
を
犯
し
て
い
な
い
場
合
は
、

恐
れ
る
必
要
は
な
い
よ
う
で
あ
る
。

「
体
外
離
脱
」
は
ま
れ
に
し
か
起
こ
ら
な
い
と
書
い
た
日
の
夜
、
《
臨
死

体
験
の
瞑
想
》
を
聞
き
な
が
ら
横
に
な
っ
た
。
意
識
が
朦
朧
と
し
な
が
ら
、

も
う
ろ
う

声
が
聞
こ
え
る
状
態
が
続
い
た
。
突
然
、「
体
外
離
脱
」
し
て
し
ま
っ
た
。

移
行
の
過
程
は
感
じ
る
こ
と
な
く
、
部
屋
の
中
を
飛
び
回
っ
て
い
た
の
だ
。

数
ヶ
月
ぶ
り
だ
っ
た
の
で
、
ち
ょ
っ
と
び
っ
く
り
し
て
し
ま
っ
た
。

一
つ
気
づ
い
た
の
は
、
そ
の
部
屋
が
今
寝
て
い
る
部
屋
で
は
な
く
、
か
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つ
て
自
分
が
生
活
し
て
い
た
部
屋
だ
と
い
う
こ
と
だ
。
「
体
外
離
脱
」
し

た
ら
、
す
で
に
物
質
的
な
世
界
で
は
な
く
、
非
物
質
的
な
世
界
に
移
行
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
ら
し
い
。
今
回
は
そ
れ
以
上
進
む
こ
と
な
く
、
尿
意

を
感
じ
て
目
が
覚
め
て
し
ま
っ
た
。

第
三
部
で
は
「
体
外
離
脱
」
の
後
、
暗
い
世
界
を
訪
れ
る
。
そ
こ
は
創

造
の
源
で
あ
り
、
具
現
化
さ
れ
て
い
な
い
潜
在
的
な
世
界
で
あ
る
。
神
の

子
宮
と
も
言
わ
れ
る
。
そ
こ
で
形
に
な
る
以
前
の
自
分
を
感
じ
る
。
そ
こ

に
現
れ
た
光
は
、
愛
と
慈
悲
、
知
性
そ
の
も
の
で
あ
る
。
導
か
れ
る
ま
ま
、

光
の
街
に
や
っ
て
き
て
、
ク
リ
ス
タ
ル
の
建
物
の
一
つ
に
入
る
。
そ
こ
で
、

精
神
的
な
体
験
や
学
び
を
す
る
。

目
の
前
に
小
川
が
見
え
る
。
い
わ
ゆ
る
三
途
の
川
で
、
そ
の
向
こ
う
に
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行
け
ば
、
死
な
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
、
ヘ
ミ

シ
ン
ク
の
《
ゴ
ー
イ
ン
グ
・
ホ
ー
ム
》
で
は
、
死
後
世
界
を
訪
れ
、
死
者

の
魂
が
休
ら
う
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
ま
で
体
験
で
き
る
。
こ
の
世
で
や
る

27

こ
と
が
残
っ
て
い
れ
ば
、
戻
っ
て
く
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
の
が
、
モ

ン
ロ
ー
研
究
所
の
立
場
な
の
だ
ろ
う
。

第
四
部
で
は
知
識
の
領
域
の
拡
大
を
図
る
。
い
つ
も
の
よ
う
に
リ
ラ
ッ

ク
ス
し
た
ら
、
非
物
質
的
な
肉
体
が
霧
と
な
っ
て
頭
頂
か
ら
抜
け
出
す
さ

ま
を
イ
メ
ー
ジ
す
る
。
練
習
を
繰
り
返
す
う
ち
に
、
実
際
に
「
体
外
離
脱
」

す
る
こ
つ
が
得
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。
要
す
る
に
、
肉
体
の
感
覚
が
な
く

な
り
、
精
神
の
働
き
の
み
が
盛
ん
に
な
れ
ば
、
非
物
質
的
世
界
へ
の
移
行

が
可
能
に
な
る
の
で
あ
る
。
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好
き
な
場
所
に
移
動
し
て
、
辺
り
の
様
子
を
あ
り
あ
り
と
イ
メ
ー
ジ
す

る
。
思
い
出
の
地
な
ど
懐
か
し
い
風
景
に
い
る
よ
う
に
感
じ
る
。
行
き
た

い
と
思
っ
た
ら
、
次
の
瞬
間
に
移
動
し
て
い
る
の
が
「
臨
死
体
験
」
の
特

徴
で
あ
る
。
次
に
、
そ
の
場
か
ら
飛
び
立
っ
て
、
今
ま
で
い
た
場
所
を
見

下
ろ
す
。
天
使
に
な
っ
た
よ
う
な
感
覚
で
あ
る
。
す
る
と
、
周
り
に
自
分

と
同
じ
よ
う
に
、
空
を
飛
ん
で
い
る
人
た
ち
が
見
つ
か
る
。

正
面
に
大
き
な
ト
ン
ネ
ル
が
見
え
て
く
る
。
こ
れ
を
潜
る
こ
と
で
死
後

の
世
界
を
か
い
ま
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
他
の
人
た
ち
を
誘
っ
て
潜
っ
て

い
く
と
、
え
も
い
わ
れ
ぬ
心
地
よ
い
音
楽
が
聞
こ
え
る
。
そ
の
先
に
は
光

が
待
っ
て
い
る
。
魂
の
故
郷
に
戻
る
こ
と
で
、
宇
宙
と
一
つ
に
な
る
の
で

あ
る
。
こ
の
シ
リ
ー
ズ
の
瞑
想
で
最
も
快
い
の
で
、
楽
し
ん
で
行
う
こ
と

が
で
き
る
。
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た
だ
、
い
つ
ま
で
も
留
ま
っ
て
い
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
ま
だ
こ
の
世

で
や
り
残
し
て
い
る
こ
と
が
あ
る
の
だ
か
ら
。
物
質
的
世
界
に
戻
る
た
め

の
誘
導
が
な
さ
れ
る
。
《
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
・
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
》
の
場

合
の
よ
う
に
、
指
を
動
か
し
さ
え
す
れ
ば
、
肉
体
の
感
覚
が
戻
っ
て
く
る

の
で
あ
る
。
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《
ゴ
ー
イ
ン
グ
・
ホ
ー
ム
》
私
見

G
oing

H
om

e

に
は
「
帰
宅
」
「
帰
省
」
の
ほ
か
「
昇
天
」
の
意
味
も
あ

る
。
ど
こ
に
帰
る
か
っ
て
？

人
間
は
死
ん
だ
ら
、
魂
と
し
て
宇
宙
に
戻

る
と
い
う
こ
と
ら
し
い
。《
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
・
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
》
は
、

ロ
バ
ー
ト
・
モ
ン
ロ
ー
に
よ
る
精
神
世
界
の
探
究
を
、
追
体
験
さ
せ
て
く

れ
る
ツ
ー
ル
だ
っ
た
が
、
「
ゴ
ー
イ
ン
グ
・
ホ
ー
ム
」
は
（
患
者
用
）
と

あ
る
よ
う
に
、
不
治
の
病
に
か
か
っ
た
患
者
を
、
死
の
恐
怖
か
ら
解
放
し
、

魂
の
永
続
を
確
信
さ
せ
る
た
め
に
開
発
さ
れ
た
。

し
か
も
、
最
近
ま
で
《
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
・
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
》
で
は
、

こ
の
世
と
あ
の
世
の
境
界
で
あ
る
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
ま
で
が
対
象
だ
っ

21

た
が
、
《
ゴ
ー
イ
ン
グ
・
ホ
ー
ム
》
で
は
、
死
後
の
意
識
ま
で
バ
ー
チ
ャ
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ル
体
験
さ
せ
て
く
れ
る
と
い
う
。
囚
わ
れ
の
状
態
を
抜
け
、
解
放
さ
れ
た

「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
ま
で
カ
バ
ー
し
て
い
る
の
で
、
《
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
・

27

エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
》
の
続
篇
と
し
て
用
い
る
意
味
も
あ
る
。

１
枚
目
の
「
意
識
は
明
ら
か
で
、
肉
体
は
眠
る
状
態
」
は
、
「
フ
ォ
ー

カ
ス

」
へ
の
誘
導
で
あ
る
。
ま
ず
、
「
安
全
保
管
箱
」
と
い
う
の
を
イ

10

メ
ー
ジ
す
る
よ
う
に
指
示
さ
れ
る
。
こ
れ
は
《
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
・
エ
ク
ス

ペ
リ
エ
ン
ス
》
に
お
け
る
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
変
換
ボ
ッ
ク
ス
」
の
こ
と
で
あ

る
。
不
安
や
苦
痛
な
ど
を
そ
の
中
に
押
し
込
め
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
の
障
害
を

取
り
除
く
の
で
あ
る
。
次
い
で
、
目
を
つ
ぶ
っ
て
各
部
位
の
感
覚
を
弱
め

て
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
い
く
。
そ
の
間
に
ヘ
ミ
シ
ン
ク
の
信
号
に
誘
導
さ
れ
、

肉
体
は
完
全
に
弛
緩
し
て
意
識
だ
け
が
あ
る
状
態
に
移
る
。

し

か

ん

意
識
は
さ
ら
に
深
み
へ
と
導
か
れ
る
が
、
安
眠
し
て
し
ま
っ
て
も
構
わ
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な
い
。
時
間
が
経
て
ば
目
覚
め
る
よ
う
に
誘
導
さ
れ
る
の
で
、
短
時
間
仮

眠
す
る
の
も
い
い
。
《
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
・
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
》
を
体
験

し
て
い
る
な
ら
、
し
ば
ら
く
は
復
習
が
続
く
。

《
ゴ
ー
イ
ン
グ
・
ホ
ー
ム
》
は
、
不
治
の
患
者
向
け
に
開
発
さ
れ
た
ツ
ー

ル
だ
が
、
《
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
・
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
》
を
履
修
し
て
か
ら

の
方
が
効
果
的
だ
ろ
う
。
ヘ
ミ
シ
ン
ク
に
よ
る
誘
導
に
慣
れ
て
い
る
だ
け

で
な
く
、
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
「
フ

10

12

15

ォ
ー
カ
ス

」
の
そ
れ
ぞ
れ
の
精
神
状
態
を
す
で
に
理
解
し
て
い
る
か
ら

21

で
あ
る
。

各
目
的
に
特
化
さ
れ
た
誘
導
の
ア
ル
バ
ム
「
マ
イ
ン
ド
フ
ー
ド
」
に
も

言
え
る
こ
と
で
、
こ
れ
ら
も
《
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
・
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
》
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を
マ
ス
タ
ー
し
て
か
ら
の
方
が
、
よ
り
深
い
体
験
が
可
能
と
な
る
。

そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
《
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
・
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
》
の

場
合
、
ほ
と
ん
ど
が
波
の
音
と
ヘ
ミ
シ
ン
ク
、
誘
導
の
声
な
の
で
、
単
調

な
印
象
は
拭
え
な
い
し
、
想
像
力
が
豊
か
で
な
い
と
退
屈
し
て
し
ま
い
か

ぬ
ぐ

ね
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
《
ゴ
ー
イ
ン
グ
・
ホ
ー
ム
》
は
音
楽
や
効
果
音
が

巧
み
に
組
み
込
ま
れ
て
い
る
の
で
、
イ
メ
ー
ジ
の
世
界
に
入
り
や
す
い
の

で
あ
る
。

「
飛
翔
」
と
聞
く
と
、
こ
れ
は
「
体
外
離
脱
」
を
目
的
と
し
て
い
る
ん
だ

ろ
う
と
推
測
が
つ
く
。
た
だ
、《
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
・
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
》

の
よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
訓
練
は
、
不
治
の
病
に
冒
さ
れ
た
患
者
に
は
難
し
い
。

ま
た
、
目
に
見
え
な
い
ガ
イ
ド
に
「
第
二
の
体
」
を
引
き
上
げ
て
も
ら
う
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と
い
う
の
も
、
ガ
イ
ド
の
存
在
を
感
じ
て
い
な
け
れ
ば
無
理
だ
ろ
う
。

そ
こ
で
、
《
ゴ
ー
イ
ン
グ
・
ホ
ー
ム
》
で
は
、
も
っ
と
自
然
な
方
法
を

取
っ
て
い
る
。
ベ
ッ
ド
に
寝
た
き
り
の
患
者
は
、
外
の
世
界
に
触
れ
る
こ

と
を
常
に
願
っ
て
い
る
。
そ
こ
で
ア
ル
バ
ム
の
声
が
ガ
イ
ド
と
な
っ
て
、

病
院
の
外
に
患
者
の
魂
、
「
第
二
の
体
」
を
連
れ
出
す
の
で
あ
る
。
階
段

の
音
に
続
い
て
、
屋
外
に
出
る
と
、
バ
イ
ク
の
エ
ン
ジ
ン
、
馬
や
犬
、
小

鳥
の
声
な
ど
も
聞
こ
え
る
。
い
き
な
り
、
「
体
外
離
脱
」
さ
せ
る
の
で
は

な
く
、
イ
メ
ー
ジ
の
上
で
屋
外
に
連
れ
出
し
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
搭
乗
さ

せ
る
。
雲
の
上
に
出
た
と
こ
ろ
で
、
自
由
に
「
第
二
の
体
」
だ
け
で
飛
翔

す
る
の
で
あ
る
。
夢
を
見
て
い
る
よ
う
な
感
覚
で
「
体
外
離
脱
」
を
体
験

さ
せ
よ
う
と
い
う
わ
け
だ
。

僕
の
場
合
、
入
眠
時
幻
覚
が
始
ま
っ
た
。
意
識
が
あ
る
ま
ま
、
夢
が
始
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ま
っ
た
の
で
あ
る
。
上
空
か
ら
草
原
の
様
子
が
見
え
出
し
た
。
映
像
が
動

い
て
い
く
の
で
、
ま
さ
し
く
飛
翔
し
て
い
る
感
覚
だ
っ
た
。
そ
の
う
ち
、

本
当
の
夢
に
突
入
し
た
。

「
不
安
の
解
消
」
で
は
、
「
安
全
保
管
箱
」
に
閉
じ
込
め
て
あ
っ
た
箱
を

開
け
る
。
こ
の
箱
は
瞑
想
し
て
い
る
間
は
不
安
を
忘
れ
さ
せ
て
く
れ
た
が
、

根
本
的
な
解
決
に
は
な
っ
て
い
な
い
。
そ
こ
で
、
あ
え
て
不
安
に
触
れ
た

後
に
、
そ
れ
を
空
中
に
向
か
っ
て
投
げ
捨
て
る
の
で
あ
る
。

か
つ
て
の
日
本
で
は
、
子
供
が
転
ん
で
泣
き
そ
う
に
な
る
と
、
母
親
は

打
っ
た
と
こ
ろ
を
さ
す
り
な
が
ら
、
「
ち
ち
ん
ぷ
い
ぷ
い
。
痛
い
の
痛
い

の
飛
ん
で
い
け
！
」
と
呪
文
を
唱
え
た
も
の
だ
。
そ
れ
と
同
じ
よ
う
に
、

不
安
を
宇
宙
の
果
て
に
吹
き
飛
ば
す
の
で
あ
る
。
今
の
日
本
人
に
は
、
大

気
圏
外
に
吹
き
飛
ば
し
た
い
存
在
が
多
く
あ
る
が
。
そ
れ
を
４
回
繰
り
返
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す
の
で
あ
る
。

《
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
・
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
》
の
ウ
ェ
ー
ブ
Ⅰ
に
は
、
「
リ

リ
ー
ス
と
リ
チ
ャ
ー
ジ
」
の
ト
ラ
ッ
ク
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
も
箱
を
開
け

て
、
泡
の
よ
う
に
上
昇
さ
せ
て
解
放
す
る
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
・
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
《
ヘ
ミ
シ
ン
ク
に
よ
る
具
現
化
》
の
ア
ル
バ
ム

に
も
、
箱
の
中
に
光
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
注
ぎ
、
不
安
を
解
消
す
る
と
い
う

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
が
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
目
的
は
同
じ
だ
か
ら
、
自
分
に
合

っ
た
方
法
を
取
れ
ば
い
い
。

「
こ
の
世
の
端
」
は
、《
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
・
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
》
で
「
フ

ォ
ー
カ
ス

」
と
呼
ば
れ
る
。《
ゴ
ー
イ
ン
グ
・
ホ
ー
ム
》
で
は
、
ま
ず
、

21

リ
ラ
ッ
ク
ス
し
て
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
に
導
か
れ
、
次
い
で
時
間
が
存
在

10
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し
な
い
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
に
、
続
い
て
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
へ
誘
導
さ

15

21

れ
る
。
そ
の
点
、「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
か
ら
い
き
な
り
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」

12

21

に
導
か
れ
る
《
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
・
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
》
と
は
異
な
る
。

「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
は
こ
の
世
と
あ
の
世
の
境
界
で
あ
り
、
自
分
を
導
い

21

て
く
れ
る
ガ
イ
ド
や
、
亡
く
な
っ
た
ば
か
り
の
人
に
出
会
う
こ
と
が
で
き

る
と
い
う
。
た
だ
、
亡
く
な
っ
て
し
ば
ら
く
経
っ
て
い
る
魂
は
、
さ
ら
に

上
の
「
フ
ォ
ー
カ
ス
」
に
移
動
し
て
い
る
と
い
う
。

自
分
に
と
っ
て
大
切
な
人
に
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
る
よ
う
に
指
示
さ
れ

る
。
僕
の
場
合
、
亡
く
な
っ
た
父
や
祖
母
と
会
い
た
い
と
い
う
思
い
が
あ

る
か
ら
、
あ
の
世
に
逝
っ
た
人
の
こ
と
を
考
え
て
い
た
。
し
か
し
、
《
ゴ

ー
イ
ン
グ
・
ホ
ー
ム
》
は
患
者
用
に
作
ら
れ
て
い
る
。
本
来
の
目
的
を
考

え
る
な
ら
、
患
者
と
身
内
が
同
時
に
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
に
赴
き
、
互
い

21
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に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
り
合
う
。
意
識
が
現
実
に
戻
っ
て
か
ら
、
「
フ
ォ
ー

カ
ス

」
で
相
手
に
伝
え
た
こ
と
が
伝
わ
っ
て
い
る
か
確
認
す
る
。
も
し
、

21

「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
で
の
や
り
と
り
が
伝
わ
っ
て
い
た
場
合
、
患
者
や
身

21

内
は
テ
レ
パ
シ
ー
の
実
在
や
、
死
後
の
魂
の
存
在
を
信
じ
ら
れ
る
よ
う
に

な
る
だ
ろ
う
。

「
こ
の
世
の
端
」
の
次
は
、
い
よ
い
よ
「
死
後
世
界
ツ
ア
ー
」
で
あ
る
。

ベ
ッ
ド
に
横
た
わ
っ
て
い
る
と
、
体
温
が
下
が
っ
て
い
く
の
を
感
じ
た
。

こ
れ
は
以
前
、
ヘ
ン
リ
ー
川
原
氏
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
《
臨
死
体
験
》
（
グ
リ

ー
ン
・
エ
ナ
ジ
ー
）

を
聴
い
た
時
に
も
体
験
し
た
。
目
を
つ
ぶ
っ
て
い

る
の
だ
が
、
色
々
な
影
が
通
り
過
ぎ
て
い
く
の
を
感
じ
た
。
林
の
中
を
疾

走
し
て
い
る
感
じ
で
あ
る
。

ガ
イ
ド
に
従
っ
て
、
「
あ
の
世
」
の
次
元
に
移
動
す
る
。
本
当
を
言
え
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ば
半
信
半
疑
な
の
だ
が
、
こ
こ
で
は
思
い
込
み
が
必
要
で
あ
る
。
「
フ
ォ

ー
カ
ス

」
は
昏
睡
状
態
や
泥
酔
状
態
だ
と
い
う
が
、
何
も
感
じ
ず
通
過

22

し
た
。
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
は
死
ん
だ
ば
か
り
の
人
々
が
満
ち
て
い
る
と

23

い
う
。
話
し
声
ら
し
き
も
の
が
聞
こ
え
る
。

「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
は
原
始
的
な
宗
教
を
信
じ
る
人
が
行
く
と
こ
ろ
。
ラ

24

テ
ン
ア
メ
リ
カ
風
の
笛
の
音
が
聞
こ
え
、
焚
き
火
の
炎
が
見
え
た
。
「
フ

ォ
ー
カ
ス

」
は
キ
リ
ス
ト
教
や
仏
教
、
イ
ス
ラ
ム
教
な
ど
を
信
じ
る
人

25

が
行
く
と
こ
ろ
。
イ
ン
ド
風
の
音
楽
が
聞
こ
え
、
マ
ハ
ト
マ
・
ガ
ン
ジ
ー

の
顔
が
、
つ
い
で
仏
陀
の
涅
槃
図
が
見
え
る
。
ジ
ャ
ン
グ
ル
で
修
行
し
て

ね

は

ん

い
る
ヨ
ー
ガ
行
者
も
い
る
。
ど
う
い
う
わ
け
か
、
赤
塚
不
二
夫
の
顔
ま
で

見
え
た
。
そ
う
言
え
ば
、
『
天
才
バ
カ
ボ
ン
』
の
「
バ
カ
ボ
ン
」
と
は
、

「
薄
伽
梵
」
＝
「
お
釈
迦
様
」
に
由
来
す
る
ら
し
い
。

バ

ガ

ボ

ン
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ヘ
ミ
シ
ン
ク
の
体
験
は
、
禅
で
言
う
魔
境
の
よ
う
な
も
の
か
も
し
れ
な

い
し
、
道
教
の
修
行
の
よ
う
に
、
仏
教
の
悟
り
の
境
地
か
ら
す
れ
ば
、
迷

い
の
世
界
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
そ
の
一
方
、
ロ
バ
ー

ト
・
モ
ン
ロ
ー
の
体
系
で
は
、
仏
教
徒
も
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
の
信
念
体

25

系
領
域
に
囚
わ
れ
て
い
る
と
い
う
。
悟
り
を
求
め
て
執
着
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
か
。

「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
で
は
、
個
人
的
な
宗
教
体
験
を
し
た
人
々
が
、
排
他

26

的
な
世
界
を
築
い
て
い
る
と
さ
れ
る
。
こ
こ
で
は
何
も
感
じ
な
か
っ
た
。

そ
し
て
、
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
が
《
ゴ
ー
イ
ン
グ
・
ホ
ー
ム
》
で
た
ど
れ

27

る
最
も
高
次
の
「
フ
ォ
ー
カ
ス
」
。
「
公
園
」
と
呼
ば
れ
、
魂
が
し
ば
し

の
休
息
を
取
り
、
次
の
輪
廻
に
備
え
る
と
こ
ろ
だ
と
い
う
。
今
ま
で
は
林
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の
よ
う
な
、
光
が
十
分
に
当
た
ら
な
い
世
界
だ
っ
た
が
、
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
に
な
る
と
大
空
が
見
え
て
、
世
界
に
広
が
り
を
感
じ
た
。
「
フ
ォ
ー

27カ
ス

」
に
た
ど
り
着
け
た
魂
は
、
囚
わ
れ
か
ら
解
放
さ
れ
て
、
安
ら
ぎ

27

を
感
じ
る
と
い
う
。

《
ゴ
ー
イ
ン
グ
・
ホ
ー
ム
》
で
は
、
人
々
の
声
や
楽
器
の
音
が
、
今
述
べ

た
よ
う
な
幻
像
を
誘
導
し
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
だ
と
す
る
と
、
こ
れ
は
催

眠
誘
導
の
一
種
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
念
も
生
じ
る
が
、
ロ
バ
ー
ト
・
モ

ン
ロ
ー
の
世
界
観
を
信
じ
る
人
は
、
た
と
え
誘
導
し
て
い
る
に
し
て
も
、

死
後
の
魂
は
そ
う
し
た
世
界
を
体
験
す
る
と
主
張
す
る
だ
ろ
う
。

こ
こ
で
、
今
ま
で
の
疑
問
を
整
理
す
る
と
し
よ
う
。
第
一
に
、
「
死
後

世
界
ツ
ア
ー
」
の
よ
う
な
体
験
が
可
能
だ
と
し
て
も
、
そ
れ
は
生
き
て
い

る
人
間
が
見
る
幻
像
で
あ
っ
て
、
死
後
の
世
界
は
実
在
し
な
い
と
い
う
可
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能
性
が
あ
る
。
第
二
に
、
死
後
に
魂
が
存
在
し
た
と
し
て
、
ロ
バ
ー
ト
・

モ
ン
ロ
ー
が
提
示
し
た
よ
う
な
形
で
、
死
後
世
界
が
現
れ
る
か
ど
う
か
は

分
か
ら
な
い
。
と
い
う
の
も
、
死
後
の
世
界
が
精
神
世
界
だ
と
す
る
と
、

精
神
が
想
像
し
た
も
の
が
そ
の
ま
ま
世
界
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
囚
わ
れ

の
世
界
を
抜
け
て
「
公
園
」
に
た
ど
り
着
く
の
は
、
ロ
バ
ー
ト
・
モ
ン
ロ

ー
の
世
界
観
を
信
じ
る
人
だ
け
か
も
し
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

ち
ょ
っ
と
否
定
的
な
こ
と
を
書
い
て
し
ま
っ
た
が
、
そ
れ
は
精
神
を
す

べ
て
大
脳
の
活
動
に
帰
す
る
科
学
的
な
考
え
が
、
自
分
の
左
脳
を
支
配
し

て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、
右
脳
は
神
秘
的
な
体
験
を
受
容
し

て
き
た
。
「
体
外
離
脱
」
や
「
明
晰
夢
」
を
経
験
し
て
き
た
自
分
に
と
っ

て
、
懐
疑
的
に
な
る
の
も
、
一
種
の
バ
ラ
ン
ス
感
覚
が
働
い
て
い
る
の
だ

と
思
う
。
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「
啓
示
の
瞬
間
」
で
は
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
か
ら
、
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
、

10

15

「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
と
た
ど
っ
た
後
に
、
意
識
の
拡
大
を
行
う
。「
飛
翔
」

21

で
体
験
し
た
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
応
用
し
、
雲
の
上
を
飛
ん
で
い
る
自
分
を
想

像
す
る
。
上
昇
す
る
と
と
も
に
、
自
分
が
大
き
く
な
る
に
つ
れ
て
、
地
球

が
小
さ
く
な
っ
て
い
く
。
宇
宙
空
間
に
出
た
自
分
は
、
地
球
と
月
を
両
手

の
中
に
抱
え
込
む
。
さ
ら
に
、
太
陽
系
を
も
し
の
ぐ
大
き
さ
に
な
っ
て
い

く
。若

い
頃
、
僕
は
浴
室
で
眠
っ
て
し
ま
い
、
全
能
感
に
浸
さ
れ
た
こ
と
が

あ
っ
た
。
宇
宙
の
始
ま
り
か
ら
そ
れ
ま
で
の
歴
史
を
、
す
べ
て
知
っ
て
い

る
の
だ
っ
た
。
目
覚
め
た
と
き
、
た
だ
一
人
の
人
間
に
戻
っ
た
こ
と
へ
の

喪
失
感
が
大
き
か
っ
た
。
宇
宙
大
に
拡
大
し
た
意
識
は
、
ち
ょ
う
ど
若
い

頃
に
得
た
感
覚
に
通
じ
る
も
の
が
あ
っ
た
。
「
宇
宙
で
あ
る
私
」
「
宇
宙
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精
神
」
、
宇
宙
で
あ
り
な
が
ら
人
格
を
持
つ
「
大
日
如
来
」
に
な
っ
た
か

の
よ
う
な
感
覚
で
あ
る
。

「
フ
ォ
ー
カ
ス
」
の
数
値
が
上
が
る
に
つ
れ
て
、
意
識
を
保
つ
の
が
困
難

に
な
る
。
《
ゴ
ー
イ
ン
グ
・
ホ
ー
ム
》
の
場
合
、
不
治
の
病
の
患
者
が
対

象
な
の
で
、
ベ
ッ
ド
で
横
に
な
っ
て
目
を
つ
ぶ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

「
啓
示
の
瞬
間
」
で
は
宇
宙
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
一
つ
に
な
っ
た
と
こ
ろ
で
、

非
物
質
的
世
界
「
ロ
ー
カ
ル
２
」
へ
移
動
す
る
。
そ
れ
ま
で
の
移
行
は
感

動
的
な
の
だ
が
、
意
識
が
朦
朧
と
し
て
眠
っ
て
し
ま
う
。

も
う
ろ
う

本
来
な
ら
、
こ
こ
か
ら
死
後
の
意
識
に
移
行
し
、
宗
教
な
ど
の
信
念
領

域
に
囚
わ
れ
ず
に
、
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
、
「
公
園
」
と
呼
ば
れ
る
魂
の
休

27

息
地
点
へ
と
移
行
す
べ
き
な
の
だ
が
。
眠
っ
て
し
ま
う
と
い
う
の
は
、
単
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に
睡
眠
状
態
に
落
ち
た
の
か
、
も
し
く
は
「
囚
わ
れ
の
世
界
」
で
あ
る
「
フ

ォ
ー
カ
ス

」
に
引
っ
か
か
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
。
性
的
な
妄
念
に
囚
わ

23

れ
た
夢
を
見
る
こ
と
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
死
ん
だ
ば
か
り
の
人
間
が
混
乱

し
た
意
識
状
態
に
い
る
の
と
同
様
の
状
態
な
の
だ
ろ
う
。

睡
眠
状
態
に
落
ち
た
り
、
妄
念
に
囚
わ
れ
た
夢
を
見
な
い
よ
う
に
す
る

に
は
、
椅
子
に
座
っ
た
姿
勢
で
目
を
つ
ぶ
っ
て
聴
い
た
方
が
い
い
。
晩
年

の
ロ
バ
ー
ト
・
モ
ン
ロ
ー
は
「
体
外
離
脱
」
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
意
識
を
肉

体
に
残
し
た
ま
ま
、
「
ロ
ー
カ
ル
２
」
を
探
索
す
る
「
フ
ェ
ー
ジ
ン
グ
」

を
推
奨
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
健
康
な
人
間
が
体
験
す
る
場
合
に
望
ま
し

い
方
法
で
あ
る
。

「
啓
示
の
瞬
間
」
で
は
、
死
後
の
意
識
を
体
験
し
た
後
、
宇
宙
と
一
体
化

し
た
状
態
か
ら
意
識
を
縮
小
し
て
い
く
。
最
初
の
拡
大
と
反
対
の
コ
ー
ス
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を
た
ど
り
、
太
陽
系
の
大
き
さ
か
ら
、
地
球
や
月
を
抱
え
る
大
き
さ
、
つ

い
に
は
物
理
的
世
界
で
あ
る
「
ロ
ー
カ
ル
１
」
に
戻
っ
て
く
る
。
最
後
に

「
フ
ォ
ー
カ
ス
１
」
の
覚
醒
し
た
状
態
に
導
か
れ
る
。

不
治
の
病
に
か
か
っ
た
患
者
に
聴
か
せ
る
場
合
、
こ
こ
ま
で
で
い
っ
た

ん
様
子
を
見
る
。
死
に
対
す
る
恐
怖
が
弱
ま
り
、
死
を
受
容
す
る
よ
う
に

な
っ
て
は
じ
め
て
、
次
の
「
通
行
権
」
以
降
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
聴
く
よ
う

に
す
る
。
と
い
う
の
も
、
覚
醒
し
た
「
フ
ォ
ー
カ
ス
１
」
に
戻
る
信
号
が

埋
め
込
ま
れ
て
い
な
い
か
ら
で
あ
る
。

「
通
行
権
」
で
は
宇
宙
大
へ
意
識
を
拡
大
す
る
過
程
は
省
略
さ
れ
る
。
そ

の
分
、
死
後
の
意
識
を
体
験
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
23

は
通
過
し
て
、
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
か
ら
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
の
宗
教
的

24

26
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な
信
念
領
域
を
覗
い
た
後
、
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
へ
移
動
す
る
よ
う
に
導

27

か
れ
る
。

通
常
の
意
識
で
あ
る
「
フ
ォ
ー
カ
ス
１
」
に
戻
り
た
け
れ
ば
、
心
の
中

で
「
１
」
と
唱
え
て
指
を
動
か
す
よ
う
に
求
め
ら
れ
る
。
こ
れ
は
《
ゲ
ー

ト
ウ
ェ
イ
・
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
》
を
体
験
し
た
人
に
は
な
じ
み
の
方
法

で
あ
る
。
戻
る
気
が
な
け
れ
ば
、
そ
の
ま
ま
に
任
せ
る
。
健
康
な
人
間
な

ら
、
自
然
に
目
が
覚
め
る
は
ず
で
あ
る
。

「
帰
還
」
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
生
ま
れ
る
前
の
世
界
、
非
物
質
的
な
世

界
へ
の
帰
還
で
あ
る
。
「
通
行
権
」
と
同
じ
よ
う
に
、
死
後
の
意
識
を
体

験
す
る
わ
け
だ
が
、
途
中
で
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
に
寄
る
。
そ
こ
は
「
囚

23

わ
れ
の
世
界
」
だ
か
ら
、
自
分
の
魂
は
通
過
す
べ
き
な
の
だ
が
、
亡
く
な

っ
た
身
内
や
知
人
が
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
に
留
ま
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ

23
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る
。
熟
練
し
て
い
る
人
の
場
合
、
ヘ
ル
パ
ー
の
助
け
を
得
て
、
そ
こ
か
ら

相
手
を
救
い
出
し
、
魂
の
休
息
が
可
能
な
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
に
連
れ
て

27

い
く
。
こ
れ
を
「
リ
ト
リ
ー
バ
ル
」
と
い
う
。

そ
う
し
た
こ
と
が
で
き
な
く
て
も
、
死
後
に
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
を
目

27

指
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
、
覚
え
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
が
安
息
の
世
界
で
あ
る
の
を
知
っ
て
い
れ
ば
、
自
然
と
惹
き
つ
け
ら

ひ

27れ
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。

バ
ッ
ク
に
流
れ
て
く
る
の
は
、J.S

.Epperson

の
《H

igher

》
で
あ
る
。

こ
の
曲
が
余
り
に
耳
に
心
地
い
い
の
で
、
こ
の
ま
ま
留
ま
っ
て
い
た
く
な

る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
曲
は
「
メ
タ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」
の
ア
ル
バ
ム
と

し
て
、
単
独
で
も
販
売
さ
れ
て
い
る
。
《
ゴ
ー
イ
ン
グ
・
ホ
ー
ム
》
の
場

合
は
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
の
信
号
が
埋
め
込
ま
れ
て
い
る
か
ら
、
気
を
張

27
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っ
て
い
な
い
と
、
た
ち
ま
ち
意
識
を
失
っ
て
眠
っ
て
し
ま
い
そ
う
に
な
る
。

ア
ル
バ
ム
の
《H

igher

》
に
つ
い
て
は
、
怖
い
系
の
音
楽
だ
と
い
う
書

き
込
み
を
見
た
が
、
分
か
る
よ
う
な
気
も
す
る
。
死
後
の
世
界
へ
誘
わ
れ

る
感
じ
が
す
る
か
ら
だ
。
不
治
の
病
の
患
者
が
聴
い
て
、
安
ら
ぎ
が
余
り

に
心
地
よ
い
場
合
、
こ
の
ま
ま
死
ん
で
し
ま
っ
て
も
い
い
と
思
う
だ
ろ
う
。

だ
か
ら
こ
そ
、
自
分
が
大
切
だ
と
思
う
人
に
対
し
て
、
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
発

し
て
お
く
よ
う
に
求
め
る
の
だ
と
思
わ
れ
る
。

「
自
由
遊
泳
」
は
「
飛
翔
」
で
行
っ
た
訓
練
の
応
用
で
あ
る
。
「
飛
翔
」

で
は
屋
外
に
出
る
と
、
言
葉
を
し
ゃ
べ
る
鳥
に
空
を
飛
ぶ
よ
う
に
促
さ
れ

る
が
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
乗
り
込
ん
で
、
雲
の
上
に
出
た
と
こ
ろ
で
、
大

空
に
身
を
ゆ
だ
ね
て
飛
翔
す
る
。
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今
回
も
野
原
に
出
る
と
、
し
ゃ
べ
る
鳥
が
出
て
き
て
、
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

な
ど
使
わ
ず
に
、
大
空
を
飛
ぶ
よ
う
に
促
さ
れ
る
。
ど
う
す
る
か
と
言
え

ば
、
伸
び
上
が
る
だ
け
で
飛
ん
で
い
く
の
で
あ
る
。
サ
ン=

テ
グ
ジ
ュ
ペ

リSaint-Exupéry

の
『
星
の
王
子
さ
ま
』Le

Petit
Prince

の
中
で
、
王

子
が
昇
天
す
る
と
き
に
立
ち
上
が
っ
た
姿
を
思
い
出
し
た
。
肉
体
は
死
ん

で
も
魂
は
大
空
へ
飛
翔
し
て
い
く
。

何
だ
、
単
に
イ
メ
ー
ジ
す
る
よ
う
に
暗
示
を
か
け
て
い
る
だ
け
じ
ゃ
な

い
か
と
、
言
わ
れ
そ
う
な
気
が
す
る
が
、
こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
古
代
イ
ン

ド
人
の
よ
う
に
、
こ
の
世
は
す
べ
て
意
識
が
生
み
出
し
た
幻
と
い
う
立
場

に
立
っ
て
い
る
。
大
空
も
宇
宙
も
、
意
識
を
外
部
に
投
影
し
た
イ
メ
ー
ジ

に
過
ぎ
な
い
の
だ
か
ら
、
大
空
を
飛
ぶ
こ
と
だ
っ
て
可
能
だ
と
考
え
る
の

で
あ
る
。
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大
空
を
飛
翔
し
て
い
く
と
、
明
る
い
光
の
差
し
込
む
ア
ー
チ
の
中
に
、

懐
か
し
い
場
所
が
見
え
て
く
る
。
そ
こ
に
は
、
今
は
亡
く
な
っ
て
し
ま
っ

た
身
内
や
友
人
、
ペ
ッ
ト
も
い
る
。
そ
こ
へ
行
き
た
い
と
い
う
思
い
が
生

じ
る
こ
と
で
、
死
を
受
容
す
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
あ
る
。
死
後
に
意

識
が
残
る
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
。

「
啓
示
へ
の
帰
還
」
は
「
啓
示
の
瞬
間
」
の
復
習
で
あ
る
と
と
も
に
、
不

治
の
患
者
の
場
合
に
は
、
生
前
に
聴
く
最
後
の
ト
ラ
ッ
ク
と
な
る
。
「
フ

ォ
ー
カ
ス

」「
フ
ォ
ー
カ
ス

」「
フ
ォ
ー
カ
ス

」「
フ
ォ
ー
カ
ス

」

10

12

15

21

ま
で
進
ん
だ
と
こ
ろ
で
、
意
識
の
拡
張
を
行
っ
て
い
く
。

雲
の
上
に
上
昇
し
た
ら
、
急
速
に
拡
大
し
た
自
己
は
、
肉
体
で
は
な
い

手
で
地
球
を
、
つ
い
で
月
を
抱
え
込
む
。
さ
ら
に
、
太
陽
系
や
宇
宙
そ
の

も
の
ま
で
も
、
両
の
掌
の
う
ち
に
収
め
て
眺
め
る
。
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背
後
を
振
り
返
る
と
、
非
物
質
的
世
界
「
ロ
ー
カ
ル
２
」
が
見
え
る
。

そ
こ
は
時
間
も
空
間
も
な
い
世
界
だ
か
ら
、
行
き
た
い
と
思
っ
た
瞬
間
に

移
動
で
き
る
。
妄
念
に
囚
わ
れ
て
い
る
と
、
「
囚
わ
れ
の
世
界
」
で
あ
る

「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
、
い
わ
ゆ
る
地
獄
に
引
き
寄
せ
ら
れ
て
し
ま
う
。
た

23

と
え
快
楽
で
あ
っ
て
も
、
精
根
尽
き
果
て
て
も
永
続
す
る
と
し
た
ら
、
苦

痛
以
外
の
何
物
で
も
な
い
。
ま
た
、
特
定
の
宗
教
を
信
じ
て
い
れ
ば
、
対

応
す
る
信
念
領
域
に
と
ど
ま
り
続
け
る
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
進
み
た
け

れ
ば
、
助
け
を
求
め
れ
ば
い
い
。
見
え
な
く
て
も
、
ヘ
ル
パ
ー
は

傍

ら

か
た
わ

に
い
る
は
ず
だ
か
ら
。

「
公
園
」
と
呼
ば
れ
る
魂
の
休
息
場
所
、
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
ま
で
連
れ

27

て
い
っ
て
く
れ
る
よ
う
に
祈
ろ
う
。
そ
こ
に
は
、
死
別
し
た
身
内
や
友
人

が
待
っ
て
い
て
く
れ
る
だ
ろ
う
。
も
し
邂
逅
で
き
た
と
し
て
、
地
上
へ
の

か
い
こ
う
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未
練
が
な
け
れ
ば
、
そ
こ
に
と
ど
ま
れ
ば
い
い
し
、
肉
体
に
戻
り
た
け
れ

ば
、
「
１
」
と
い
う
数
字
を
唱
え
て
、
肉
体
の
指
を
動
か
せ
ば
い
い
。

「
枕
経
」
と
い
う
の
は
、
臨

終
の
際
に
僧
侶
が
読
み
上
げ
る
お
経
の
こ

り
ん
じ
ゅ
う

と
で
あ
る
。
心
臓
が
止
ま
っ
た
直
後
、
ま
だ
意
識
が
残
っ
て
い
る
段
階
で
、

死
後
の
引
導
を
行
う
の
で
あ
る
。
臨
死
体
験
と
の
関
連
で
注
目
を
浴
び
た

『
チ
ベ
ッ
ト
の
死
者
の
書
』
も
、
「
枕
経
」
と
し
て
死
者
に
聞
か
せ
る
も

の
だ
っ
た
。
た
だ
、
日
本
の
僧
侶
は
、
葬
儀
で
漢
訳
の
経
典
を
棒
読
み
す

る
の
で
、
普
通
の
日
本
人
に
は
ち
ん
ぷ
ん
か
ん
ぷ
ん
で
あ
る
。
最
近
は
漢

訳
の
経
典
を
読
み
下
す
場
合
も
あ
る
が
、
古
文
を
理
解
で
き
な
け
れ
ば
意

味
が
な
い
。
本
来
は
現
代
語
で
聞
か
せ
る
の
が
筋
だ
ろ
う
。

《
ゴ
ー
イ
ン
グ
・
ホ
ー
ム
》
の
「
別
世
界
へ
の
旅
立
ち
」
は
、
不
治
の
病
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に
冒
さ
れ
た
患
者
に
、
息
を
引
き
取
っ
た
直
後
に
聴
か
せ
る
も
の
で
、
現

代
の
日
本
語
な
の
で
「
枕
経
」
の
役
割
を
果
た
せ
る
と
思
わ
れ
る
。

バ
ッ
ク
に
流
れ
て
い
る
曲
は
、J.S

.Epperson

の
《H

igher

》
で
あ
る
。

こ
れ
を
聴
き
な
が
ら
、
自
分
の
臨
終
の
時
を
想
像
し
て
み
た
。
す
で
に
亡

く
な
っ
た
身
内
の
顔
が
見
え
る
。
今
は
認
知
症
を
患
っ
て
い
る
母
も
、
別

世
界
に
旅
立
っ
た
後
は
正
気
を
取
り
戻
し
て
い
る
だ
ろ
う
。
死
後
に
残
さ

れ
る
親
し
い
人
た
ち
の
こ
と
も
思
い
浮
か
べ
た
。
死
の
瞬
間
に
苦
痛
を
和や

わ

ら
げ
る
た
め
、
脳
内
麻
薬
が
放
出
さ
れ
る
と
い
う
か
ら
、
夢
見
心
地
で
こ

の
世
に
別
れ
を
告
げ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

「
臨
終
正
念
」
と
い
う
言
葉
が
あ
る
。
死
の
瞬
間
の
意
識
が
重
要
で
、
そ

れ
が
死
後
も
続
く
魂
の
状
態
を
決
定
し
て
し
ま
う
と
い
う
。
怒
り
や
苦
痛
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に

苛

ま
れ
て
死
ぬ
と
、
そ
の
状
態
に
囚
わ
れ
た
ま
ま
に
な
る
。
寝
床
で

さ
い
な

静
か
に
息
を
引
き
取
る
の
が
最
高
だ
。
安
ら
か
な
気
持
ち
に
さ
せ
る
た
め
、

遺
族
は
泣
き
悲
し
む
の
で
は
な
く
、
感
謝
の
気
持
ち
を
述
べ
て
見
送
っ
て

あ
げ
て
ほ
し
い
。

果
た
し
て
、
死
後
の
世
界
は
存
在
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
生
き
て

い
る
者
に
は
分
か
ら
な
い
。
ロ
バ
ー
ト
・
モ
ン
ロ
ー
と
ヘ
ミ
シ
ン
ク
の
実

験
を
行
っ
た
ロ
ザ
リ
ン
ド
・
Ａ
・
マ
ク
ナ
イ
ト
は
、
霊
媒
の
才
能
が
あ
る

れ
い
ば
い

女
性
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
ヘ
ミ
シ
ン
ク
の
《
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
・
エ
ク
ス

ペ
リ
エ
ン
ス
》
で
変
性
意
識
に
移
行
す
る
訓
練
を
積
む
と
、
ヘ
ミ
シ
ン
ク

の
音
声
な
し
に
「
体
外
離
脱
」
が
可
能
と
な
っ
た
り
、
高
次
の
自
己
の
声

や
、
ヘ
ル
パ
ー
と
呼
ば
れ
る
知
的
生
命
体
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
、
理
解
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。
マ
ク
ナ
イ
ト
は
死
後
の
世
界
で
ロ
バ
ー
ト
・
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モ
ン
ロ
ー
と
再
会
し
た
と
き
の
状
況
を
『
魂
の
旅
』
と
い
う
本
の
中
で
記

し
て
い
る
。

死
後
の
世
界
は
時
間
が
存
在
せ
ず
、
思
っ
た
こ
と
が
た
ち
ど
こ
ろ
に
実

現
し
て
し
ま
う
ら
し
い
。
ま
た
、
死
後
に
ど
ん
な
世
界
に
引
き
つ
け
ら
れ

る
か
は
、
そ
の
人
間
が
ど
の
よ
う
な
波
動
の
許
で
生
き
て
き
た
か
に
よ
る

と
い
う
。
低
次
の
波
動
で
生
活
し
て
い
る
と
、
煉
獄
や
地
獄
と
言
わ
れ
る

れ
ん
ご
く

状
態
に
囚
わ
れ
て
し
ま
う
。
な
お
、
そ
れ
は
ヨ
ー
ガ
で
言
う
チ
ャ
ク
ラ
の

波
動
と
関
連
が
あ
る
ら
し
い
。

心
臓
の
チ
ャ
ク
ラ
は
肉
体
と
精
神
の
中
間
に
属
す
る
チ
ャ
ク
ラ
で
、

慈
悲
や
愛
と
関
わ
り
が
あ
る
の
で
、
生
前
か
ら
覚
醒
さ
せ
て
お
い
た
方
が

じ

ひ

い
い
だ
ろ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、《
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
・
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
》

の
「
レ
ゾ
ナ
ン
ト
・
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
」
で
「
ア
ー
」
と
い
う
発
声
を
行
い
、
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心
臓
の
チ
ャ
ク
ラ
を
目
覚
め
さ
せ
る
の
で
あ
る
。

《
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
・
エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
》
か
ら
《
ゴ
ー
イ
ン
グ
・
ホ
ー

ム
》
ま
で
体
験
し
て
き
た
わ
け
だ
が
、
正
直
言
っ
て
《
ゴ
ー
イ
ン
グ
・
ホ

ー
ム
》
の
世
界
は
表
面
的
に
し
か
理
解
し
て
い
な
い
よ
う
だ
。
死
が
差
し

迫
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
点
も
あ
る
が
、
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
12

や
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
「
フ
ォ
ー
カ
ス

」
の
状
態
を
、
マ
ス
タ
ー
し
切

15

21

れ
て
い
な
い
と
い
う
点
が
大
き
い
だ
ろ
う
。
今
後
は
《
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
・

エ
ク
ス
ペ
リ
エ
ン
ス
》
の
お
さ
ら
い
を
し
て
、
自
己
の
体
験
を
深
め
て
い

こ
う
と
考
え
て
い
る
。
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